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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一　其は鋼はがねの命に侵おかされし大地







「……来る……！　奴やつらが……」

　薄うす闇やみの中。

　つぶやいた男の声ににじむはおびえと絶望。

　立てたライフルの銃じゆう把はが、コンクリートの床ゆかとふれあい、かちかちと小さな音を鳴らす。

「……どうするんだよ……！　もし見つかったら！　おしまいだぞ！　今度こそ……！」

　不安は、男の心から冷静さをこそぎ取り、知らず声の大きさもはね上がり──

「しずかに！」

　それを止めたのは、押おし殺した女の声だった。

　こんなかすかな光の中でも、長く伸のばした金色の髪かみはそのかがやきを失わず、碧あおい瞳ひとみには強い意志の光が宿る。

　その手にあるのは、ライフルの先を切り詰つめたようなフォルムのビームガン。

　様子を窺うかがう男たちの顔には、あきらめにも似た一種の悲ひ壮そう感かんさえ漂ただよっていた。

　だが彼女は──むろんあきらめるつもりなどない。

「……へたに大きな音を出せば、それこそ気づかれるわよ」

　それでなんとか、男の弱よわ音ねはおさまった。

　体のふるえまでは消えていないようだったが。

　こっそりと息をついた彼女の背中に──ひたりっ、と、あたたかいものがはりついた。

「……サミィおねえちゃん……」

　小さなぬくもり。ふるえる少女の声。

「──ん。大だい丈じよう夫ぶよ」

　言って彼女──サミィは、肩かた越ごしにふりかえる。

　おびえたまなざしで見上げる少女。その向こうには二人の少年。

　サミィは、子供たちにほほえみを向け、

「もしあいつらがここを見つけたとしても──

　あたしが守ってあげるわよ。

　だから──」

「……うん……」

　少女は小さくうなずいて──そしてサミィからそっと離はなれた。

　──とはいえ──

　瓦が礫れきの山に顔と視線とを戻もどし、サミィは胸のうちでつぶやく。

　圧あつ倒とう的に不利なのは、わかりきっている。

　奴やつらは、しらみつぶしにこのあたりを探しまわっているはず。

　見つかるのは、おそらく時間の問題だろう。

　そうなった時──

　最初の一つを倒たおすのは、そう難しくないだろう。

　だがその時には、倒れた奴が、無数の仲間を呼んでいるはずだった。

　それらをすべて排はい除じよする自信は──さすがに、ない。

　……死ぬ気で断るべきだったかもしれないわね……この依い頼らいは……

　ふとそんな弱気な思考が、脳裏をかすめたその瞬しゆん間かん。

　瓦礫の山のすき間まを縫ぬって、一条の赤い光が闇やみにさし込み──そのままの位置で停止した。

「──見つかった！」

　響ひびいた悲鳴は恐きよう怖ふの色に染まっていた。




　──ことの起こりは、しばらく前に遡さかのぼる──




『やあ。いい天気だね。サミィくん』

　通信は、ピントのボケたあいさつからはじまった。

「……はあ……？」

　どう反応していいものやら一いつ瞬しゆんわからず、彼女は眉まゆをひそめて小首をかしげた。

　伸のばした金色の髪かみがわずかに、さらりと流れる。

　彼女が今いる部屋の、壁かべを隔へだてたその外は──宇宙。

　虚こ空くうを進む恒星間スター宇宙船シツプ『モーニング・スター』のメインリビング。それが今、彼女のいる場所だった。

　相手もそれは承知のはず。その上で、いい天気も何もあったものではない。

　しばしの不可解な沈ちん黙もく。そして。

『……あ。そうか。そっちは宇宙だよねぇ。そりゃあ天気の話なんてしても仕方ないよね。ははははは』

　通信相手──ディスプレイに映った男は、やはりどこか間まの抜ぬけた笑い声を上げた。

　二十歳をいくつか過ぎた頃ころだろう。金髪ブロンドのハンサムではあるのだが、似合っていない丸まる眼め鏡がねと、どこかおどおどとしたその態度のせいで、どうにも頼たよりなく映る。

　ティモシー＝マイスター。

　だがこの男こそが、サミィたちの上司──しかも社長なのである。幸か不幸か。

『いやあ。こっちはほんとに珍めずらしくいい天気でね。それで、つい、ね』

「……あの……業務通信……ですよね？」

『あ。もちろんだよ。いくら僕でも、天気がいいからっていう理由だけで、わざわざ星間通信を使って連れん絡らくしたりしないよ』

「そりゃあそうでしょうね」

『うん。そりゃあそうさ』

　わずかな沈黙。

「あの……それで、その連絡内容というのは？」

　じれて先に問いかけたのはサミィの方だった。

『ああ。いや。まあ、依い頼らいを受けたんで、それをやってほしい、って話なんだけどね』

　言ってここでまた、言葉がとぎれる。

　妙みような予感がサミィの胸を占しめた。ティモシーの間の悪さはいつものことだが、今日の彼は、それに加えて歯切れが悪い。

「やっかいな仕事なんですね」

『た……ただの護ご送そう依頼だよ』

「『ただの』っていうのなら、なんでそこでどもるんですか？」

『え？　どもってた？』

　言って画面の中のティモシーは、取り出したハンカチで額をぬぐう。

　ここまでロコツにうさんくさいと、かえってなんだかすがすがしいのは何な故ぜだろう。

「それで？」

『あ……ああ。

　ある惑わく星せいのある街に行って、依い頼らい人にんと出会って、それを太陽系の、火星にあるクロフト本社にまで護ご送そうしてきてほしいんだ』

「なるほど」

『じゃあ、くわしい資料は後ほど……』

「待った」

　何やらそそくさと話をまとめようとするティモシーに、サミィはすかさず待ったをかけた。

「ある惑星のある街で依頼人に出会う、って、どの惑星のどういう街で、どういった素す性じようの依頼人に出会えばいいんですか？」

『[image: え]……？』

　ティモシーの顔がわずかに──しかしロコツにこわばる。

『……いや……だからそれは後ほど……』

「今聞かせてください」

『依頼人は……ええっと……アルデオ＝クローネット。ただの技術者だよ』

「本当の素性は？」

『いや。本当に』

「じゃあ、向かう惑星は？」

『………………』

　途と端たん、問われたティモシーが視線をそらす。サミィは思わず苦笑を浮うかべ、

「まさかメルキアとか言ったりしないでしょうね」

『……………………』

　ティモシーは視線をそらしたまま。

「……し……」

　しばしの気まずい沈ちん黙もくの後。サミィの口から言葉がふき出た。

「正気ですかっ!?」

『本気か』ではなく『正気か』と聞いている時点で、サミィの、彼に対する信しん頼らい度どと尊敬度も推おし測はかれるというものである。

『……え……な……何が……？』

　ティモシーは、言われて、びくりっ！　と身を引いた。

「『何が？』じゃありませんよっ！　あそこが今、どんなことになっているのか、まさか、知らない、なんて言うんじゃないでしょうねっ!?」

　コントロール・パネルを殴なぐりつけたい衝しよう動どうを必死で抑おさえつつ、サミィは声を絞しぼり出した。

　彼女の力でそんなことをすれば、計器類の二つ三つはぶち壊こわれる。

　問われてティモシーは、しばしおどおど沈ちん黙もくした後、

『……いや……あまり……詳くわしくは……ニュースでやってるくらいのことしか……変な内乱が起きている、ってことくらいしか…………』

「それだけ知ってればじゅーぶんですッ！」

　彼女は思わず声を上げていた。

　内乱まっただ中の惑星ほしに下りて、人を連れてこい、というのだ。なかなか軽く言ってくれるが、それが決して楽でも安全でもないことなど、誰だれが考えてもわかる。

「民間の事トラ件ブル処シユ理ー業タ者ーの仕事じゃありませんよ！　それ！

　軍の特とく殊しゆ部隊か何かがやることでしょ!?」

『いや、なんとかなるって。きっと』

「そんないい加減な……！」

『きみたちならできる。僕はそう信じてる』

「勝手に信じないでくださいッ！　迷めい惑わくですっ！」

『いや。大だい丈じよう夫ぶだよ。勝算はあるみたいだから』

「『みたい』って……

　そんないーかげんな話じゃなくて、ちゃんと根こん拠きよを示してくださいっ！　大丈夫だっていう根拠をっ！」

『……いや……そういうのを、ほら、こういう通信で説明するのはちょっと……』

「──と──いうことは──」

　第三の静かな声は、サミィの隣となりから聞こえた。

　それまで黙もくして語らなかった、銀色の長い髪かみの青年──イーザー＝マリオン。

　左右で色の違ちがう瞳ひとみが、画面の中のティモシーに向く。

「確実な勝算はあるのだな」

　問われてティモシーは、しばし無言で硬こう直ちよくしてから、

『──あ──いやまあ、確実……って言えるのかどうか……

　ほら、よく、世の中に確実なものなどない、とかって言ったりするし。けど、成功確率は高めだと思うよ。うん』

「高い確率の勝算があるなら問題はない」

「──ちょっとイーザー！」

　サミィがあわてるが、もう遅おそい。

『いやぁそう言ってくれると助かるよ！　じゃあ詳しよう細さいはあとで送るから！』

　反論を許さず一気にまくし立て、ティモシーからの通信は、ぷつりっ、と切れた。

「うそぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　頭を抱かかえて叫さけぶサミィを、イーザーは、ただ、不思議そうな目で見ているだけだった。




　人類が光の速度を越こえてから、およそ百年。

　いくつもの惑わく星せいを居住可能に改造し、人は真の意味で宇宙へと進出していった。

　やがて地球の手を離はなれ、次々と独立していく入植惑星。

　宇宙には今、いくつもの惑星国家が誕たん生じようしていた。

　だが。急速な開かい拓たくと発展は、混乱とトラブルとを生んだ。

　不明確な領空。自分の惑星周辺を守ることで手て一いつ杯ぱいな軍と警察。

　政府機関が対応しきれないトラブル解決のため、民間から生まれたのが、事トラ件ブル処シユ理ータ業ーという業務だった。

　そして近年。

　太陽系にその籍せきを置く巨きよ大だい企き業ぎよう、クロフト・カンパニーの傘さん下かで、新たな事トラ件ブル処シユ理ータ業ーの会社が生まれ出た。

　シェリフスター・カンパニー。

　サミィとイーザー、二人の所属するそれである。

　社長のティモシーは、親会社であるクロフト本社社長の長男。

　コネで社長になった男。クロフトの尻しつ尾ぽ。口さがない者たちが、ティモシーのことをそんな風に呼んでいることはサミィも知っている。

　おそらく今度の依い頼らいも、クロフト本社の方から彼に何かの圧力がかかって、引き受けるハメになったのだろう。

　とはいえ──そのツケがこちらに回ってくるのでは、実際たまったものではない。

　立場が弱いのは理解できるが、だからといって、こんな依頼を受けるというのは一体どういうものか。

　社長のその弱よわ腰ごしも、無茶な依頼を押おしつけられたことも気に入らなかったが、しかしそれよりも今、サミィが一番気に入らないのは──

「ほほほほほ！　そんなに固くなることはないわよ二人とも！

　こうしてこのわたしがついている以上、ちっとも心配する必要なんてないわよ！」

　サミィより一オクターブは高い声が、『モーニング・スター』の艦橋ブリツジに響ひびき渡わたった。

　通常はサミィとイーザー、二人で運用しているこの船に、今は第三の人物が乗り込んでいた。

　二人が連絡艇シヤトルで惑星に突とつ入にゆうすれば、そのあとこの船は無人になる。

　それはいろいろ都合が悪い、というわけで──

　サミィとイーザー出しゆつ撃げきの後、『モーニング・スター』の操船を行うべく、先日の補ほ給きゆうの際に乗り込んできたのだ。彼女が。

　シェリフスター・カンパニー、装そう備び課か主任、兼、補給船『ヴァルキリー』船長、本名不明、通つう称しようクイーン。

　仲間のはずのサミィから見ても、果てしなくうさんくさい人物だった。

　二十歳と少しの金髪ブロンド美人。黙だまっていれば男も寄ってくるだろう。それはいい。

　だが──緋ひ色いろのジャケットに白いスラックス。手にはシルクの白しろ手て袋ぶくろに、乗じよう馬ば鞭むちに似たデザインのポインター。

　この姿だけでもやや引くのだが、加えて兵器発明マニアの趣しゆ味み人じんと来れば、一体何をか言わんや。

　さらに言うならこの『クイーン』という名前──当然本名のわけはないのだが、他人につけられたアダ名ではなく、どうやら自称のようなのだ。

　はっきり言って、特とく殊しゆな趣味でもない限り、あまりお友達にはなりたくないタイプの人間である。

　その彼女が──

　乗り込んでいるのだ。この船の、このブリッジに。

　補ほ給きゆうの際、後部にある予備のシートを無意味に豪ごう華かなものにつくり変え、今はそこに陣じん取どって、両手で無意味にポインターを弄もてあそんでいる。

　これでは誰だれがどう見ても、前に並ならんだサミィとイーザーはクイーンの部下──というより手下である。

　この構図が、何よりサミィは気に入らない。

　いや。実際、作戦の全容を知っているのはこの彼女なのだ。

　作戦内容を通信で送れば、どこかで外に漏もれる危険はある。それを防ぐためには、信用できるメッセンジャーを使った方がいい。

　そしてクイーンが、その役を兼任することになった、というわけである。

　……まあ、人間的に信用できる人物かどうかはこの際置いておくとして。

「なんでもいいけど……ともかく、もったいつけてないで、そろそろ作戦の説明してくれたっていいんじゃないの？

　でないとそろそろ──

　メルキアの監かん視し空域エリアに入るわよ」

　ディスプレイに映し出された航こう宙ちゆうデータを横目に見ながら、サミィは言う。

「それもそうね」

　言ってクイーンは、傍かたわらに置いたハンディ・パソコンを手に取ると、延のびたコードを、自分のシート横に増設した何かのジャックに突つき刺さす。

　軽くキーボードを叩たたくと、『モーニング・スター』のメイン・ディスプレイの一角が切り替かわり、メルキア周辺の宙域図を映し出す。

　メルキアと、そこを回る五つの月軌き道どう。そこに赤い進行ラインが引かれてゆく。

「作戦開始時刻とともに、本ほん艦かんは図示のルートでメルキアに接近。想定される妨ぼう害がいを排はい除じよしつつ──」

　赤いラインが惑わく星せい近くで止まり、点となって点てん滅めつする。

「図示のポイントで、二人は連絡艇シヤトル『ドラグゥーン』に乗り換かえ、メルキアに降下。

　作オペレ戦ーシヨンの詳しよう細さいは、『ドラグゥーン』のコンピューターに記録しておいたから、降下後はそれに従って任務遂すい行こう。

　以上。簡単よね」

『………………………………』

　あっさり言ったクイーンの言葉に、サミィとイーザー、二人はしばし沈ちん黙もくし──

「──ちょっと待てぇぇぇぇぇっ！」

　力いっぱい声を上げたのはサミィだった。

「簡単ってゆーかおおざっぱすぎるわよっ！　何よこの作戦っ!?

『図示のルートで』って、簡単に言うけど、そんなに楽に近づけるわけないでしょっ!?」

「まあ、楽には行かないでしょうね」

　クイーンは意外にあっさりと、サミィの抗こう議ぎを認める。が──

「大だい丈じよう夫ぶ。なんとかなるわよ。みんなならきっとできるって信じてるわよ」

　それで考えをひるがえすわけではなかった。

　言われてサミィは、しんそこげっそりとした表情で、

「……その……きみたちならできる、信じる、って無責任なの、やめてくれる……？

　社長にも同じこと言われたんだけど……

　信用されても無む茶ちやは無茶でしょーが」

「神経質ね。サミィ。

　けど残念ながら、そろそろ作戦開始時刻よ。くわしい説明はおいおいしてあげるけど、これだけは言っておくわ。

　この私がここにいる限り──

　暴走した機械たちを手玉に取るなんて、簡単なことよ」




　誰だれもが最初、それを冗じよう談だんだと思った。

　なぜならそれは、過去から現在において、さまざまなフィクション・ストーリーの中で語られた、手て垢あかにまみれたシチュエーションだったからに他ならない。

　すなわち──

　機械による、人間への反乱。

　惑星メルキアで、軍兵器の自動化が行われはじめたのは、今から十年ほど前からのことだった。

　何年かの研究を経へて、実用のレベルに達し、急速に切り替かえが進んだのは数年前から。

　操あやつり人形──マリオネッツと呼こ称しようされる自動部隊は、陸、空、宙ちゆう軍ぐんの多くを占しめるようになり──

　それらが創造主、すなわち人類へと牙きばを剝むいたのは、今からおよそひと月ほど前のことだった。

　暴走の原因はいまだ不明。プログラムの致ち命めい的なバグだという説。テロリストによるプログラムへのウィルス混入説。中には、機械が自意識を芽生えさせたのだと、本気で主張する者もいた。

　ともあれ──マリオネッツの軍隊は、まずメルキアの、まだ残っていた有人部隊に牙をむいた。

　惑わく星せい宙域は、自動化が進んでいたせいもあり、マリオネッツ宇宙艦かん隊たいにあっさりと制圧され、地上では、人間側もなんとか抵てい抗こうを続けてはいるが、状じよう況きようは圧あつ倒とう的に不利。

　噂うわさでは、どこかにあるマリオネッツの自動工場が、今も鋼はがねの死神たちをこの世に生み出し続けているらしい。

　この状況に、いくつかの惑星国家が軍事支し援えんを申し出たが、かろうじて生き残っていたメルキア首脳部はこれを拒きよ否ひした。

　支援を申し出た国の中に、メルキアとの関係が険悪な国があったのだ。今回援助を受けることになれば、あとあといろいろとつけ込まれることになるのではないか。おそらくそう判断したのだろう。

　結局メルキア首脳部は、これはあくまで内乱であり、自軍でこの事態を解決すると表明したのだ。

　かくてこの星では、機械による『内乱』が今も続いている。

　その空域エリアを支配している機械たちに──人を連れて帰るだけだから通してください、などと言ってみたところで、聞いてくれるはずもない。

　かといって、いかなこの『モーニング・スター』とはいえ、一国の軍隊規模の艦隊を敵に回して勝てるわけはない。

　だが。時は来た。

「もったいぶったこと言ってないで、ちゃんと説明して……」

　サミィの言葉を遮さえぎって。

　作戦開始の合図をしたのは、しかし、クイーンではなかった。

　──ザッ──

『モーニング・スター』のブリッジにひしめく無数の計器やディスプレイ、そのほとんどにノイズが走った。

　うちいくつかはそのまま完全に沈ちん黙もくする。

「──これは……！」

「強力な妨Ｅ・害Ｃ・波Ｍ、周囲に展開」

　こんな時でも淡たん々たんとしたイーザーの声がブリッジに流れる。

「メルキア自動艦かん隊たい!?」

「わからん。発信源は最低でも四カ所以上」

「囲まれてるってこと!?」

「違ちがうわよ。落ち着きなさい」

　朗ろう々ろうと響ひびき渡わたったのは、クイーンの余よ裕ゆうの声だった。

「あれは、こちらの仕し掛かけよ」

「……へ……？」

　間まの抜ぬけたサミィの声。

「とにかく、いいから予定通りの侵しん入にゆうコースに乗せて、センサーを切り替かえる。説明はおいおいするわ」

「り、了りよう解かい」

「情報管理を光学探査中心に切り替え」

　答えるサミィとイーザー。

　すでにスピードの出ていた『モーニング・スター』は、推進器バーニアで進路をコントロールし、作戦通りの侵入コースに乗る。

　これだけ強いＥ・Ｃ・Ｍが展開されていると、通常のレーダー類は役立たず。『モーニング・スター』も今は、光学探査──早い話がカメラ類だけが頼たよりである。

　相手からも発見されにくいが、当然その分こちらからも、相手が発見しにくくなる。

「で……どういうことよ？　このＥ・Ｃ・Ｍ、こっちのやったことだ、って言ってたけど」

「ふっ。簡単なことよ」

　クイーンは、ポインターを無意味に振ふり振り、

「こっちで用意した、無人の高出力Ｅ・Ｃ・Ｍ機を適当なところに配置して、作戦開始時刻と同時に、Ｅ・Ｃ・Ｍを発生させた。

　単にそれだけのことよ」

「……単にそれだけ……って……

　よく配置できたわね、そんなもの。自動部隊に撃げき墜ついもされずに」

「まあね。のこのこ近づいて行ったりしたら、撃墜されるに決まってるから、作戦開始と同時に機体をワープアウトさせて、そこでＥ・Ｃ・Ｍを展開させたのよ」

「ワ、ワープ!?」

　サミィの声が裏返る。

「ちょ……ちょっと待ってよ！　超ワ光速ー航行プってたしか、星の近くじゃあできないんじゃなかったの!?」

「違ちがうわよ。星の近くじゃあできないんじゃあなくて、巨きよ大だい質しつ量りようの近くじゃあできないようにしてあるの」

「……？」

　わずかに首をかしげるサミィに、クイーンは説明を続ける。

「星の近くで、ワープイン、あるいはワープアウトしようとすること自体は可能なのよ。けど実際にそれをやったら、一定の確率で失敗する。

　失敗したら、光に還かえるか闇やみに消えるか、とにかくもとの世界には帰って来られない。

　だから普ふ通つうの宇宙船のワープ・システムには、制せい御ぎよがかかっていて、星の近くではワープできないようになっているだけなのよ。

　つまり、そのリミッターを外してやりさえすれば、ワープしようとすることはできる、という理り屈くつよ」

「……けど……失敗するんでしょ？」

「一定確率で、って言ったでしょ。

　つまり。

　たとえば失敗確率が三十パーセントの地点に、二機をワープさせてやれば、両方とも失敗する確率は十パーセント以下におさえられる、ということよっ！」

　──アホだ。こいつ。

　クイーンの解説に、サミィは、心の底からそう思った。

　つまりクイーンは、あたりをＥ・Ｃ・Ｍで覆おおうために、数十──いや、ひょっとしたら、百に近い数の機体を捨てたのだ。

　まず、ワープによる損失分を見み越こした数をそろえる必要がある。

　それに、いきなり出現したＥ・Ｃ・Ｍ機を、自動艦かん隊たいがほうっておくわけはない。いずれ遅おそかれ早かれ、すべて撃げき破はされることになる。

　ワープ機関まで装そう備びしたそれが、一機あたりどれほどの値あたいになるのかは知らないが、そんなものを全ぜん滅めつ前提で大量投入する奴やつが、まともであるはずはない。

　……まあ、その作戦を了りよう承しようし、物資投入するクロフト本社も、かなり正気ではないような気がするが。

「当然自動艦隊はＥ・Ｃ・Ｍ機の撃破にかかるでしょうけど、その間にこっちは、悠ゆう々ゆうとメルキアに近づけばいいのよ。

　進行ルートは、確率的に考えて、連中の監かん視し網もうが薄うすくなりそうな部分を選んであるわ。敵部隊と出会う確率はかなり低いはずよ」

「しかし確率は確率でしかない」

　滔とう々とうと語るクイーンに水をさしたのは、それまでずっと沈ちん黙もくしていたイーザーだった。

　クイーンは、ぴく、と片かた眉まゆを動かして、

「……ふっ。案外心配性ね。イーザー。

　けど、宇宙はあなたが思っているより広いわよ。

　メルキアの保有する自じ動どう艦かんの予想数と効率的な監かん視し巡じゆん回かいルート、Ｅ・Ｃ・Ｍ環かん境きよう下かでの監視可能空域エリアなどを考えると、メルキアへの突とつ入にゆうポイント到とう着ちやくまでに、敵と遭そう遇ぐうする確率は、わずかに五パーセント以下よ」

　説明を終え、どうだ、と言わんばかりにふんぞり返るクイーンに、しかしイーザーは淡たん々たんと、

「表現が不的確だった。言い直そう。正面に敵てき艦かん影えいを発見した」

　………………………………………

『早く言えぇぇぇぇぇぇっ！』

　サミィとクイーン、二人のツッコミが唱和した。

「映像を出す」

　イーザーはディスプレイ表示の一部を、ズーム映像に切り替かえる。

　黒の支配する宇宙空間。見えるのは、無数に散らばる星々の光点と、惑わく星せいメルキアの青。

　その、遠いメルキアの青を背に、浮かぶいくつかの黒い点。

　メルキア自動艦隊。

「目標艦かん隻せき数は四。どうする」
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「決まってるじゃない」

　クイーンは手にしたポインターで、画面に映る艦かん影えいを、びっ！　と指し、

「ここで減速や転進しても見つかるだけよ。

　Ｅ・Ｃ・Ｍ下で敵は通信がきかないわ。なら、撃げき破はと突とつ破ぱ、それあるのみよっ！」

「けど、こんなところでドンパチやったら、他の敵にも見つかっちゃうでしょーがっ！」

「大だい丈じよう夫ぶよサミィ。それも計算してあるわ。足さえ止めなければ、ここで戦せん闘とうを行って、他の部隊に気づかれたとしても、メルキア突入地点までに、他部隊と遭そう遇ぐうする確率は……」

「……確率？」

　肩かた越ごしにサミィにジト目を向けられて、クイーンは気まずく沈ちん黙もくし──

　こほんっ、とひとつせき払ばらい。

「とにかくやるのよっ！」

「どうやらそれしかなさそうだ」

　ふり向きもせず、イーザーが言う。

「敵艦かん載さい機き部隊発進。どうやら発見されたらしい」

　言ってイーザーはさらに画面をズーム。中央に映る一隻せきから、いくつもの小さな染みがわき出しているのが見えた。

「さてと。それじゃあ──

　早さつ速そく、あれでも使ってもらおうかしら」

「……わかったわ。あれね。

　全ぜん砲ほう座ざ、光学照準射しや撃げき準備。『ビーストファング』発射準備。砲座開放」

　答えてサミィは、今回の補ほ給きゆうで装そう備びされた対空砲の発射準備にかかる。

　ブリッジからは見えないが、サミィの操作に、『モーニング・スター』各部装そう甲こうが展開し、対空砲座が姿を現す。

　──しかしそれらは、砲座と呼ぶには、あまりにも異質な形をしていた。

　全長一Ｍ足らずの鋭するどい円えん錐すい形けい。色は白くにごった半はん透とう明めいで、それがずらりと並ならぶさまは、たしかに獣けものの牙きばを想おもわせた。

　そしてクイーンがふたたび、ハンディ・パソコンのキーボードを叩たたきはじめる。

「……何やってんの？」

「気にしないで。ただの照準プログラム補正よ」

　サミィの問いに答えながらも、クイーンの指は止まらない。

「今になってから？」

「あいつら用の微び調ちよう整せいよ」

　画面に表示されているのは、黒地に白の、一見ただのでたらめなジグザグ。

　それが、迫せまり来る艦載機群のたどった航こう跡せきと知るのは唯ゆい一いつ、クイーンのみ。

　その間にも、発進した機動部隊とこちらとの距きよ離りはどんどん縮んでゆく。

「総数四十。機種照合。『ニードルナッツ』発展型攻こう撃げき機きと推測される」

　外見は、細長いフットボール型、といったところだろうか。しゃれたデザインとは言えないが、さまざまな惑わく星せい国家で採用されている小型の攻撃機で、攻撃力は並なみだが、機動性と操作性については定評のある機体だった。

　向かって来るのは、それを無人機として再リフ設アイ計ンした機体なのだろう。データより少し小型になっており、見た目も少し違ちがっていた。

　それらは回かい避ひ行動を交えつつ、『モーニング・スター』との距離を縮めつつある。

「──よし──と」

　タンッ！　と最後のキーを叩たたいて、クイーンが顔を上げた。

「補正終しゆう了りよう。さ、サミィ、パーッとやっちゃいなさいっ！」

「まだ距離が……」

「いいから」

　皆まで言わせず言い切るクイーンに、サミィはすこしムッとする。

　光学照準でこの距離で、さして大きくもない攻撃機に、そうそう当たるわけはない。

　しかしクイーンが、言い出したら聞かない性格なのも承知の上。

　ならばとにかく一発撃うって、当たればラッキー、外れればクイーンにイヤミの一つも飛ばせばいい。

「……わかったわよ！

『ビーストファング』発フア射イヤー！」

　サミィの声とともに、放たれた光の雨が闇やみを薙なぐ！

　黒い虚こ空くうを輝き線せんが貫つらぬき──刹せつ那な遅おくれて閃ひらめく無数の爆ばく発はつ光こう。

　光の消えたそのあとに、残った攻撃機はわずかに十五。

　撃げき墜つい率りつ、およそ六割。むろん普ふ通つうはこんなに当たるものではない。

「……うそ……」

　あまりの無茶な撃墜率に、思わず呆ぼう然ぜんとするサミィ。

　そこに。

「ほほほほほほほほほ！　予想以上の成果ね！

　自動ゆえの確実性──いいえ、柔じゆう軟なん性せいのなさが裏目に出たわね！

　なかなか凝こった回かい避ひプログラムだったけれど、癖くせさえ読めば知れたもの！　相手がこのわたしだったのが不運というものねっ！」

　クイーンの笑いがこだまする。

『ビーストファング』。

　砲ほう身しん内ないのゲル物質を電気刺し激げきコントロールにより、屈くつ折せつ率りつを変化させ、発はつ振しんした高出力レーザーを七つに分ける。

　疑パラ似バ生イ体オコンピューターに制せい御ぎよされた照準システムは、各かく砲ほう座ざごとに目標の回かい避ひパターンを解かい析せきし、命中確率の最も高い一点と、その周囲六点に、光の矢を解とき放はなつ。

　最初は対たい艦かん砲座として開発されていたものなのだが、ある理由から対空砲座として再設計されたものである。

「残り攻こう撃げき機き、反転。退たい却きやく」

　イーザーの状況報告。恐きよう怖ふを知らない自動部隊といえど、さすがに不利なら退却する程度のプログラムはされている。

「逃にがしてあげる義理はないわよっ！」

　吠ほえてサミィはふたたび光を放つ。

　そして──

「……あれ？　当たらない？」

　さきほどの命中率はどこへやら。逃げる一機の機体をかすめ、少し姿勢を崩くずした程度。

「全く……何やってるのよサミィ」

　言ったのはもちろんクイーン。その手はふたたびキーボードを激はげしく叩たたいている。

「退却しはじめたのをきっかけに、相手の回避パターンが変化したのよ。

　へたに射つから、また回避パターン変わっちゃったじゃない。

　……待ってなさいよ。今、再調整を……っと。

　プログラム補ほ正せい終わり！　撃うって！」

「オーケーッ！」

　三たび放たれた光の矢は、離はなれ行く攻撃機群につき刺さり、うちの九機を虚こ空くうに消し去る。

　追つい撃げきをしながら進む『モーニング・スター』の進路上に──

「自動艦隊、進路上に展開。一八〇Ｍ戦せん闘とう空くう母ぼクラス一、一二〇Ｍ護ご衛えい艦かんクラス三。進路ベクトルを変へん更こう。艦かん砲ぽう戦せんを仕し掛かけてくるものと予想される」

　イーザーの声が響ひびく。

　ディスプレイに映るのは、戦闘空母を中心に、正三角形の位置に配された護衛艦。

　艦かん載さい機きの攻撃効率は低いと判断したらしく、これ以上攻撃機が発進する様子はない。

「ふっ。ずいぶん露ろ骨こつな歓かん迎げいね。それじゃあテトラ隊フオーメ形ーシヨンを仕掛けます、って白はく状じようしているようなもんじゃない」

　それを鼻先で笑うクイーン。

　目標を正四面体の中心に捕とらえて砲撃を加える──足の速い艦が遅おそい艦に対した時の、オーソドックスなフォーメーションである。

『モーニング・スター』の接近とともに、中央の戦闘空母が退しりぞき、護衛艦が周囲に展開して、こちらを隊形の中に誘さそい込むつもりなのだろう。

「確かにそうだけど、逆にここまであからさまだと、裏もかきにくいわよ！

　どうするのよ!?」

　サミィが声を上げた。

　火力ではこちらに分があるが、小こ柄がらなぶんだけ機動力ではあちらの方が上。

　もしもまともに撃うち合えば、あの四隻せきは倒たおせるかもしれないが、こちらも無傷というわけにはいかないだろう。

　だがしかし、クイーンの返答はいたって気楽。

「気にすることはないわ」

「気にするわよっ！」

「作戦がある、って言ってるのよ。

　このまま正面から突っ込んで。

　各主しゆ砲ほう、発射準備。

　火力は集中せずに分散して、全敵てき艦かんを同時に狙ねらって連続射しや撃げき」

「同時に!?」

　思わず問い返すサミィ。

　火力の集中は戦いの基本である。各個撃破をくり返し、敵の戦力を着実に削そいでゆく。

　それを無視して──しかもこの一対四の状況で、火力の分散とは──

「言ったでしょ。作戦があるって」

　自信ありげなクイーンの態度。サミィはしばし迷ってから──

「──了りよう解かい！

　各砲座発射準備！　一から三、四から六、七から九の主砲は各護ご衛えい艦かんを狙い、残りは正面戦せん闘とう空くう母ぼを狙う！」

『モーニング・スター』各部の主砲が動き、自動でそれぞれの目標を照準。

「発射っ！」

　すべての──いや、それぞれの砲座が、わずかな時間差を置いて次々と光を放つ。

　それらは漆しつ黒こくの宇宙そらを彩いろどる帯となり、対たい峙じする四隻目がけてふりそそぐ。

　だが相手も回かい避ひ行動くらいはしている。やはり攻こう撃げきは当たらない。

　向こうの護衛艦も砲撃を開始するが、この距離では無む駄だ撃うちでしかない。

「ほらほらどんどん続けるのよ。休まない休まない」

　クイーンのリクエストに応こたえて──というわけではないが、サミィは半ばやけくそ気味に砲撃を続けた。

　と、その時。

　宇宙に白い閃せん光こうが花開く。

　護衛艦の一隻が、被ひ弾だん・爆ばく発はつしたのである。

「当たった!?」

　喜びというよりも、半ば疑念の声を上げるサミィ。手ごたえはなかったような気がしたのだが──

「ほほほほほほ！

　だから言ったでしょ？

　ほら、どんどん砲ほう撃げき続けて」

　勝ち誇ほこったクイーンの笑い声。

　よくわからぬまま、ともかく砲撃を続けるサミィ。

　そしてほどなく。

　別の護ご衛えい艦かん一隻せきが突とつ如じよ、火球と化す。

「また!?」

「──そういうことか──」

　サミィの驚おどろきの声に続いて、漏もらしたのはイーザーだった。

「ふっ。そういうことよ」

　それに満足げに応こたえるクイーン。

「どういうことよ？」

　サミィの問いに答えたのはイーザーだった。

「『シューティング・スター』が来ている」

　と。




　チーム・シューティング・スター。

　それは、シェリフスターの擁ようする、もう一つの実働部隊。

　同名の恒星間スター宇宙船シツプを活動拠きよ点てんとするチームだった。




「……なるほどね……」

　サミィは小さくつぶやいた。

　以前、聞いたことがある。たしか『シューティング・スター』には、高度の対レーダーシステムと、表面の塗と装そう色しよくを変化させる機能があると。

　つまり、『モーニング・スター』の砲撃を囮おとりとして、宇宙の闇やみにまぎれた『シューティング・スター』が、近きん距きよ離りから護衛艦に砲撃をしかけ、撃げき沈ちんしたというわけである。

　本社からこの命令が来た時は、たしかに、妙みような話だとは思ったのだ。

　こういった任務なら、戦せん闘とう力りよく重視の『モーニング・スター』ではなく、攪かく乱らんに長たけた『シューティング・スター』のチームが適しているはずだった。

　それが自分たちのところに来たのはなぜか。いろいろと裏読みをしたりもしたのだが──

　何のことはない。もともとこれは、両チームの共同作戦だったのだ。

『シューティング・スター』は、いつの頃ころからか、カムフラージュシステムを使って『モーニング・スター』の傍かたわらに寄り添そい、陰かげからの援えん護ごを行ったのだろう。

　とはいえ──そうと知らされていなかったサミィとしては、面白いはずもない。

　誰だれかの手のひらで踊おどらされている不快感。

　──これじゃあ──ただの操あやつり人形じゃない──

　サミィは、きり、と小さく奥おく歯ばを嚙かみしめた。

　閃せん光こう。最後の護ご衛えい艦かんが爆ばく沈ちんする。これで残るは正面の戦せん闘とう空母のみ。

「そろそろ突とつ入にゆう準備にかかってもらおうかしら。

　あとは任せて、そろそろ『ドラグゥーン』に搭とう乗じようお願いね」

　クイーンが指示する。

「わかった」

　言ってイーザーは席を立ち──

　だが、サミィは立たない。砲ほう座ざの一基を手動照準に切り替かえて、全砲ほう撃げきを、正面の戦闘空母へと注ぐ。

「──サミィ──」

　イーザーは彼女に視線を向け、

「かまわないわ」

　そのイーザーを止めたのはクイーン。

「ただし、あまり時間はあげられないわよ」

「いらないわよそんなものっ！」

　吠ほえて放ったサミィの一撃は、戦闘空母をまともに直撃した。

「よしっ！」

　ディスプレイに映るのは、爆発四散する戦闘空母。それをバックに、サミィはガッツポーズで立ち上がる。

「なかなかやるじゃないサミィ。

　それじゃあ、あとは任せて、気をつけて行ってらっしゃい」

「ええ！　行くわよイーザー！」

　言ってブリッジを出てゆく二人。

「……やれやれ……」

　二人の出ていったドアに目をやり、クイーンは、小さな苦笑を浮かべたのだった。




　二つの光が、惑わく星せいメルキアに降下したのは、それからしばらく後のことだった。




　眼下にひろがる雲の海。

『ドラグゥーン』が突とつ入にゆうしたエリアは、今、雨期に入っていた。

　全長三十五Ｍ。ライトブルーのカラーリングが施ほどこされた武ぶ装そうシャトルである。

　そのコックピットで。

　サミィとイーザーの二人は、今後の作戦詳しよう細さいを呼び出し、目を通していた。

「目標地点はロナルド・シティ」

　操縦に専念するイーザーのために、サミィが、表示される文字を音読する。

　ディスプレイには、この惑わく星せいメルキアの地形図と、目標地点とが示されている。

　画面の一角が切り替かわり、そこに映し出されたのは、三十ほどの、眼鏡めがねをかけた黒くろ髪かみの男。細ほそ面おもてで、どちらかといえばハンサムの部類に入るだろう。

「市街中央のパラス・ホテルにて、依い頼らい人にん、アルデオ＝クローネットと接せつ触しよく。

　保護した後……」

　言いかけたサミィの言葉がとぎれる。

　そして沈ちん黙もく。コックピットを、機械の駆く動どう音おんだけが占しめる。

「どうした？」

「……保護した後……」

　先を促うながすイーザーに、読み上げるサミィの声は怒いかりにふるえていた。

「……状じよう況きように対応しつつ『ドラグゥーン』にてメルキアを離り脱だつ……『モーニング・スター』に合流して後、火星を目指す……以上……

　──って待てぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　サミィは、ここにいない誰だれかに向かって、力いっぱい突つっ込んだ。

「こぉぉぉれのどこが『作戦詳細』なのよあのすちゃらかマッドサイエンティスト女っ！

　要約すると『とにかくがんばれ』ってことじゃないっ！」

　言ってから、サミィはふとある可能性に気がついた。

「……ってひょっとして……

　またまた作戦の詳細を知ってるのは、あシユっーテちインのグ・連スタ中ーだけだとか？

　そういえばイーザー、あっちの方ってどうなってんの？」

「現在、その行動は捕ほ捉そくできない。我々と同じくシャトルで降下したかどうかも不明」

　返ってきたのは手ごたえのない答。

　仮かりに向こうのシャトルが降下していたとしても、こちら以上に高度なステルス・システムを働かせているはずである。ならば捕捉するのは難しい。

　もちろん、敵がどこにいるかもわからないこんな場所で、通信を送るなどというのは論外。

「確かに困ったな」

　ちっとも困って聞こえないイーザーの声。

「困る、なんてなまやさしいもんじゃあないわよっ！　どーするのよイーザー！」

　などと聞いてみたところで、むろん彼にわかるわけもないのだが。

「そうだな。とりあえず──」

「……街に行ってみるしかない、って？」

「いや」

　げんなりと言ったサミィに、イーザーは、軽く左右に首を振ふり、さらにげんなりとする答えを返した。

「二時方向よりレーダーに反応。おそらく航空機の迎げい撃げきだ。

　とりあえずこれをどうにかする必要がある」

「……だから先に言えぇぇぇぇぇっ！」

　サミィはあわてて各種計器を操作した。

　レーダーに映る機き影えいは五。確実に、こちらに向かって進んで来る。

「どう思う？　これ。メルキア正規軍か。それとも──

　自動部隊か」

「おそらくは後者だな」

　サミィの問いに答えるイーザー。

『ドラグゥーン』には、今回の作戦実行のため、対レーダー塗と装そうが施ほどこしてあったが、しかしそれとて、敵の監かん視し網もうを完全にかいくぐれる保証はない。

　さきほどの宇宙での騒さわぎで、自動艦かん隊たいはまず間ま違ちがいなく、地上の部隊に警けい戒かい信号を送っているだろう。

　あのＥ・Ｃ・Ｍ下では電波通信は無理だったろうが、光レーザー通信を使えば何の問題もない。

　それで監視網が強化され、発見されることとなった。そう考えるのが自然である。

「仕方ないわね！　迎撃準備！

　……とはいえ……ちょっとキツいわね……これは……」

　サミィの弱よわ音ねも無理はない。

　確かにこちらは最新装そう備び。親会社のクロフトが、軍事産業を中心としているせいで、最さい先せん端たんの試作品がまわって来るし、装備課のクイーンがシュミでつくり上げた、反則に近い装備もほどこされている。

　だが。この『ドラグゥーン』はあくまでもシャトル。大たい気き圏けんの離り脱だつ・突とつ入にゆう装備を備え、内部には地上用装備を山と積み、しばらくは暮くらせる程度の、簡単な居住施し設せつもある。

　それらはむろん、空中戦においては無用のもの。重おもり、足かせにしかならない。

　この状態で、大気圏内戦せん闘とうだけに特とつ化かした戦闘機──それも五機を相手にして勝利するのは、正直言ってキツい。

　だが、レーダーに映る機影は着実に、こちらに向かって近づいて来る。

「向こうからの警告通信は!?」

「無い」

　サミィの問いに無情な答え。そして──

「向こうのミサイルに照ロツ準ク・固オ定ンされた」

　イーザーの声がコックピットに響ひびく。




　自マリ動オネ部ツ隊ツ航空戦闘機『ヒートファルコン』。

　全長は十一Ｍと小型だが、それは非ひ力りきを意味しない。

　操縦者にかかる重力加Ｇ圧の考こう慮りよを、パイロットごと排はいした機体は、圧あつ倒とう的とも言える機動性を手に入れた。

　マリオネッツ内乱勃ぼつ発ぱつの初期において、メルキア正規軍の有人機を完全に圧倒した機体である。

　今。五つの意志なき翼つばさは、目の前をゆく巨きよ鳥ちように向かってその爪つめをむき出した。

『ヒートファルコン』の一機が、そのミサイルで、『ドラグゥーン』をロック・オン。

　ほんのわずかな間を置いて──発射。

　ほぼ同時に『ドラグゥーン』からも、小型の弾だん頭とうが発射される。それは発射後すぐに炸さく裂れつし、きらきら光る妨チ害物ヤ質フの雪を、メルキアの空に降らせた。

　それに巻かれてミサイルは、追つい尾び機能に混乱をきたし、軌き道どうを乱してどこかの虚こ空くうへ消えてゆく。

　だがこうなる可能性は、マリオネッツたちのプログラムのうちにも存在していた。

　五つの翼はさらに加速し、『ドラグゥーン』との間合いを詰つめる。

　追われる『ドラグゥーン』は進路を変えて、空を覆おおう雲の中へと突とつ入にゆうした。

　かまわず追撃する『ヒートファルコン』隊。カメラに目標は映らないが、熱反応では捕とらえている。『ドラグゥーン』の後ろにぴったりついて──

　その瞬しゆん間かん。

　どしゅどしゅどしゅどしゅどしゅどしゅどしゅどしゅどっ！

『ドラグゥーン』後部に装そう備びされた、小型ロケット弾だんが一気に火を噴ふく！

　しかし機械はあわてない。与あたえられたプログラムに沿って、冷静に回かい避ひ行動を取る。

　それでも、うちの一機が翼に被ひ弾だんした。

　ごがんっ！

　片かた翼よくに爆ばく光こうを閃ひらめかせ、数度きりもみをして──

　ヅゴゥンッ！

　燃料に引火、爆発する。

　四散分解した僚りよう機きにかまわず、残った四機は、お返しとばかりにロケット砲ほうを解とき放はなつ！

　──ごんっ！

　雲の中、白い闇やみを透すかして閃ひらめく爆ばく発はつ光こう。

『ドラグゥーン』の飛行軌き道どうが崩くずれ、降下を開始する。

　あとを追い、雲をかき分け、その下に出た『ヒートファルコン』たちのカメラ・アイに映ったのは──

　片かた翼よくから黒こく煙えんを噴ふき、よたよたと進む『ドラグゥーン』の姿。

　雲の下は雨。厚い雲に陽光をさえぎられた薄うす暗ぐらい世界を行きながら、『ドラグゥーン』は機体後部のビームバルカンを、『ヒートファルコン』たちに向かって乱射する。

　しかし自動機械の群は、たやすくそれから身をかわし、ビームバルカンを撃うち返す。

『ドラグゥーン』のもう片翼が黒煙を噴く。大きく姿勢を崩し、旋せん回かいするように、急速に高度を落としてゆく。

　そのゆく先には──

　ざぞばんっ！

　上がる大きな水しぶき。

『ドラグゥーン』が突つっ込んだのは大きな湖。

　そして、しばしの時を置き。

　づどばぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！

　起きた爆発が巨きよ大だいな水柱を立てた。

　余よ韻いんが消えたそのあとには。

　降りしきる雨に打たれる水面みなもと、その上を舞まう意志なき翼つばさの群れ──




　惑わく星せいメルキア、ドリス・シティ。

　街の近くに宇宙港を持つここは、かつては一都市にしか過ぎなかった。

　だが今。

　この街は、メルキアの、仮かりの首脳部となっていた。

　かつて首都だった街は、マリオネッツ軍の襲しゆう撃げきを受け、議会議員の多くがその毒どく牙がにかかって帰らぬ人となった。

　しかし生き残った政府関係者たちはこの街に拠きよを移し、崩ほう壊かい寸前の政治と軍事を司つかさどっていた。

　かつて地方領りよう事じ館かんだったビルの一室──

　そこに佇たたずみ、窓の外に視線を送っているのは、ブラウンのスーツにその身を包んだ、五十がらみの男だった。

　空は、青い。

　だがそれを眺ながめる彼の脳裏に去来するのは、一体どのような思いか。

　惑わく星せい国家メルキア主席、ブライアン＝Ｂ＝オルドリン。

「主席、失礼します」

　ノックの音と男の声は、ほとんど同時だった。

「──入りたまえ」

　ふり向いて答える声に、ドアノブが鳴り、

「失礼します」

　声とともに入ってきたのは、三十ほどのやや細ほそ身みの男。見た目はあまりパッとしないが、有能な秘書官である。

「さきほど、マリオネッツ宇宙軍におかしな動きがあった、との報告が入りました」

「おかしな動き？」

　眉まゆをひそめて問い返す。

　マリオネッツ軍の動き──それこそが今、最も彼が気にかけていることである。興きよう味みがわかないわけはない。

「はい。

　どうやら外部から、何者かがマリオネッツ宇宙軍の監かん視し包ほう囲い網もうを抜ぬけて、この空域に入ってきたようです」

「マリオネッツたちの間を抜けて？

　どこの軍だ？　それは。他の国に軍事要よう請せいをした覚えはないぞ」

「いえ、それがどうやら、軍ではないようです。

　状じよう況きようの詳しよう細さいは不明ですが、少数のシャトルがこのメルキアに降下した形けい跡せきがあります。

　実際、シャトルと思われる中型機を、マリオネッツの戦せん闘とう機き部隊が撃げき墜ついした、という未確認情報も入って来ています」

　その報告に、オルドリンは、あごに手を当て、しばし考えて──

「……軍でもないものがこのメルキアに……なかなか妙みような話だな……

　気になるな。ともかく、もう少し詳くわしい情報を集めてくれ。

　それが、現状に影えい響きようしうる存在なのか、それとも意味のないものなのか。こんな時だからこそ、ちゃんと見極めねばならん」

　言って主席は、遠い空に視線を送り、つぶやいた。

「場合によっては、我々が手を貸す必要があるかもしれんな……」

　平和そのものにしか見えない青い空。

　しかしこの同じ空の下、今もどこかで、人間と、鋼はがねの人形たちとの戦いが続いている……




　青い空、と、人は言う。

　だがランドルフのいつも見ている空は灰色グレイ。

　この火星にも、かつては青い空が見えた時代があったという。

　地球からあふれ出した人類が、最初に惑わく星せい改かい造ぞうを行い、住みはじめたのがこの大地だった。

　さまざまな環かん境きようを変え、大気をもたらし、青い空を手に入れて──

　しかしその青は、爆ばく発はつ的に増ふえてしまった人口のせいで、さしたる間もなくこの憂ゆう鬱うつなグレイの色に染められたという。

　──昔話である。

　すくなくとも彼──ランドルフ＝マイスターがこの部屋の主となった時──いや、生まれた時には、すでにこの空は憂鬱な色に染まっていた。

　としは四十の半ばといったところだろうか。衰おとろえも、太りもしていないスマートな体型。整った顔立ち。

　しかし、かつて自じ慢まんだった金髪には、かなり白いものが混ざっていた。

　年ねん齢れいというよりも、むしろ気苦労のせい、という部分が大きかった。そしてその気苦労はこれからも当分消えることはないだろう。

　彼が、クロフト・カンパニー社長という肩かた書がきを背負っている以上は。

　地上五十階の社長室。

　壁かべの一面全すべてを占しめる窓は、見晴らしがいいといえばいいが、見えるのはビルの連なりと灰色の空。その窓ガラスが耐たい爆ばく・防ぼう弾だん・偏へん光こうと、安全対たい策さくの三重構造であることを、ふと思い出したりするならば、憂鬱度は一気に倍加する。

　室内の調度品は一流だが、それが気晴らしになるわけでもない。

『──社長』

　デスクの上のインターフォンが、女──秘書の声を流す。

『ティモシー様がおいでになりました』

　ランドルフは、通話ボタンを押してただ一言、

「通せ」

　とだけ。

　ややあって、ダークブラウンのドアが開く。ノックや呼びかけはあったのかもしれないが、やはり徹てつ底てい的な『安全対策』の施ほどこしてあるドアは音さえ通さない。

「……遅ち刻こく……じゃあないですよね。父さん。

　あ……父さん、じゃなくて、社長、って呼んだ方がいいですか？」

　どこかおどおどとしながら部屋に入って来たのは、二十歳をやや過ぎた金髪のハンサム。丸い眼鏡めがねが似合っていない。

　ランドルフの息むす子こ──そしてシェリフスター・カンパニー社長、ティモシー＝マイスター。

「いや。時間通りだ。呼び方は好きにしろ。どうせここには二人しかおらん」

　向き合う二人は、貫かん禄ろくこそだいぶ違ちがうが、たしかに似た面おも差ざしを持っていた。

「じゃあ父さん……それで、一体何なんですか？　こんな急に呼び出して？」

「……………………」

　ランドルフは、しばし無言でティモシーを見つめ、やがてゆっくりきびすを返すと、窓の外にひろがる灰色グレイに視線を移し、

「……まさか、わからん、などと言うつもりではないだろうな？」

「……え……ええっと……？」

　とまどった様子を見せる息子に、ランドルフは深いため息をつき、

「メルキアの件だ。こう言えばわかるだろう？」

「……え？　で……でも、うちのチームはちゃんとメルキアに降下しましたよ。それ以降は、危なくて通信していませんけど」

「白しら々じらしいぞ。ティム」

　背を向けたまま、彼は言う。

「まさか知らんとは言わせんぞ。

『モーニング・スター』のチームだけでなく、『シューティング・スター』の二人もメルキアに降りたということを」

「……ゔっ……！」
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　ティモシーの小さな呻うめきに、ランドルフは、ふたたびゆっくりふり向いて、

「今回の件、『モーニング・スター』の二人のみに頼たのめ、と言ったはずだが──」

「も……もちろんそうしましたって！　本当です！」

「ああ。本当だろうとも。

　──だがその情報が、おそらく装そう備び課かの人間あたりを通して『シューティング・スター』の二人に伝わったのだろう。

　そうなれば、私に反感を抱いだいている娘あいつが……レティシアがどう動くかは容よう易いに想像がついたはずだぞ」

「……いや……『はずだぞ』って言われても……」

　困りきった表情で、がりがり頭を搔かくティモシーに、しかしランドルフは冷たい視線を送り、

「わかっていてやったのだろう？　ティム」

　ティモシーの、頭を搔く手が、ぴたり、と止まる。

「……な……

　何言ってるんですか父さん!?　僕にとってもレティは妹なんですよ！

　するわけないじゃないですか。そんなこと。

　ばかなこと言ってないで、なんとか手を考えないと！」

「…………………………」

　なおもしばし、無言のままで、ランドルフはティモシーの目を見つめ──

　……ふ……

　やがて小さく息を吐はく。

「確かに今は、手を考えるのが第一だ。

　しかし、なんとかする、と言ったところで、一体どうする？」

「……うーん……」

　ティモシーはしばし眉み間けんにシワ寄せ、唸うなり、

「──そうだ。

　父さんのところの、あれを使ってみる、っていうのはどうです？」

　気楽に言ったその言葉に、ランドルフの顔がかすかにこわばった。




「……もう……大だい丈じよう夫ぶかな……？」

　闇やみの中。

　ひっそりとささやいた声はサミィのものだった。

「そう思いたいな」

　答えたのはイーザーの声。

　わずかに灯ともる、いくつかのパイロットランプ。そのあえかな灯あかりを受けて、イーザーの片方の瞳ひとみだけが、闇やみの中で薄うすく光っている。

「相手は機械だ。あれで騙だまされてくれたのならもういないだろう。逆ならいまだに監かん視しされているはずだ」

　イーザーは淡たん々たんと意見を述べた。

　正直、この『ドラグゥーン』で、戦せん闘とう機き五機を相手に勝てる自信は、あまりなかった。

　むろんこういった事態も想定し、機体には例の『ビーストファング』も装そう備びされている。ひょっとしたら、その気で戦えば、なんとか勝てたかもしれない。

　しかし、たとえ仮かりに勝てたとしても、それはただ単に、次の──より数を増ました戦闘機部隊に追われることになるだけである。

　そこで──やられたふりをしたのである。

　戦闘機の攻こう撃げきに合わせ、機体各部で偽にせの爆ばく発はつを起こし、メルキアの地図で確認した、大きな湖の水中に突とつ入にゆう。後、大規模なダミーの爆ばく発はつを起こす。

　おそらくは、騙されてくれたはずである。

　そもそも、シャトルに潜水機能があった場合の想定など、機械たちのプログラムにはないだろう。

　むろん普ふ通つうのシャトルには、そんな酔すい狂きようかつ無意味な機能はついていない。

　だが、装備課クイーンのシュミにより、『その方がかっこいいから』というかなり正体不明な理由で、この『ドラグゥーン』には潜水機能が持たされていた。

　もっとも、湖に沈しずんだままのこの状態では、こちらからも、上空の様子がよくわからない、というのがなんとも間まの抜ぬけた話なのだが。

「……じゃあ、そろそろ動くとしますか」

　言ってサミィは、主動力を作さ動どうさせる。

　このまま水中をしばらく移動して浮上。格納されている自動車を下ろし、『ドラグゥーン』はふたたび湖底に隠かくして、車で目標地点、ロナルド・シティへと向かう。それが二人の立てたプランだった。

　幸い突入した時点では、上空は雲に覆おおわれていた。宇宙からの監かん視し網もうに捕とらえられる可能性はまずない。

「……だが……今後の作戦展開上、大きな懸け念ねんが一つある」

　ゆっくりと水中を進みはじめた『ドラグゥーン』のコックピットで、珍めずらしく、心なしか陰いん鬱うつな調子でイーザーが言う。

「……というと？」

「突入の時見ただろう。外は、雨だ」

「ちょうどいいじゃない。視界が遮さえぎられて」

　言うサミィに、しかしイーザーは、やはりどこか不ふ機き嫌げんそうに、

「……忘れたか、サミィ」

「何を？」

「我々の装そう備び車両はオープン・カーだ」

「…………………………うあ。」

　心底イヤそうなサミィの呻うめきが、コックピットに響ひびいた。




　青い空。ひろがる大地。

　草原の中を走るまっすぐな道。

　緑のにおいの混じった爽さわやかな風に、長い髪かみがなびく。

　……たしかにそんな状じよう況きよう下かなら、オープン・カーは最高だろう。

　だが。

　ひたすら雨がびしょびしょびしょびしょ降る中では。

「……以前、どこかの星で、事故を起こした車を見たことがある」

　ハンドルを操あやつりながら、唐とう突とつにイーザーは言った。

「修理の代金が捻ねん出しゆつできなかったのか。それとも単に応急手当だったのか。

　ともかく車は、外れかけたドアやボンネットを、ガムテープで強ごう引いんに車体に貼はり付けていた」

　聞いているサミィは無言。

「それでもその車は走っていた。

　エンジンは異音を立て、振しん動どうで、壊こわれたパーツは始終音を立てていた。

　正直言うと私はその時、ドライバーの正気を疑った。

　だが今は、その気分が少し理解できるような気がする」

「……つまり、早い話が……」

　外の景け色しきに目をやったまま、サミィは憮ぶ然ぜんとつぶやいた。

「今のあたしたちってめちゃめちゃかっこ悪い……って言いたいわけね」

　装そう備び課か、クイーンのシュミで、オープン・カーとしてデザインされたその車体には、むろん普通のオープン・カーのように操作ひとつで展開する屋根などという、ポリシーに反する装備はなく、今、サミィとイーザーが突とつ貫かんで作った幌ほろが装備されていた。

　……とはいえ、モノを作ったことなどない二人のにわかごしらえである。『ドラグゥーン』の格納庫をあさり、転がっていた手て頃ごろな棒きれを、シートまわりに立てて固定し、その上に、野営用の断熱防水シートを強引にはりつけただけのものである。

　ちなみに車が走り出して、ものの五分もしないうちに、固定したはずの棒きれの一本があっさりと外れた。

　サミィは今、その棒きれのかわりになって、シートの一いち隅ぐうをえんえんと手で押おさえ続けている。

「……ロナルド・シティはもうすぐだ」

「ありがとう。一時間前に聞いたのと同じセリフでもうれしいわ」

「そうか。よかった」

　イーザーにこの手の皮肉は通じない。言ってからサミィは憂ゆう鬱うつになった。

　だが──今度の彼の言葉は、単なる気休めではなかったようである。

「見えたぞ」

「本当!?」

　声に喜びの色をたたえ、サミィは正面へと視線を移す。

　濡ぬれたフロント・グラス。雨に煙けむる灰色の世界。

　だがそこに、街らしきものは見あたらない。

「……見えないじゃない」

「見えるだろう」

　言われてサミィはようやく思い出した。

　イーザーの視力が、自分のそれを凌りよう駕がしていることを。

　彼の瞳ひとみ──左右で色が違ちがうのは、別に伊だ達てでも酔すい狂きようでもない。

　眼球の特性そのものがそれぞれ違うのだ。片方は純じゆん粋すいに優れた視力を誇ほこり、もう片方は暗視能力に長たけている。色の違いは単にその結果。

　だから今、彼女にはまだ見えない街の影かげが、彼の瞳には映っている。

　それでもやがて、サミィの目にも、雨の向こうに街の影が見えてきた頃ころ──

「妙みようだな」

　イーザーがふたたびつぶやく。

「妙……って？」

「街の様子だ。はっきりとは言えんが、所々建物に損傷があるように見受けられる。自動部隊の襲しゆう撃げきを受けたのかもしれん」

「ちょっ……!?　話が違うわよ！」

「しかし、この星の現状を考えれば、可能性を考こう慮りよしておくべき事態だったかもしれん」

　話すうちにも、車は街に近づいて、その様子が徐じよ々じよにはっきりと見えて来る。

　都市計画に従って建たち並ならぶビルの群れ。

　──といっても、それは、無機質で整然と連なっているという意味ではない。

　それぞれの施し設せつ、建物の壁へき面めんの材テク質スチ感ヤーを統一することで、街そのものを一つのデザインとする。ひと昔前に一部で流行はやった、そんな都市計画に基づいて設計された街なのだろう。

　建物の表面は石や岩のような質感でまとめられ、街全体として見ると、巨きよ大だいな峡きよう谷こく、といったイメージになっている。

　もの好きな観光客なら、見物に訪おとずれることもあるかもしれない。

　だが今は──

　やがて車が街の中へと入ったのは、降っていた雨がようやく止んだ頃ころのことだった。

　雲を透すかした薄うす闇やみの中、変わり果てた街の様子が目についた。

　建物のガラスはことごとく砕くだけ散り、その壁かべも、あるいは岩を模もしたテクスチャーの一部がはげ落ち、あるいは炎ほのおに焙あぶられた跡あとが生々しく残っていた。

　所々には、露ろ骨こつな戦せん闘とうの跡も見えた。爆ばく発はつでやられた壁の破片が飛び散り、レーザーかビームで刻まれた、鋭えい利りな断面も見える。

　道ばたには、砕くだけた扉とびらや家具が散らばり、木をイメージしたデザインの街頭に突つっ込んだ車が壊こわれて放置されている。

　そしてあちこちに転がる──死体。

　湿しめった空気に混ざる腐ふ臭しゆう。

　それはまるで死の峡きよう谷こく。

　間ま違ちがいない。この街は、鋼こう鉄てつの死神たちの襲しゆう撃げきを受けたのだ。

「……冗じよう談だん……でしょ……？」

　うっとうしい天てん井じようカバーをとり除き、徐じよ行こうする車の中から街の様子を眺ながめつつ、サミィは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「……まさか……全ぜん滅めつしてる……なんてことないでしょうね……？　これでもし依い頼らい人にんが死んでたりしたら……どーすればいいのよ……」

「とりあえず街をひと回りしよう」

　イーザーが言ったその時。

　かつん。

　小さな固い音が響ひびいた。

　投じられた小石か何かが、車のボディに当たった音。

　イーザーがブレーキを踏ふむ。

「──こっちだよ！」

　二人の耳に届とどいたのは、押おし殺した子供の声だった。

　視線を向けたその先には、デパートの看かん板ばんを掲かかげたビル。その入り口が朽くち落ちて、まっ黒い穴を開けた場所に、佇たたずむ小さな影かげが三つ。

　イーザーは──

　いきなり銃じゆうを抜ぬいた。

　小型のハンドガンではない。ごつい外見のビームガン。それを片手で持ち上げると、流れる動作で小さな影たちの方へと向ける。

『──!?』

　彼らが声を上げるより早く。イーザーは銃のトリガーを引いていた。

　解とき放はなたれた光条ひかりは虚こ空くうを裂さいて、過あやまたず狙ねらった獲え物ものにつき刺ささる。

　──ぎぎぃっ！

　生き物の悲鳴にも似た金属音。

　鋼はがねの崩くずれ落ちる音は、影かげたちの後ろ、闇やみの奥おくで響ひびいた。

　振ふり向いて、ようやく自分たちの背後に迫せまっていたものの存在を知り、彼らは悲鳴を上げた。

「こっちよ！　早く！」

　サミィの声に駆かける影たち。

「急げ」

　珍めずらしく先をうながすイーザー。

　見えているのだ。彼の目には。ビルの闇の奥に灯ともる、いくつものパイロット・ランプが。

　サミィは車を飛び降りて、小さな影たちを迎むかえる。

　安物の雨あま合がつ羽ぱを羽は織おった、見た目十と少しの子供たち。男二人に女が一人。

　サミィは無言で三人を、片かたっ端ぱしからひっ摑つかみ、車の後部シートにほうり込むと、自身も助手席に飛び込んだ。

「出して！」

「了りよう解かい」
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　応こたえて同時にイーザーは、手にした銃じゆうをサミィにほうり投げていた。彼女が受け取ったその時には、車はタイヤを鳴らして急発進。

『うわぁあぁぁ!?』

　後ろの子供たちが声を上げるが、今は安全運転を心がけている場合ではない。

　そして。

　子供たちのいた闇やみの奥からわき出したのは、鋼はがねの異い形ぎよう。その数二つ。

　巨きよ大だいな甲こう虫ちゆうを想おもわせるボディには、いくつかのコブと何本もの足。

　それらが、まるで地を滑すべるようにあとを追って来る。

　脚あしを動かして走っているのではない。脚きやく部ぶについている小型キャタピラを利用して追って来るのだ。

「来る！」

　子供たちの誰だれかが上げた悲鳴。

「しゃべると舌嚙かむわよっ！」

　サミィの言葉とほとんど同時に、車はほとんど減速なしで通りをカーブ。

　瞬しゆん間かん、光が交こう錯さくした。

　サミィの放ったビーム光と、追い来る鉄の虫たちが放ったビーム光。

　機械たちの攻こう撃げきは、一発が後部トランクをかすめたのみ。対してサミィが放ったそれは、虫の一匹ぴきを捕とらえていた。

　ごんっ！

　内蔵の弾だん薬やくにでも引火したのか、それが盛せい大だいな爆ばく発はつを起こしたのは、車が角を曲がった後のことだった。

「すげえ！」

　子供の一人──やや横向きに大おお柄がらな一人が感かん嘆たんの声を上げる。

「あなたたち！　どこから!?」

「隠かくれてたんだ！」

　もう片方の少年──金髪の子供が答える。

「オレはジェイ！　こっちはナンシーとリック！」

「サミィよ。こっちはイーザー……って、あいさつはとりあえずあとよ。それより……」

『虫』たちは、必ずこちらを追って来るはず。ならば、建物の角から姿を見せたところを狙ねらい撃うつ。サミィは車上で銃を構え──

　その時。

　ごががががぁんっ！

『虫』が姿を現すはずの場所が爆発を起こした。

　機械とはいえど、物もの陰かげから姿を現す時の危険さは知って──いや、プログラムされていたのだろう。ロケットか何かで爆ばく発はつを起こし、それでこちらからの視界を遮さえぎったのだ。

　──やるわね！　虫のくせに！

　まだ消えやらぬ爆ばく煙えんを貫つらぬいて、虫たちが姿を現す。

　その数、三機。

「増ふえてるぅぅぅぅぅぅっ!?」

　大おお柄がらな少年──リックが上げる絶望の声。

　おそらく、最初に見つかり、交戦状態に入った時点で、『虫』たちは仲間に信号を送ったはずである。ならば連中は、まだ増える。

　イーザーがふたたびハンドルを切り、通りを曲がる。

『虫』たちにはビームが装そう備びされている。車でただまっすぐ走っていたのでは、かわし続けることは不可能。

　やがて後ろの角でまたもや爆発。サミィはそれにタイミングを合わせ、そこに向かって適当に、数発のビームを放つ。

　ごぅんっ！

　ひとまわり大きな爆発が起こる。見当で放ったうちの一発が、どうやら命中したようである。

　が。

　仲間の犠ぎ牲せいを気にするふうなど微み塵じんもなく、通りの角から現れた虫たちは、さらにその数を増ましていた。

「うそでしょ!?」

　少女──ナンシーの上げた声は、まさに全員の意見を代弁していた。

　車はさらに角を曲がり、大きな通りへと出る。その後ろを灼やき過ぎてゆく、無数のビームの光。

「……そりゃあたしかに……一匹ぴき見たら三十匹いる、っておばグあラちゃンんマが言ってたけど！」

　震ふるえた声で言うナンシー。

　あの自動機は、甲こう虫ちゆうをイメージしたデザインなのだとは思うが、たしかにどちらかといえば、頭に『ゴ』のつく虫の方に似ているかもしれない。

「そーいう気持ち悪いこと言わない！　イーザー！　一気に行くわよ！」

「了りよう解かいした」

　ほどなく後ろ、通りの角から、さらに数を増した鋼はがねの虫たちが現れ──

　イーザーがスイッチを押おす。

　途と端たん、ばぐんっ！　と、車の後部トランクが口を開け──

　しゅどどどどどどどどどっ！

　いくつもの火線が飛び出し、追い来る『虫』たちの中へと突つっ込んだ！

　ずどごどどどごどどぉぉぉんっ！

　花開く無数の爆ばく光こう。子供たちの上げた歓かん声せいだか悲鳴だかは、爆発音に紛まぎれて消えた。

　後部トランクに仕込まれたロケット弾だんの斉せい射しやである。ちなみに炸さく薬やくの中にはレーダー攪かく乱らん物質も封ふう入にゆうしてある。これで少しは『虫』たちの動きが鈍にぶくなるはずなのだが。

　今のでいくつ倒たおせたか。しかし──

「……何匹いるのよ!?　こいつら!?」

　サミィは思わず焦あせりの声を上げていた。

　たった今下をくぐった、石造り風のアーチの上に。左右に建たち並ならぶ建物の上に。

　うずくまるいくつもの影かげは、すべて、異い形ぎようの虫たちのもの。

　サミィはその状じよう況きようを見て取るなり、シートの下から、小型ロケット砲ほうを取り出して、アーチを狙ねらってぶっ放していた。

　一いち撃げきを受けた石造り風のアーチは、中身のコンクリートと鉄骨とをまき散らし、その上に佇たたずんでいた『虫』たちともども、下の道路へと落下した。

　起きる爆発。今のでさらに何匹かは倒した。が──

「きりがないな」

　その爆発音に混じって、イーザーのつぶやきがサミィの耳に届とどく。

　同時にイーザーが別のスイッチを押す。

　車体正面に装そう備びされたロケット砲は、二発だけが発射され、しかしそれは『虫』たちではなく、行く手にあるビルの壁かべをうち崩くずした。

「ちょっと！　イーザー、何を……!?」

「引きつける。子供たちを頼たのむ。あとで会おう」

「……え？」

　サミィが問い返したその時には。

　イーザーはすでに、小さな筒つつを片手に、走り続ける車から飛び出していた。

「──ちょっ……!?」

　とっさにハンドルを取り、運転席へと移るサミィ。

　この状じよう況きようでただ一人。はっきり言って自殺に近い。

　普ふ通つうの人間ならば。

　だが、イーザーならば──？

　確実に言えることは、もしも今、車を止めれば、子供たちともどもやられることになるだろう、ということ。

　──無事で──

　胸の裡うちで祈いのりを捧ささげ、サミィはアクセルを踏ふみ込んだ。




　マリオネッツ『ハウンドビートル』。

　対ゲリラ戦に用いられる、対人・対軽車両用の攻こう撃げき機きである。

　現在設定されたモードはＥ──すなわち生きるものすべての懺エクスターミ滅ネーシヨン。

　男も女も、大人おとなも子供も変わりはない。人の手によりつくられたその頭脳にとって、目の前に降りてきた男も、逃にげゆく車も等しく懺滅の対象だった。

　目標が二手に分かれたことにより、それらの頭脳は、与あたえられたプログラムに沿って状じよう況きようを分ぶん析せきする。

　片方は武ぶ装そう車両。搭とう乗じよう者しやは銃じゆう器きを携けい帯たい。戦力評価は比ひ較かく的大。

　対する男は一人。温度反応からして、サイボーグなどではなく生身の人間。小型バズーカとおぼしき銃器を所持。戦力評価は中。

『ハウンドビートル』たちは連携し、三機のみが男を狙ねらい、残りは引き続き逃げる車の追つい撃げきを行う──そう判断した。

　それを実行に移そうとしたその時。

　ごんごんごんっ！

　たて続けに響ひびいた爆ばく音おんは三つ。

　男が手にした小型バズーカらしきものを連発したのだ。

　一発は、逃げた車の後ろの地面に。もう一発は適当な地点に。

　着ちやく弾だん地ち点てんが豪ごう快かいな炎ほのおを上げた。

　普通の弾頭ではない。焼しよう夷い弾だんタイプの武器である。

　車が通った道の左右は、イーザーが撃うったロケットに崩くずされた瓦が礫れきに埋うまり、通ったあとは炎に包まれた。一発で、数分間は燃え続ける。

　全ぜん弾だんを一気に撃うち尽つくし、イーザーは、カラになったバズーカを道ばたにほうり捨てた。

『ハウンドビートル』のプログラムが戦力評価を修正。銃じゆう器きを持たないイーザーの戦力評価は小。彼へと向かわせる機体の数を、三機から一機へと減少。

　車を追う機体──すなわち『虫』たちのほとんどは、瓦礫を乗り越こえるべく脚あしを立て、キャタピラ走行から歩行に切り替かわる。そのぶん移動速度が遅おそくなるのはどうしようもない。

　だが。

　それこそがイーザーの狙ねらい。

　ぎゅがんっ！

　瓦礫の山にさしかかった『ハウンドビートル』の一機が、異音を立てて崩れ落ちる。

　機体の一部にめり込んだのは、二十センチほどもあるコンクリートの破片。

　イーザーが拾って投げたものである。

　──やはり装そう甲こうはそう厚くないな──

　胸のうちでつぶやきながら、イーザーは地を蹴けった。

　たしかに『ハウンドビートル』の装甲はそう厚くない。しかしそれはむろん、兵器として見た場合の話である。人間の投石ごときでは、とうてい破れるものではない。

『ハウンドビートル』たちには何が起こったのか理解できない。当然である。こんな状じよう況きようはプログラム上想定されていないのだから。

　理解できぬまま、虫たちは、プログラムに従った行動を取る。

　すなわち、一機のみがイーザーに当たるというさきほどの決定の実行。

　別の一機の前にイーザーが立ちふさがった。

　人間の移動速度をはるかに凌りよう駕がした速さで。

　無機質なカメラ・アイが最さい期ごに映し出したのは、大ぶりな分ぶん子し振しん動どうナイフをふりかざすイーザーの姿だった。

　機体を縦に裂さかれた虫が、アスファルトの上に崩くずれ落ちた時には、イーザーはすでにその場所を離はなれ、駆かけ抜ぬけざまに、コンクリート片を左手で拾い上げ、さらに別の『ハウンドビートル』に向かって投げ放つ。

　直ちよく撃げきこそはしなかったが、脚あしのうち二本をへし折られ、その場にうずくまり、もがきはじめる。

　イーザー担当の一機は、さきほどから、離れた場所で足を止め、ビームでの照準を試み続けてはいるのだが、想定をはるかに越こえた移動を続けるイーザーを、マークし切れないでいる。

　──とはいえ──やはり数が多い──

　胸の裡うちでつぶやきながら、イーザーは、さらに一機を、手にした分子振動ナイフで葬ほうむり去った。




『ハウンドビートル』たちの判断は、根本的なある部分で間ま違ちがっていた。

　すなわち──

　イーザーを、普ふ通つうの『人間』だと判断した点において。




　昏くらい空に、黒い煙けむりが立ち上る。

　前フロントと後ろリアから煙を上げて、燃える車のまわりに佇たたずむのは、何機もの『ハウンドビートル』たち。

　その光景を──

　サミィと子供たち三人は、離れた廃はいビルの窓から見た。

「……いいの？　車、あんなにしちゃって？」

「いいのよ。それより早く行って」

　小声で問うジェイに、やはり小声で答えるサミィ。

　イーザーが飛び降り、『虫』たちを一時引き離したそのすぐあと。

　サミィは少しはなれた場所で、車を停とめて子供たちを下ろし、その手で車のフロントとリアに火をかけたのだ。

　その熱で機械の虫たちの注意を引き、一行は手て近ぢかな建物の中へと逃にげ込んだのだ。

　むろん武器もいくつかは持ち出している。

　先を行く案内役は、この街をよく知る子供たち。

　飲食店ビルの、従業員用とおぼしき細い廊ろう下かを抜ぬけ、壊こわれたエレベーターのドアを強ごう引いんにこじ開けて地下へと向かう。むろん開けた扉とびらを閉めるのは、追つい跡せきをふりきる上での基本。

「……ま、ここまで来りゃあひと安心か……」

　半分物置と化したボイラー室にたどり着き、言ってジェイはようやく足を止めた。

「けど……あのイーザーとかっていう人……」

　言いかけて少年は口をつぐむ。

　あの状じよう況きようで──助かるわけがない──

　だが。

「そう言えば、落ち合う場所も決めてなかったわね……けどまあ、そのうちまた会えるわよ」

　こともなげに言うサミィに、少年は目を丸くした。

　むろんサミィとて、あれがどれほど不利な状況かは、頭ではわかっている。

　しかし、あれでイーザーが倒たおれたとは思えない。思いたくない。

　彼ならなんとかできるのではないか。予想とも希望ともつかぬそんな思いが、今はサミィの胸を占しめていた。

「……何よ？　その顔」

「──あ、いや。うん。無事だといいよな」

　思わず視線をそらすジェイにはかまわずに、サミィはぐるりとあたりを見回し、

「……で？　ここがあなたたちのアジト……ってわけじゃあないんでしょ？　休んでないで案内してよ。大人おとなの人もいるんでしょ？」

　聞いた言葉に、子供たちは目をしばたたき、

「……なんでわかるの？　そんなこと？」

　驚おどろいて問うナンシーに、サミィは、ちょっと得意げに、

「まず、ここには食べ物の包ほう装そうや残りカスがない。ここであなたたちが暮くらしているわけじゃあない証しよう拠こ。

　で、あなたたちがあの虫たちの目をかいくぐっていられたというのは、いろいろとアドバイスしてくれる人がいた、って考えた方が自然でしょ」

『おおおおおお～』

　感心する子供たちに、胸を大きく張るサミィ。はっきり言って子供のリアクションである。

「じゃあ、行こうぜ」

　言ってジェイは、部屋の奥おくに行き、荷物をどける。

　そこには、壁かべにぽっかりと開いた穴。

「……何これ？」

「たぶん最初は、ネズミが開けた穴だったんだろ。それをオレたちが見つけてひろげたんだ」

「ひろげた……って……」

「──ああ。これ──」

　ジェイは壁を、こんこんっ、とノックする。響ひびいたのは意外と軽い音。コンクリートではない。たぶん石せつ膏こうボードか何か。

「がんじょうそうに見えるだろ。実は案外もろいんだ。

　──じゃあ、行くぜ。ついて来なよ。最後は、穴の前はきちんと塞ふさいでな」

　言ってまずジェイが穴にもぐり込み、続いてリック、ナンシーが。サミィは最後にもぐり込み、外の荷物を引っ張り、穴を塞ぐ。

　その奥は──えんえんと、どこまでも伸のびる通路。

　幅はばは狭せまく、壁に沿って太いケーブルが何本も走っているせいで圧あつ迫ぱく感かんがあるが、サミィが立って進めるほどのスペースはある上に、所々にオレンジ色のライトが灯ともり、一応足もとを照らしている。

　──穴の入り口付近のランプだけが壊こわされているのは、ネズミのせいか子供たちのせいか。

「……これって……地下送電ケーブル？」

　高電圧注意の注意書きを見つけてサミィが問う。

「ああ。オレたちが見つけた秘密の通路だよ」

　得意げなリックの声が前から響ひびく。

　地下送電ケーブルと、そのメンテナンス用通路である。子供はあぶないから入っちゃいけない、とかいうことは、この際サミィは無視することにした。

　子供たちのあとに続いて、歩きはじめたサミィの足もとを、瞬しゆん間かん、前から後ろへと、ラグビーボールほどの大きさの何かが駆かけ抜ぬけた。

　サミィの動きが止まる。

　さして明るくもないオレンジライトの下でも、彼女の目は、それが何かを見分けていた。

「……ね……今の……？」

「ネズミよネズミ」

　問うサミィに返したのは、こともなげなナンシーの声。

　むろんサミィとて、ネズミを知らないわけではない。ラットやハムスターなら見たこともあるし、ネズミが嫌きらいなわけでもない。が。

「……な……なんか……思ってたよりも大きいのね……」

　つぶやいて、再び進みはじめるサミィの動きは、かくかくとどこかぎごちなかった。







「──ジェイ！　お前たちまた……!?」

　男の上げた叱しつ責せきの言葉は途と中ちゆうでとぎれた。

　子供たちに続いて現れた、サミィの姿を目にして。

　あれからどれくらい歩いただろう。

　どこをどう進んだのか。ここが一体街のどのあたりになるのか。むろん、サミィには見当もつかない。

　ともあれ、一行が鉄のフタを押おし上げて出たのは、やはりどこかの地下のような、窓一つない広い部屋だった。

　いくつものボイラーや配はい電でん盤ばん、他にもよくわからない機械が立ち並ならんでいる。どうやら、かなり大きなビルの地下か何かのようである。

　そこにいたのは五人の男。そのうち一人は、レーザーライフルを携たずさえていた。

「……その人は？」

　ライフルを持った男が、サミィに目をやり、ジェイに問う。

「街で見つけたんだ！」

　ジェイは自じ慢まんげに胸を張り──

　それ以上を知らないことに、ようやく気づく。

　いきなり自信なさげに、サミィの方をふり向いて、

「……え……ええっと……

　そう言えばあんたたちって、なんで街の中うろついてたりしたんだ？」

「あんたたち、ってことは、他にもいるのか？」

　ジェイの言葉を聞き込めて、同じ男が問いを投げる。

「ええ。連れがいたんだけど、上で機械たちに襲おそわれて……あたしたちを逃にがすために残ったのよ」

「……そうだったのか……そいつは……

　……けど、気を落とさずにしっかりするんだぞ」

「……ええ……大だい丈じよう夫ぶ。運のいいひとだから、きっと生きてるわよ」

　なぐさめの言葉をかける男に、サミィはあいまいに答えた。

「……そうか……だといいな……」

　言いながら、男の声は沈しずみまくっている。これでは少しもなぐさめになっていない。

　たしかに普ふ通つうの人間が、あの状じよう況きように陥おちいれば、まず間ま違ちがいなく生きてはいられないだろう。

　だがさすがにサミィも、ここで詳くわしい説明をするつもりはなかった。

　自分やイーザーが、ある意味あの機械たちと同じく、戦うために人の手によって生み出された命いのちだなどとは──




　サミィ＝マリオン。イーザー＝マリオン。

　同じ姓フアミリーネームを持つ二人。だがそれは、二人が家族だということを意味するものではない。

　それは二人が、実験動物であることの証あかし。

　彼女たちは、クロフト社の軍事産業部門の遺い伝でん子し操そう作さ技術により、人間と変わらぬ外見を持ちながら、兵器として造られた生命いのち。

　この世に生を受けたのは──

　いや。

　培ばい養ようポッドから外に出されたのは、今からわずかに三年前。彼女たちの自我意識が生まれたのは、それからあとのことだった。

　しかし『生まれる』その前に、さまざまな常識、戦せん闘とうに関する知識は、すでに頭の中に刷すり込まれていた。

　二年と少しは、戦闘や実生活のシミュレーションに当てられ、一年ほど前にクロフトが新設した会社──すなわちこのシェリフスター・カンパニーの配属となったのだ。

　目的は見え見えだった。

　実戦でのデータ収集。

　会社は、創立記念無料キャンペーンなどと称しようして、ハードな依い頼らいを取ってくる。それを二人にあてがって、戦闘データを集める。

　造られた自覚のある命。モルモットを自覚する人生。

　自我らしい自我が生まれて間もないサミィにとっても、それは最低以外の何でもなかった。

　だが。

　生きていたいなら、シェリフスター──いや、クロフトには逆らえない。

　彼女たちの持つ、人をはるかに越こえる力と反射速度。だがその能力のためには、人間と異なる骨組織、筋肉組織を必要とした。

　そしてそれらを維い持じするには、普ふ通つうの食事とは別に、支給されている成分不明のアンプルを定期的に服用することが不可欠だった。

　──もしもそれを欠かせばどうなるか──

　全身の骨と筋肉は、やがて崩ほう壊かいへと至り、その先に待ち受けるのは、ただ、死のみ。

　サミィたちはそう聞かされている。

　本当か噓うそかは知らないが、命を賭かけてまで実験してみるつもりにはなれなかった。

　いきさつはどうあれ、生まれた以上、生きていたかったから。

　人と同等の自我と知能、凌りよう駕がする力を与あたえられながら、しかしサミィたちはただ、人に──いや、クロフトに逆らう自由だけは与えられなかったのだ。

　サミィが、マリオネッツと通つう称しようされるメルキアの自動部隊を、あえてそう呼ばないのも、それが自分たちの名を──操マリりオネ人ツ形トの宿命を思い起こさせるからに他ならない。

　だが。

　鋼はがねの死神たちから身を隠かくしている彼らにそんなことを説明しても、警けい戒かいされるか奇き異いの視線を向けられるか──いずれにしてもロクなことにはならない。

　サミィはただ、人を捜さがしにこの街に来たこと。ここが自動機たちに襲おそわれたとは知らなかったこと。それだけをざっと話した。

　持ち合わせていた、プリントアウトしたアルデオの写真を見せて尋きいてみたが、心当たりのある者はなし。

　それぞれが、ごく簡単な自じ己こ紹しよう介かいを終えたあと。

　男たちがこの場に持ち込んでいた保存食で、質しつ素そな夕食をすませると、子供たちは、よほど疲つかれていたのだろう。すぐに横になって寝ね息いきを立てはじめた。

「──なあ、あんた」

　その寝顔を、ぼんやりと眺ながめるサミィに声をかけてきたのは、このグループのリーダーとおぼしき男だった。たしか名前はライル、とか言ったか。

　歳としは四十を少しまわったあたりだろうか。ブラウンの髪かみには白いものがかなり混じっている。

「よければ、見張りを手伝ってくれないか」

「──いいわよ」

　答えてサミィは、子供たちを起こさぬよう、足音を殺してついてゆく。

　連れて行かれたのは、鉄の扉とびらをくぐり、階段を上った部屋。やはり窓はないのだが、一角の壁かべと天てん井じようが崩くずれ落ち、人がなんとか通れるほどのすき間まが開いているのだが──

　──月が──そこから見ている。

「……ちょっと……これ……!?」

「あわてるな。本物じゃあない」

　言ってライルは、落ち着いた様子で、そばに転がる大きなコンクリート塊かいの上に腰こしを下ろす。

「この上の階で崩れ落ちたアクリルミラーに、角度の関係で時々月が映るのさ。ここが直接外につながってたら、とっくに人マリ形オネどツもツに見つかってるさ。

　とはいえ、外につながってることは確かだからな。こうやって見はりを立てて……

　もしあいつらが来たら、あんたたちの出てきた穴を通って逃にげる、って寸法だ。

　……けど月が出たってことは、外じゃあ久しぶりに雲が切れたみてえだな」

「………………」

　サミィはとりあえず納得し、その場に腰を下ろした。

　天井に蛍けい光こう灯とうはあるが、そんな目立つものをつけるわけにはいかない。懐かい中ちゆう電でん灯とうを一つ灯ともし、ななめに立てかけて床ゆかを照らしておく。

　サミィはむろんのこと、普ふ通つうの人間でも、闇やみに目が慣れれば、その程度の灯あかりでもそれなりにものは見える。

「……あの子供たちな……」

　鏡の月を眺ながめつつ、彼は言った。

「親を捜さがしてるんだ」

「親を？」

　小首をかしげて問うサミィ。

「ああ。

　連中、幼なじみだ、って言ってたな。

　──人マリ形オネどツもツが街を襲おそったのは、休日の昼間だった。

　あいつらは、いっしょに遊びに行ってて、襲しゆう撃げきに遭あって……

　大きなショッピングモールだったな。俺おれもそこにいた。

　逃にげて。隠かくれて。隠れて。逃げて。

　最初はもっとおおぜいいたんだが……ふと気がつくと、この人数だ」

「……そのライフルは？」

「ああ。仲間が見つけてきたんだ。……もういないけどな。そいつ。

　隠れて暮くらすにも、食料はいる。

　ドラッグストアやスーパーに行けば、食い物なんぞいくらでも転がってるから、時々取りに行くんだが、あたりにはあのくそいまいましい虫どもがうろついてやがる。

　もと軍人、って奴やつがいて、いろいろ教えてくれたんだが……そいつもある日、食料を取りに行ってくる、って出ていったきり、帰って来なかった」

「……ハードね……」

「まあな。

　けど、俺たちは生きている。

　そいつぁつまり、他の連中も生きてるかもしれない、ってことだ。

　……あの子たちは、自分たちの親が生きてると信じてる。

　だから今日みたいに、時々こっそり抜ぬけ出して、親を捜してる、ってわけさ。

　あいつらは、『そうじゃない。食料調達だ』なんて言い張ってるし、たいていは実際に食い物を持ってくるけどな。

　人マリ形オネどツもツがこの街を襲った二日後、上でドンパチがあった。

　あとで知ったんだが、正規軍の連中が仕し掛かけたらしい。

　結果は──ま、この通りだが、その時に、街の連中の一部を、クルス・シティに疎そ開かいさせた、って話を聞いたんだ。

　……ま、あくまで噂うわさ、なんだがな。

　ひょっとしたらその中にいた可能性もあるかもしれん。

　……無事だといいけどな……子供の涙なみだなんざ見たくない……」

「………………」

　サミィはうずくまったまま、黙だまって自分の肩かたを抱だく。

　兵器として生み出された彼女には、当然家族というものは存在しない。子供の親に対する気持ち、というものもわからない。

　仲間──たとえば、自分のイーザーに対する気持ちと似た感情なのだろうか、と想像してみるのだが、何か違ちがうような気もする。

　正直言うと、子供に対する感情、というのもよくはわからない。彼女の持つ知識の中では、大人おとなと子供の違いというのは、生物学的に見て成体か幼生体か。戦力分ぶん析せきで見れば戦せん闘とう力りよくや判断力が大きいか小さいか。それだけでしかない。

　だが──

　さきほど子供たちの寝ね顔がおを見ていた時、胸の奥おくに起こった、もやもやとした気分は一体何だったのだろう？

　──わからないことだらけね──

　胸の裡うちでつぶやいて、サミィは、鏡に映った月に視線を送る。

「──なあ、あんた」
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　しばらくの沈ちん黙もくの後、ライルはふたたび口を開いた。

「まだ若いし、体なんて細ほそっこいけど……トラブルシューターなんて仕事をしてるなら、それなりに腕うでは立つんだろ？

　持ってた銃じゆうもえらくごついシロモノだったし、なんのかんの言っても、虫どもに一いつ旦たん見つかりながら、ここまでやって来れたんだ」

「自信はあるわ」

　こんなところで謙けん遜そんしてもはじまらない。サミィは客観的な──いや、かなり控ひかえめな意見を言った。

　その答えに、ライルはしばし、ためらいの色を見せてから、

「……なあ……その……もしよかったら……頼たのまれてくれないか。

　できれば、でいい。

　あの子たちを安全な街に……クルス・シティあたりに連れて行ってやって欲しい。

　この街は──もうおしまいだ」

　男は小さく苦笑を浮うかべ、

「俺おれたちじゃあ……無理だ。

　俺なんぞ、狩ハンテりイングの経験がある、ってだけの理由でこんなもんを持たされてるけど──」

　と、手にしたライフルを目で指して、

「行ったのはほんの二、三回。獲え物ものを仕し留とめたことなんてない。

　それでも──

　銃の安あん全ぜん装そう置ちがどこにあるかも知らないような、他の連中よりは多少マシ、ってのが実際だ。

　まっすぐ突つっ込んで来るデカい的まとに、なんとか当てるくらいはともかく、人形どもがうろつく中を、子供抱かかえてつっ切る、なんて芸当、できるわけもねえ。

　だから──

　あんたに頼みたいんだ」

「………………」

　言われてサミィは、しばしまじまじと男の瞳ひとみをのぞき込み、

「……自分を助けてくれ……とは言わないわけ？」

「そりゃあ俺だって、助かりたいに決まってるさ。

　こんな軽口叩たたいてるけど、本当は怖こわいに決まってるだろ。

　実際奴やつらを前に見た時には、パニクって記き憶おくがそこだけ飛んじまってる。

　けど、年とし頃ごろのねえちゃんに向かって、『子供はいいから俺を助けてくれ』なんて言えるわけがねえだろ？　かっこ悪くてよ」

　同時に苦笑するサミィとライル。

「──あ。でもよ……」

　彼はふと困った顔で、

「……やっぱり依い頼らい料りようってのは、結構かかるのか？　俺には……ひょっとしたら、払はらえなくなっちまうかもしれねえけどよ……」

「──今──うちの会社ね──」

　口もとに笑みを浮かべてサミィは言う。

「会社の設立記念で、無料キャンペーンやってるの。

　いいわ。引き受けてあげる。

　会社には内ない緒しよで、だけど。

　報ほう酬しゆうは、あなたからのお礼のことば。後払いで」

「……じゃあ、後払いできるように生き延びなくちゃあならないな」

「そういうことね」

　二人は笑みを交わし──

　──だんっ！

　階段下のドアが開く音がしたのはそんな時だった。

「し……！　下から奴やつらがっ……！」

　同時に聞こえたのは、男の声。

『!?』

　サミィとライルは視線を交わし、無言で階段の下へと駆かけた。

　扉とびらをくぐったすぐそばには、男たち四人と、目を覚ました子供たち三人が集まり、寄り添そっている。一同の視線が向くのは、サミィと子供たちが這はい出てきた場所。

　カタカタカチャカタカチャカチャカタカタカタカタカタカタカタカチャカタ

　穴を塞ふさいだ鉄のフタが、小さく上下に揺ゆれながら、硬かたい音を立てている。

　這い出てこようとしているのだ。下から。何かが。

　いっしょに降りたライルも、サミィの隣となりで身を固くしている。

「……うそよ……！」

　今にも泣き出しそうなナンシーの声。

「あいつらが……あんな細い道、通って来れるはずがない……！」

　たしかに『ハウンドビートル』のボディでは、一行が通ってきた通路を進むのは無理だろう。

　が。

　がだんっ！

　吹ふっ飛ぶように、鉄のフタがはね上がる。

　その下からせり上がって来たのは、二匹ひきの鋼はがねの虫。

『ハウンドビートル』ではない。

　直径三十センチ弱の球体に、四本の脚あしと、一門のビームを持つ小型機。

　サミィはその姿に見覚えがあった。

　地上で出会った『虫』たち──『ハウンドビートル』のボディには、これとそっくり同じ形をした球状砲ほう座ざがついていたのだ。

　狭きよう所しよ探たん索さくユニット『ビットスパイダー』。

　通常は『ハウンドビートル』のボディに四機が装そう着ちやくされ、本体から出力されたビームを屈くつ折せつ発射する砲座として使用される。

　しかし本体が入れぬ狭所の探索や、戦せん闘とう装そう備びを持たない人間の攻こう撃げきには、この部分だけが分ぶん離りして使用される。

　当然活動時間も長くはなく、武装も小出力のビームのみだが、生身の人間を殺すのにはそれで充じゆう分ぶんである。

　だが彼らに、その凶きよう器きを使う時間は与あたえられなかった。

　びびゅっ！

　それが姿を現すと同時に、サミィが放った二発のビームは、正確に、二匹ひきのボディを撃うち抜ぬいていた。

　──がぢゃがぢゃあんっ！

　けたたましい落下音。そして。

「うわあああああああああああああああッ！」

　それをきっかけに声を上げ、床ゆかを蹴けったのはライルだった。

　穴のそばに駆かけ寄ると、その奥おくに向かって、手にしたレーザーライフルを、めちゃくちゃに乱射する。

「──ちょっと──!?　ライル！　落ち着いて！」

　駆け寄るサミィになだめられ、彼はようやく乱射を止めた。

　肩かたで荒あらい息をつき、その額には玉の汗あせ。しかしその顔色はただ、白い。

　穴の底には、サミィの倒たおした二体が、レーザーライフルでぼろぼろになって転がっていた。

　恐きよう怖ふに駆られたライルの撃ったのが当たったらしく、通路横のケーブルがえぐり穿うがたれ──今でも電気は流れているらしく、蒼あお白じろい火花が散っている。

　──まずいわね──

　サミィは内心歯がみした。

　一同の方をふり向いて、

「みんな！　急いで上からここを出るわよ！」

　彼女の言葉に、一同が浮うかべるのは動どう揺ようの色。

「な……なんで!?　敵はやっつけたんだろ!?」

　男たちの一人が抗こう議ぎの声を上げる。

「けど間ま違ちがいなくこの場所を、他のに連れん絡らくしてるわ。

　保証してもいいけど、三十分以内にここは虫だらけね」

「……じゃあ……地下から逃にげた方が……」

「今のクモたちがうじゃうじゃいる場所を散歩したい？　枝道もほとんどないから、見つかったら終わりよ」

「………………」

　サミィの反論に男たちは沈ちん黙もくした。

　地下を使えない理由は、実はもう一つ。

　今のケーブル破損で、線がむき出しになり、放電している。へたにここから下に降りれば、とたんに感電してジ・エンドである。

　これを口にするとライルが責められそうなので、言わないでおくことにしたが。

「わかったら即そく行動！　水と食料を持ったら出発よ！」

　サミィの指示に、部屋は一気にあわただしさを増ました。




　実際のところ──

『ビットスパイダー』たちがその場所を見つけたのは、単なる偶ぐう然ぜんでしかなかった。

　とある建物を探たん索さく中ちゆうの『ビットスパイダー』が、送電ケーブルの這はうメンテナンス用通路を見つけたのも偶然。

　その通路を探索中、さして性能もよくないその音波センサーが、鉄のフタの上を歩いた男の足音を拾ったのもたまたまだった。

　だがともかく。

　生き残りのいる場所を彼らは認識した。




　一行は取るものもとりあえず、上へと向かった。持っているのは少しばかりの水と食料。そしてうちの二人が懐かい中ちゆう電でん灯とう。

　鉄の扉とびらを押おし開き、階段を上り──

　そこで、全員の足が止まった。

　聞こえたのだ。

　音が。

　瓦が礫れきの上を、鋼はがねの脚あしが歩む音。

「……もう来た……!?」

　リックの上げた声は、恐きよう怖ふにかすれ、自然と低くなる。

「落ち着いて」

　声をひそめてなだめるサミィ。

「灯あかりを消して。たまたま近くに一機か二機がいただけよ。逆に、そいつをやり過ごせれば、突とつ破ぱのチャンスは大きくなるわ」

　あわてて懐かい中ちゆう電でん灯とうを切る男たち。亀き裂れつの左右にサミィとライル。

　息を殺して陰かげにひそむ一同。

　瓦が礫れきを踏ふみ敷しく足音は、すこしずつ、こちらの方へと近づいて来る。

「……来る……！　奴やつらが……」

　鏡に映った月光の射す薄うす闇やみの中。ライルの声には恐きよう怖ふがにじむ。

「……どうするんだよ……！　もし見つかったら！　おしまいだぞ！　今度こそ……！」

「しずかに！

　へたに大きな音を出せば、それこそ気づかれるわよ」

「……そ……そうだな……すまん……」

　言うライルの声はふるえていて──それでも、少しだけ落ち着きを取り戻もどしていた。

「……サミィおねえちゃん……」

　言ってサミィの後ろから、抱だきついてきたのはナンシーだった。

　その小さな体のぬくもりと──ふるえが同時に、サミィの背に伝わる。

「──ん。大だい丈じよう夫ぶよ。

　もしあいつらがここを見つけたとしても──あたしが守ってあげるわよ。

　だから──」

「……うん……」

　少女は小さくうなずいて──そしてサミィからそっと離はなれた。

　銃じゆうを握にぎるサミィの手に、意識せぬうち、力が入り──

　その時。

　瓦礫の山のすき間まを縫ぬって、一条の赤い光が闇にさし込み──そのままの位置で停止した。

「──見つかった！」

　誰だれかの上げた悲鳴は恐怖の色に染まっていた。

　がギンっ！

　響ひびいたのは、鋼はがねが瓦礫を打つ重い音。

「…………………………！」

　サミィ以外の全員は、その場で震ふるえて硬こう直ちよくしている。

　──結局倒たおして強きよう行こう突とつ破ぱしかないか──

　サミィが思ったその時。

「そこに誰かいるか」

　聞こえたのは人の言葉。そして、サミィの知っている声。

「イーザー!?」

　その名を呼び、サミィは瓦礫のすき間を抜ぬける。

　アクリルミラーに映る偽にせ物ものの月を背に。

　その場に静かに佇たたずむのは、サミィの見知ったイーザーの姿。

　すぐ後ろに、背中を裂さかれて機能停止した『ハウンドビートル』が倒たおれているが、サミィの目には映らない。

　気がつくと彼女は、イーザーに抱きついていた。

「サ、サミィ、この準じゆん戦せん闘とう状じよう況きよう下かでその行動は非合理的だ」

「──あ。うん。ごめん。

　……でも……無事でよかった」

　言うサミィの後ろから、他のみんなも這はい出して来る。

　イーザーは、一いつ瞬しゆん疑問の視線を投げるが、

「とりあえず今は移動が先決だ。比ひ較かく的安全な場所に心当たりはあるか？」

「……わ……わかった。ついて来てくれ」

　そう言ったのはライルだった。




「……けどイーザー、あなた、なんであんな所にいたの？」

　サミィがそう尋たずねたのは、一行が、別の場所へと移動を終えたあとのことだった。

　ライルの道案内がよかったのか、それとも単に運が良かったのか。ともあれ虫たちには出会うことなく、一同はここにたどり着いた。

　ここがどういう場所なのかは、土と地ち勘かんのないサミィには全くわからなかったが。

「何な故ぜ、とは？」

　サミィの質問に、イーザーはどこか不思議そうに、

「あとで会おう、と私は言った。我々がほぼ唯ゆい一いつ知るあの場所を、合流地点にするのが自然だと判断しただけだが」

「……唯一知る……って──あ！」

　イーザーの言う場所に思い当たり、サミィは思わず声を上げていた。

「じゃあさっきいた所って……」

　パラス・ホテル。本来ならば、依い頼らい人にんのアルデオ＝クローネットと出会うことになっていたはずの場所である。

　地下にボイラーやら何やらがやたらと並ならんでいたのも、そこがホテルの地下だったから。

「知らなかったのか？　サミィ」

「……まあ……なんというか……」

　視線をそらし、ぽりぽり頰ほおを搔かくサミィ。

「──ところで──」

　二人の会話がわずかにとぎれたのを見計らい、横からイーザーに問いかけたのはライルだった。

「さっきの虫野郎、やっぱり、あんたが倒たおしたのか？」

「そうだ。身を潜ひそめていたらあいつが来た。人の声が聞こえたので、とりあえず倒した」

「……とりあえず……って……」

　あっさりと言うイーザーに、あきれたようなライルの声。

　むろんあの『ハウンドビートル』、普ふ通つうの人間にとっては、『とりあえず』で倒せるような相手ではない。

「なるほど……こりゃあとんでもねえウデだな」

　半ば感心、半ばあきれた笑みを浮うかべ──真ま顔がおに戻もどってライルは言う。

「あらためてあんたらに頼たのみたい。

　この子たちを──

　クルス・シティに連れて行ってやってほしい」

『!?』

　男たちと子供たちの間に走る動どう揺ようの色。

「……ちょっ……ちょっと待ってくれよ！　なんだよそれ!?」

　抗こう議ぎの声を上げたのは、その子供の一人、ジェイだった。

「街を出たい、なんて言ったおぼえないぞ！　オレたち！　なあ！　みんな！」

　言って他の二人、ナンシーとリックに同意を求めるも、二人は視線をそらして無言のまま。

「……な……なんだよお前ら!?　怖こわいのか!?」

「怖いに決まってるじゃないか」

　そう言ったのはライルだった。

　彼はジェイの両肩に手をやって、

「大人おとなの俺おれたちだって怖いんだからな。

　いいか、よく聞けジェイ。

　お前たちがここに残って、家族を捜さがしたいと思ってる、その気持ちはよくわかる。

　けどな、お前も聞いたことがあるだろ。軍人が街の人たちを、クルス・シティに疎そ開かいさせた、って噂うわさ」

「街のひとたちの一部、だろ」

　ライルの言葉をジェイが訂てい正せいする。

「……そうだな。けど、お前たちの家族は、軍人たちの強制疎開で、お前たちのことを気にしながらも、無理矢理クルス・シティに連れて行かれたのかもしれない」

「この街にいるかもしれないじゃないか！」

「もしもクルス・シティにいたらどうするんだ？」

「もしこの街にいたらどうするんだよ！」

　ライルの問いを、そのまま裏返して問い返すジェイ。しかし。

「別々に逃にげればいい」

　ライルはあっさりと言った。

「仮かりにお前の家族がこの街にいたとして、だ。

　出会えたら終わり、全部めでたしめでたし、か？　違ちがうだろ？

　それであのくそいまいましい人マリ形オネどツもツがいなくなるわけじゃあない。

　虫たちのうろつく中を探しまわって、運良く家族と再会したとして。そのあとはいっしょに街を出なくちゃあならない。しかも、あの虫どもの間をくぐり抜ぬけて、だ。

　そこまでやれて、ようやくめでたしめでたし、だ。

　はっきり言って、こいつぁ大変だ。

　それより、もっといい方法がある。

　まずお前たちがクルス・シティに行く。もしそこで家族に会えれば言うことなし、だ。

　で、残った俺おれたちは、街のあちこちに、お前たちは街を出た、ってメッセージを書いておく。

　こうすれば、もし家族がお前たちを探していても、そのメッセージを見て街を出ることができればいい。

　ひととき離はなればなれになっちまうが、きっといつか、どこかで出会える。

　そうだろ？」

「……そりゃあ……たしかにそうだけど……」

　あいまいに──しかしそれでも一応納得する。

　その傍かたわらで。

「あらためて、というのはどういう意味だ？　サミィ」

「……えっと……つまり……」

　イーザーに問われてサミィは視線をそらし、イタズラのバレた子供のように、

「……その……あの子たちを、クルス・シティっていう街に連れて行ってくれないか……って依い頼らいされて……なんていうか……話の流れで……依頼として引き受けちゃったの……」

「そうか」

「……………………」

「──」

「……あの……イーザー……？……怒おこらないの……？」

「何な故ぜ怒る必要がある？」

「……いや……なぜ……って言われても……

　勝手に依頼を引き受けるな、とか……」

「会社も我々に勝手に依頼を引き受ける。ならばサミィが勝手に依頼を受けても問題はない」

　よくわからない理り屈くつを展開するイーザー。

　……そ……そうかなぁ……問題あるような気がするけど……

　などとサミィは思うのだが、彼としてはオッケーと言っているところに、依い頼らいを受けた当のサミィが『それは変だ』と言い出すのもおかしな話である。とりあえず、黙だまっておくことにする。

「現在、第一の依頼に関しては、遂すい行こうの可か否ひが不明な状態にある」

　イーザーは言う。内容が、『依頼人と接せつ触しよくして護ご送そう』なのに、今はその依頼人の生死さえもがわからないのだ。

　かといって、鋼はがねの虫たちがひしめくこの状じよう況きようで、その生死を確認するのは難しいだろう。

「よって、そちらの依頼を先に遂行しよう」

「りょーかい。ありがとう。イーザー。

　──と、いうことで──」

　サミィは、ぱんっ、と手を打って、子供たちの方をふり返り、

「決まりね。それじゃあ早さつ速そく出発しましょうか」

『ええっ!?』

　いきなりな話に、サミィとイーザー以外の全員が声を上げた。

「い……今から!?」

「無茶だ！」

「あんたたちのウデがいいのはわかったが……外には虫たちがいるんだぞ！」

　口々に声を上げる男たち。実は中には、『子供たちを連れて行くなら、自分もいっしょに連れて行け』と言うつもりだった者もいたのだが、今この状況で外に出る、ということならば、さすがにしりごみもする。

　だがイーザーは、冷静に、

「開始時刻を遅おくらせて、あの機体がいなくなるわけではない。いつ行動を起こしても、敵の数が変わらないのなら、行動は早い方がいい」

「……し……しかし……」

　言い出したライルまでがとまどいの色を見せる中、イーザーは、子供たちを見つめて、

「どうする」

「──行こう」

　うなずいたのはジェイだった。

「……外に出るのは怖こわいけど……ずっと隠かくれててずっと怖いよりましね」

　やや青ざめて──それでもなんとか笑みを作って言うナンシー。

「そ、それなら俺おれも」

　流されやすいリックの意見。

「決まりだ」

　イーザーは宣言した。

「じゃ、行って来るわね」

　ライルに向かってサミィは言う。

「この子たち、あっちに届とどけたら、またここに帰ってくる予定だから──」

「ああ。わかってるよ」

　ライルは言う。

　生きて、サミィに再び出会う。その約やく束そく。

　必ず守ってみせる。

　彼は胸のうちでつぶやいた。

　かくて。

　別れの言葉はなく。生きての再会を無言のうちに約束して。

　サミィとイーザー、そして三人の子供たちは出発した。




「……ちょっと……待ってくれよ……！　あの車って……」

　通りをのぞむ闇やみの中。ジェイは、押おし殺した抗こう議ぎの声を上げた。

　サミィたちの指示に従い、案内したのは、彼らが車から降りた場所。

　雲は去り、空には月と満天の星。

　そこでサミィの下した指示は、車に乗れ、だった。

　だがあの車に火を放ったのはサミィ自身。車体には、夜目にも黒コゲたススのあとが残っている。

「いいから早く！」

　しかしサミィは抗議を無視し、イーザーともども道へと飛び出す。仕方なくついて行く子供たち。

　とりあえず、あたりに虫たち──『ハウンドビートル』の姿は見えない。しかしだからといって、迷ったりとまどったりしてはいられない。

　子供たちが乗り込んだのを確かめて、イーザーはキーを回す。

　車はあっさり動き出した。

「──燃えたんじゃあなかったのかよ!?　この車！」

「わざと一部に火をかけただけよ」

　周囲の警けい戒かいをおこたらず、サミィはジェイの言葉に答えた。

　クイーンのシュミで造られたこの車には、武ぶ装そうや武器収納スペースだけではなく、他にもいろいろと手が加えられている。

「この車って特製でね！　一千度まで耐たえられるようになってるのよ！　タイヤだって、ゴムに見えるけど特別製！

　あの時は、野営用の、五、六百度で燃えるゲル燃料で火をつけて、『虫』たちの目をごまかしたのよ！」

「すげぇぇぇぇ！」

　サミィの説明に素直に感心するリック。

　しかしジェイは、

「……千度に耐たえられるって……たしかにスゲェけど、オープン・カーじゃあ乗ってる奴やつ丸コゲじゃん」

「……それは言わないで……」

　視線を合わさずつぶやくサミィ。背中がちょっと悲しそうである。

　などと言ううちにも、車は進んでいる。

「──妙みようだな」

　イーザーがつぶやいた。

「何が？」

「自動機の姿がない」

　不安げに尋たずねるナンシーに彼は言った。

　そう。

　車が走りだしてから──いや、ホテルでの再会から、『ハウンドビートル』の姿を全く見ていない。

「……運がいいんだよ、俺おれたち」

　説得力のないリックの意見。本当に運がいいというのなら、そもそもマリオネッツに街を襲おそわれたりはしないだろう。

　たしかに、街の人間や子供たちの案内で移動していた時、敵に出会わなかったのは、地の利と運とで説明はできる。

　しかし──目立たないようにライトを消して走っているとはいえ、当然駆く動どう音おんまでは消せない。雨上がりの闇やみに冷えた街の中、熱源探査でもかけられれば、すぐにでも見つかるだろう。

　それが、いまだ虫たちが姿を見せる様子はない。

　車はなおも疾しつ走そうし、やがて──

　あっさりと街を抜ぬけた。

「……いなかったな……あいつら……」

　どこか拍ひよう子し抜ぬけしたようにつぶやくリック。

　むろんあんな連中、出会わないに越こしたことはないのだが、夕方あれだけいたものが、今は全く見かけないというのは、さすがにいささかのん気なところのある彼でも、妙に思う。

「……夜だから寝ねてる……なんてことはないわよね……」

　後ろに遠ざかる街を眺ながめて言うナンシー。

　腑ふに落ちない空気を乗せて、それでも、車は野を駆かける。

　クルス・シティへの道は、すでにマップで確かめている。ところどころに生える灌かん木ぼく以外は何もない、このだだっ広い野原を突つっ切り、アスファルトを垂れ流しただけの道をまっすぐに──このスピードで数時間も走ればたどり着く。

　月と星明かりだけの世界を、どれくらい走り続けただろうか──

　光は、後ろからやって来た。

「──!?」

　ふり向き、無言で引きつるサミィ。そして。

　……どぉ……ん……

　聞こえてくる、遠く、重い響ひびき。

　子供たちはそちらをふり向き──

　──ひぃっ──!?

　ナンシーが、声にならない悲鳴を上げた。

　イーザーが車を止める。

　よろよろと。

　子供たちは車を降り、それに目をやり、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。
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　街が──燃えていた。

　生まれ育ったその街が。たった今、彼らのいた、ロナルド・シティが。

　炎ほのおの上を、無数の黒い翼つばさが舞まう。まるでエサに群がる死鳥のように。

　太たい鼓こを叩たたくような音が、そちらから間断なく聞こえて来る。

　マリオネッツ空軍の爆ばく撃げき──

　上がる紅ぐ蓮れんは夜空を照らし、昇のぼる黒こく煙えんは星を消す。

　サミィとイーザーは理解した。『ハウンドビートル』たちの姿が見えなくなった理由が、これだったということを。

　街の爆撃が決定し、それに巻き込まれないように退たい去きよしたのだ。

「……噓うそ……でしょ……？」

　サミィのかすれたつぶやき。

　あそこにはまだ、人がいる。

　ライルたちが。そしてもちろん、他にももっと。

　だが、これでは……

　とはいえ、虚こ空くうを舞う無数の翼を相手に、今の彼らに為なす術すべはない。

「──行こう──」

　イーザーは静かに言った。その声は、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす子供たちの耳に、届とどいているのかいないのか。

「航空機に見つかれば、我々も終わりだ」

　子供たちは動かない。

　降りたサミィに手を引かれて、ようやくふらふらと席に戻もどった。

　その表情に、生気はない。

　車はふたたび走り出す。

　誰だれも、何もしゃべらなかった──




　ぼんやりと。

　顔を上げ、ジェイは虚空を眺ながめていた。

　星。かがやく無数の光。

　いつもそこにある夜空。

　唐とう突とつに、父親のことを思い出す。

　ジェイが十歳の誕たん生じよう日びに、プレゼントされた天体望遠鏡は、二、三度覗のぞいただけで、単なるインテリアと化した。父親と違ちがい、ジェイはあまり星空に興きよう味みがなかった。

　いっしょに星を見ようと、街の小高い場所にある公園に連れて行かれた夜。すぐに飽あきて、もう帰ろうと言い出した彼に、父親は無言で、どこか淋さびしげな笑みを向けた。

　あの公園は今、炎の中にある。

　あの天体望遠鏡も今、紅ぐ蓮れんに包まれているのだろうか。それとも機械の虫たちが攻せめてきた日に、とっくに壊こわれてしまったのだろうか。

　そして彼の父親は今……

　わからない。

　街ははや、地平線の向こう。ふり向けば、遠くの夜空がぼんやりと明るい。

　たぶんあれが、ジェイの生まれ育った街──だった場所。

　変わらぬ夜空。またたく星。

　──星がまたたくのはな、空気があるからなんだぞ──

　脳裏に蘇よみがえる父親の声。

　見上げる星はまたたき──

　ジェイの心に、ふと疑問が生まれた。

　それにしても星というのは、こうもひんぱんに、はっきりとまたたくものだっただろうか？

　いや。そうではないはずだった。しかし今目にしているこれはまるで──

　浮うかんだその考えに、ジェイは慄りつ然ぜんとした。

　まるで、何かが星の光をさえぎっているかのようではないか。

　例たとえば、街を炎ほのおの海へと変えた、黒い翼つばさの飛行機が。

　その影かげは、だんだんと、しかし確実にこちらに近づいて──

「……あ……ああ……！」

「どうしたの？」

　ふり向いて、サミィが尋きいたまさにその時。

　ごうッ！

　黒い翼が運び来た風が、横なぐりに車体を襲おそう。

「──ひ──飛行機!?」

「いやぁぁぁぁぁっ！」

　リックの、ナンシーの上げる悲鳴。だが。

「──落ち着いて」

　言うサミィの瞳ひとみには、それの姿が見えていた。

　ステルス機能で、機体表面の色を闇やみと同化させた機体。

「味方よ。あれは」

　シェリフスター、チーム・シューティング・スターの連絡艇シヤトル『ワイヴァーン』。




　やがて翼が大地に降りる。

　しばらくあって。

　そちらから、車を停とめて待つ一同の方へと近づいて来たのは二つの影。

　うち片方──やや小こ柄がらな方が、ぱたぱた手を振ふり、

「やっほー♡　サミィ、イーザー♪」

　場ば違ちがいに陽気なあいさつに、即そく座ざにもう片方の影かげが、その頭にチョップを入れる。

　しばし何やらその場で言い合ってから、ふたたび歩みを続け、車から少し離はなれて足を止める。

　彼ら──いや。彼女たちが身につけているのは、サミィやイーザーたちと同じ服。

「──その子たちは？」

　ジェイたちを一いち瞥べつし、静かな口調で問いかけたのは、チョップを入れた片方──前まえ髪がみに一ふさだけ金きん髪ぱつの混じった長い黒髪の女だった。

「なりゆきでね。いっしょになったのよ」

「依い頼らい人にんは？」

　重ねて問われ、サミィはただ、肩かたをすくめてみせたのみ。

「……そっちは何かあった？　レティシア？」

「いろいろはあったけれど、収しゆう穫かくはなかったわ」

　無表情に答える彼女。

　同どう僚りようとの再会だが、互たがいの顔に喜びの色はない。

　むろん、ロナルド・シティの惨さん状じようを目にした直後、ということもあるし、サミィはどうも、この無表情なレティシアが苦にが手てだった。

「……あの……このひとたちって……」

　とまどいながら尋たずねるジェイに、サミィが答えるより早く。

「えっと。あたし、メニィ」

　すたすたそばに近寄って来て、むやみに元気に言ったのは、さきほど場違いに陽気なあいさつをして、チョップを受けた方だった。黒い髪を頭の両側でくくっており、見た目は十五、六なのだが、その表情のせいか言葉使いのせいか、妙みように子供っぽく見える。

「……………………」

　ジェイたちが、奇き異いの目を向け、黙だまっていると、

「……んと……

　あたし、メニィ！」

「……ジェイです……」

「……ナンシー……」

「リック……だけど……」

　彼らが言うと、どうやら満足したらしく、無意味ににこにこしながら、レティシアのそばに戻もどってゆく。

「……あの……このひとたちって一体……？」

「……会社うちの同どう僚りようよ……」

　あらためて問うジェイに、サミィはどこか憂ゆう鬱うつな表情で答えた。

「……そうなんだ……」

　言うナンシーの声に同情の響ひびき。

「……あー……ともかく……」

　レティシアは、こほんっ、とひとつ、せき払ばらいをして、

「それで、どこに行くつもりだったの？」

「あ……この子たちを連れて、クルス・シティって街まで。

　ロナルド・シティにいた人たちが、そこに疎そ開かいしている、っていう噂うわさがあったから」

「なら乗って行く？　送るわよ。近くまで」

　まるで車で送り迎むかえをするかのような気軽さで。

　レティシアは、後ろの『ワイヴァーン』を指して、そう言った。




「ない……ってどういうことよ!?」

　ごった返す役所の、入り口にある受付で。

　サミィは思わず声を上げていた。

「どういうこと、と聞かれても、ないものはないんです！」

　受付の女性も負けずに声を上げる。

　一行がこのクルス・シティについたのは夜中のうちだった。

　やはり潜せん水すい機き能のうを持つ『ワイヴァーン』を、近くの貯水湖に隠かくし、ホテルに一いつ泊ぱく。

　朝を待ち、疎開者の情報を集めに役所へとやって来たのだが──

「この街に、ロナルド・シティからの集団疎開なんてものはありません！」

　受付は、さきほどと同じ言葉をくり返した。

「……ほんと……に……？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくサミィ。

「……噓うそをつく理由はありません」

　受付も、少し声を落ち着かせて言った。

　クルス・シティ。

　シティ、と呼ばれてはいるものの、決して大都市とはいえない。中心街にはそれなりにビルも建たっているが、そこを少し外れると、農地の中にまばらに家が建っている、といった状じよう況きようである。

　そういった周辺の区域もひっくるめて、一つの自治体となり、ようやく『シティ』の肩かた書がきをもらっている、といったところか。

　軍事的な重要度は低く、人口密度も高くない。よってマリオネッツに襲しゆう撃げきされる危険は低い。

「こういった状況ですから、あちこちからこの街に、避ひ難なんしてくる人が多いのは事実です」

　受付は、役所にごった返す人々に目をやって。

「いつもならここも、この半分……いえ、三分の一くらいの人しかいないんですけれどね。

　問い合わせやら何やらで。

　個人的にこの街に避ひ難なんしてきた人たちは確かに多くいらっしゃるようですが、そういった件に関しては、そう申告してもらわない限り、こちらで把は握あくすることはできません。

　けど、おっしゃるような、正規軍による集団疎そ開かいがあったなら、役所に一報はあるはずですし、もしそれがなくても、噂うわさくらいは耳にするはずです。

　けれど私はそういう話を聞いたことはありません。

　つまり、軍の指導による、この街への集団疎開はなかった。

　そう答えるしかありません。

　……ご期待にそえなくて残念ですが」

「……そう……ごめん……」

　肩かたを落として言うサミィ。

　──そういう噂を聞いた──

　ライルは言っていた。

　しかし噂は、噂でしかなかった、ということだろう。

　だがそれを、ホテルで待っている子供たちに、どう伝えればいい？

　──けどひょっとしたら──あの子たちの親も、個人的にこの街に来てるかもしれない──

　自分でも信じていないそんな可能性に賭かけて、サミィは問う。

「それじゃあ……

　個人的に避難してきた人たちの照会……把握できているぶんだけでいいですから、お願いしたいんですが」

「なら、七番窓口へどうぞ」

「七番？」

「一番混んでいるあたりです」

　言われるまま、そちらに向かうサミィの足は重い。

　子供たちから、親たちの名前は聞いている。窓口で問えば答えは返ってくるだろう。

　しかし見つかる可能性は低い──いや、無いに等しいことは、サミィにもなんとなくわかっていた。

　親子の感情というのは彼女にはわからないが、子供たちも、死を撒まく鋼こう鉄てつの虫たちがうろつくロナルド・シティで、親を捜さがし歩いていたのだ。親が彼らのことを放って、この街に逃にげてきたとは思えない。

　それでもとりあえず、長く続いた列の最さい後こう尾びに並ならび、ぼんやりと流されるのを待つ。

　やはり皆、気がたかぶっているのか、最前部では、何やら言い合う声がする。

　サミィは気のない視線を送り──

　──!?──

　目を見張る。

　並ならんだ列のかなり前。そこにいる人の、ちらりと見えた横顔。

　サミィは列を離はなれ、そちらへと向かう。

「──ねえ、ちょっと」

　かけた声に、いくつかの顔がふり向く。

　その中の一つ。間ま違ちがいない。

　サミィは、男の手を摑つかみ、その名を呼んだ。

「アルデオ……アルデオ＝クローネットね」

　今回の件を依い頼らいした男の名前を。







　二　其は狂える糸を断ち切りし者







「シケた顔すんなよ。そんなに」

　クルス・シティの一角にある、街の規模に似合わぬ大きな教会のそばで。

　サミィたちシェリフスターの四人と、三人の子供たちとは、別れのあいさつを交わしていた。

　教会は、街と有志の援えん助じよのもと、他の街から来た避ひ難なん民みんたちの生活の場となっている。

　──サミィから、この街にロナルドからの疎そ開かい者しやが来ていないこと、役所で把は握あくしている限り、彼らの親がここに来た記録がないこと、などを聞かされた後。

　別れを切り出したのは、子供たちの方からだった。

「……だいじょうぶ？」

　そう問いかけるサミィの姿は、ジェイの目から見るとなぜか、自分よりずっと子供に見えた。

「だぁぁぁからだいじょうぶだって言ってるだろ？

　父ちゃんも母ちゃんも、たしかにこの街にはいなかったけど、絶対どこかで無事だって信じてる。だから、絶対見つけてやる。

　だからサミィねえちゃんたちも……何をやろうとしてるのか知んないけど、がんばれよ」

「そうそう。気をつけてね」

　笑顔のナンシー。

「……また……会おうな」

　どこかムスっとして、リック。

「……うん……じゃあ……」

　言ってうなずくサミィに、

「じゃあね～」

「さようなら」

「じゃ」

　子供たちは思い思いのあいさつをすると、くるりときびすを返して教会の中へ向かう。

　サミィたちは──しばしその場に佇たたずんだ後、背を向け、歩み去って行った。

　教会の中は雑多な人々。ただ呆ぼう然ぜんと佇む老人。泣いているわが子をあやしもせずに、疲つかれた顔で座り込む母親。汚よごれた毛布を羽織り、ただ、何かをつぶやいている男。

　そんな人々の中を、いっしょに並ならんで歩きながら。

「……おい……リック……」

　ジェイは隣となりのリックに言う。

「……バカ……約やく束そくしただろ……泣かないって……

　父ちゃんも母ちゃんも……絶対生きてるはずだから……泣かないって……

　サミィねえちゃんに見られたら笑われるから、って……」

「……泣いで……なんで……いないよ……」

「……泣いてるじゃないか……ナンシー……お前も……ほら……！」

「……な……何よ……ジェイ……だって……」

「……うるせえっ……」

　人のひしめく教会の中。三人に、ほんとうに頼たよれる者は誰だれもいなかった──




　また、雨が降り出した。

　ひととき晴れていた空は、再び厚い雲に覆おおわれ──降り出したのは、サミィたちが子供たちと別れ、ホテルに戻もどった後のことだった。

　窓の外を水すい滴てきが叩たたくホテルの一室で。

「なぜ──この街に？」

　サミィたちは、アルデオとの話をはじめた。

　別れの方を先にしたのは、アルデオから、どんな話が飛び出すかがわからなかったからである。

　──むろん、『こんな星ヤだから飛び出そうと思って。たまたまこの街に遊びに来てた時に、ロナルド・シティが襲しゆう撃げきされて、もぉびっくり』などという、単純きわまる話だという可能性もあるのだが──

　サミィたちがその素性──彼を迎むかえに来た者だ、ということを説明した時の、アルデオの表情。ロナルド・シティが爆ばく撃げきを受けた、と話した時の動どう揺ようのしかたからすると、どうもいろいろありそうである。

　もしそうならば、そんな話を子供たちに聞かせるわけにはいかなかった。へたをすれば、妙みようなことに巻き込みかねないのだから。

　サミィの問いに、アルデオは、ひどく疲つかれた表情で、

「……僕は……ずっとこの街にいたんです……」

　ルームサービスのコーヒーには手もつけぬまま、ぽつりぽつりと話しはじめた。

「……ロナルド・シティのパラス・ホテル……

　あそこの支配人は、僕の伯お父じでした……

　そして……ご存知だとは思いますが、パラス・ホテルは、あなたたちの親会社……クロフト社の系列です……」

　サミィにとっては、パラス・ホテルがクロフトの系列だということさえ初耳だったが、とりあえず黙だまって話を聞いてみる。

「あなたたちが来たら、伯父から僕に連れん絡らくが入って……それでお会いする手はずでした……

　依い頼らいをしてくれたのもその伯お父じです……

　……ですが……街が……あんなことになって……伯父の消息も……」

「……………………」

　聞いて沈ちん黙もくするサミィ。

　あの街の様子では……正直、その伯父とやらも……

「──それで──」

　かわりに口を開いたのは、レティシアだった。

「何者なの？　あなたは」

「…………！」

　冷静なその問いに、アルデオの肩かたがわずかにふるえた。

「どういう意味よ？」

　サミィの声に、レティシアは、アルデオの方を向いたまま、

「ロナルド・シティが襲おそわれる前に、あなたは、信頼の置ける身内を仲ちゆう介かいして、自分は別の街にいて、ロナルド・シティから依頼を出している。

　こんな手の込んだことをする理由は？

　通信の途と中ちゆうで、万が一にも、あなたの居場所が何者かに知られるとまずいから。

　そんなふうにしか思えないんだけど」

「…………………………………………」

　アルデオは、長い沈黙の後──やはり顔をうつむかせたまま、

「……あなたたちは……どう……聞かされています……？　僕のことを……」

「──ただの技術者──とだけ」

　サミィの答えに、アルデオは、ふ、と小さく笑い、

「……たしかに……僕は技術屋です……コンピュータープログラマーをやってました……」

　ゆっくりと上げたその顔に浮うかんでいたのは、今にも泣き出しそうな笑み。

「……ただし……『マリオネッツ』のプログラマーを……」

『──！』

　サミィたちが小さく息を吞のむ。

「……本当は……火星に行ってから……全部話すつもりだった……クロフトなら……僕の身も守ってくれる……あそこでなら……僕の技能を使って……また……仕事もできる……そう……思った……そう……思ったんだ……」

　サミィたちは何も言わない。

「……けど……伯父は……あの子たちの家族は……」

　アルデオは左右に首を振ふり、

「……このマリオネッツの内乱は……プログラムの暴走じゃない……ウィルスによる汚お染せんでもない……
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　……人が……命令して……やらせてるんです……」

「根こん拠きよは？」

　冷静なレティシアの問い。

「……ぼ……ぼ………………僕……僕は……」

　言うか。言うまいか。

　しばしの逡しゆん巡じゆんを見せ。やがて。

「……僕は……僕と仲間たちは……

　内乱がはじまった後しばらくの間、そのプログラム補正をやっていた……」

『──!?』

　息を吞のむ一同。

　それは──メルキアの軍組織が、鋼はがねの死神たちを操っている、という意味に他ならない。

「噓うそでしょ!?　だって──正規軍はあいつらと戦って、犠ぎ牲せい者しやだって出して……政府の人だっておおぜい死んだ、って聞いてるわよ！」

　サミィは思わず声を上げる。

　しかしアルデオは泣き笑いのまま、

「……ああ……たしかにそうだ……けど……他にどう考えようがある!?

　……ある場所にある、軍の研究施し設せつで……僕たちは……マリオネッツのプログラムを組んでいた……何度も実験をくり返して……人間が動かす機体と……バーチャル・シミュレーションをくり返して……

　……その施設には……時々、いかにも上層部の人間だ、って奴やつがやって来て……メルキアが宇宙の秩ちつ序じよを築くためにも……がんばってくれ、って……ハッパをかけていった……

　ずいぶんおおげさなことを言うって……みんな笑ってた……

　施設の中に部屋があって……外には出してもらえなかった……

　みんな……軍事研究っていう前提で呼ばれてたから……それも不自然には思わなかった……

　ラジオもＴＶも電波が届とどかないから、って……見られるのは……いくつかのケーブルＴＶだけで……機密が漏もれるのを防ぐために……ネットも禁止されていて……

　けど仲間の一人が……せめてネットくらいはやりたいから、って……こっそり軍用の衛星アンテナに回線をつないで……………………

　…………それで……はじめて……みんな……知ったんだ……

　外で……何が起こってるか……」

　語るうちにも、すこしずつうつむいて、

「……たぶん……流れてたケーブルＴＶの番組も……そういう情報をみんな軍の方で抜ぬいてから流してたんだと思う……

　……みんなの意見は……割れた……

　こんなことに手を貸していて……いいはずがない……それはわかっている……

　けど……マリオネッツで自分たちの国を襲おそわせるような連中に逆らったら、殺されるに決まっている。おとなしく従おう、って言う奴もいた……

　けど……みんなの意見がまとまる前に……軍の連中に……ネットにつないでいるのがばれたんだ……

　一人ずつ部屋に呼び出されて……これからどうするつもりなのか……って聞かれた……

　……知っていたんだ……僕だって……知っていたとも……こんな……ことが……いけないことだって……

　けど……僕は……怖こわかった……怖くて怖くてしかたなかった……だか……だから……」

　低い──嗚お咽えつ。

「そんな状じよう況きようになれば、誰だれだって怖くなるのは当たり前よ」

　静かに言ったのはレティシアだった。

「とりあえずその場を切り抜けるために噓うそをついたのを、恥はじることはないわ。

　それに、あなたは結局そこを出たんでしょう」

　アルデオは小さくうなずくと、嗚咽がおさまるのを待って、ふたたび話を続ける。

「……何人かが……そのままいなくなった……

　僕たちは……何もなかったようなふりをして……作業を続けて……

　こんなことを続けていちゃあいけないんだ、ってわかっていながら作業を続けてて……

　……けど……ある日……誰だれかが言ったんだ……

　もし……マリオネッツのプログラムが……もうこれ以上手を加えなくていい、っていうレベルになったら……自分たちはどうなるんだろう、って……」

「……………………」

　確かに──

　別の仕事に回される、というのは甘あまい考えだろう。

　おそらくは機密保持のため──

「……全員が……やっと力を合わせた……

　研究所のコンピューターに細工して……騒さわぎを起こして……全員でばらばらに逃にげた……

　……何人が生き残って……何人が死んだのかは……知らない……」

　部屋に、沈ちん黙もくが落ちた。

　彼の言っていることが事実だとしたら──自分たちは、かなりとんでもない件に首を突つっ込んだことになる。

「……け……けど……本当なの……!?　その話!?」

　しばしあって、声を上げたのはサミィだった。

「第一……なんで自分の国を……!?」

「……これは単なる想像……ですけど……」

　ようやく興こう奮ふんもおさまってきたらしく、アルデオの口調ももとに戻もどっている。とはいえさすがに、その顔色はまだ青い。

「……侵しん攻こう……するつもりだったんじゃあないでしょうか……他の星に」

「……………………」

　さらに大きくなった話に、サミィは絶句した。

「……今にして考えてみれば、名前さえ聞かされていませんでしたが……

　施し設せつを訪たずねてきた軍人は、『メルキアが宇宙の秩ちつ序じよを築くため』って言ってたんです。

　これって……いろんな星を支配する、って意味にも取れるんじゃあないでしょうか」

「……む……無理でしょ現実問題として！」

「同感ね」

　サミィの声にうなずくレティシア。

「けどこの場合、問題なのは、実現可能かどうか、じゃなくて、それを目もく論ろむ人間が、実現可能と考えるかどうか、よ。

　無理なことを可能と考えて、無茶な戦いをやった人間なんて、歴史の上じゃあ掃はいて捨てるほどいるわよ」

「……いや……そりゃあ……そうだけど……

　でもなんで、まず自分の国なのよ!?」

「──ミステリーはお好きですか？」

　アルデオの唐とう突とつな問いに、サミィは目を丸くする。

「たぶん……ミステリーの、よくあるパターン、という奴やつを、国家規模でやろうとしているんじゃあないか、と僕は想像しています」

　答えを待たず、彼は続ける。

「普ふ通つうに攻せめ込めば、当然反はん撃げきを受けますし、ことによると他た惑わく星せいが連合し、メルキア本星を攻撃する、ということにもなるでしょう……

　そうなったら、メルキアなんて、とうてい保もたない。

　侵しん略りやく者しやは、攻め込んだ先の、金銭や、土地や、資源や、人材や……そういったものが欲しいわけですから、その惑星そのものを壊こわしてしまうような戦い方はできない。目的のものまで全部壊してしまうことになりますから。

　けど反撃をする側は、人道的な話や風評を考えないなら、侵略者の母星を壊してしまってもかまわないわけです。

　侵略を阻そ止しすることが目的なんですから。

　軌き道どう計算をして、超ちよう長ちよう距きよ離りから、小惑星の群を質しつ量りよう弾だんとして投とう擲てきする。衛星を破は壊かいし、重力場変動で地上にカタストロフを起こす……

　恒こう星せいを破は壊かいする兵器、というのも理論上は制作可能です。

　つまり、反撃されることを考えれば、侵略侵しん攻こうというのはリスクが高すぎるんです。

　けどもし……『マリオネッツが暴走し、他の星に攻め込んだ』という形を取れば？

　反撃する側も、マリオネッツを叩たたくことはできても、メルキアそのものには手は出せない。

　なにしろメルキアは被害者なんですから。

　……これは、ミステリーものだと、よくある手法なんです。真しん犯はん人にんが、襲おそわれたふりをしたり怪け我がをしたりして疑いの目をそらす……

　まさかそんなことを……惑星国家レベルでやるなんて、さすがに誰だれも思わないでしょう」

「……そ……そりゃあ……思わないわよそんなこと！」

　──信じられない、というのが、サミィの正直なところだった。

　理り屈くつは……まあ、わからないではないが、そんなことを実行するなど、とても正しよう気きの沙さ汰たではない。

「なるほど。非常識だけど──だからこそ、作戦としては一応スジは通ってるわね。虫むし酸ずが走る作戦だけれど」

　レティシアが言う。

「それにその方法だと、いくつかのメリットも存在するわ。

　結果、たとえマリオネッツ軍が倒たおされたとしても、計画が露ろ見けんしない限り、首しゆ謀ぼう者しやが戦争上の責任を取らされることはない。

　……立場によっては、風評や地位の面で影えい響きようが出るかもしれないけど、少なくとも、戦せん犯ぱんとして処刑されることはないでしょうね。

　そしてもう一つ。

　自国を荒あらすのも、一部、メリットがあるわ」

「どこに!?」

　どこか怒おこったように言うサミィに、しかしレティシアはさらりと、

「誰だれかの暗殺。例たとえば──政せい敵てきとかね」

「……ちょっ……レティシア……」

「戦争が政治に利用されるのは、珍めずらしいことじゃあないわ。例えば国民の支持率を上げるために、自国民が、あの国は悪い国だ、と認識している国に戦争をしかける。

　なら、自国を自動部隊に襲おそわせて、対立している一派を暗殺する、というのもありかもしれないわね」

「……レティシア、あんた、自分が何言ってるかわかってんの……？」

　呻うめくサミィに、レティシアは、

「例えば──の話よ。

　けど問題は、自動部隊の戦力が充じゆう分ぶんでない時にこれをやると、『親切な』他国の軍事支し援えんで、自動部隊が壊かい滅めつさせられるおそれもある。

　かといって、他国を侵しん略りやくするのに十分な数の自動部隊を揃そろえてからじゃあ、『メルキアは最近軍備強化をしている。何かやらかす気じゃあないか』と疑われる。

　ならどうすればいいか。

　まずはメルキア空域のみで、自動部隊の暴走・反乱を自じ作さく自じ演えん。他国が軍事干かん渉しようを申し出てきたのなら、借りをつくりたくない、という態度を示して『これは内乱なので干渉は無用』とでも言えばいい。

　これで他国の干渉をはねのける。

　その間に、国力を大きくそがない程度に、自国の街を攻こう撃げきしてみせたりしながら、自動機を量産するのよ」

「………………じゃあ……今回の事件の黒くろ幕まくって……」

　半ば呆ぼう然ぜんとつぶやくサミィに、レティシアは、静かに言った。

「──それだけのことを実行する権限を持っている者──

　メルキア主席、ブライアン＝Ｂ＝オルドリン」




　雨音が──鳴る。

　それだけが、しばし部屋の空気を支配した。

「……僕も……同じ意見です……」

　アルデオのかわいた声が、濡ぬれた雨音に割って入った。

「……メルキアの国家主席には……かなりの権力と命令権があります……

　施し設せつを逃にげ出してからいろいろと調べたんですが……今のオルドリン主席は、このメルキアが独立した時の、立たて役やく者しやの一人でした……

　ただ……もともと軍ぐん人じん肌はだで、主席になってからは、好戦的な傾けい向こうがさらに増ましたといいます……軍の強化、マリオネッツへの切り替かえを行ったのも彼です。

　議会は最近、そんな彼を危ぶんで、罷ひ免めん決議を取ろうとしていたようです。

　そんな時です。この事件が起きたのは。

　マリオネッツの襲しゆう撃げきで、その議員たちの大半は殺されたそうです。

　そして──オルドリン主席は今も健在です」

「……けど……それって……」

　サミィの声もかすれている。

「……メルキアの政府そのものが敵、ってことじゃない……」

「いえ。政府そのものというわけじゃあないと思います。

　たぶん、関わっているのは、ごく一部の政治家や軍人だけでしょう。

　こんな計画に賛同する人間が多くいるとは……さすがに、思いたくありませんし……

　ですからきっと、彼らに反対する政治家や軍人も………………」

　言いかけて、アルデオは沈ちん黙もくした。

「……その反対する政治家や軍人って、自動部隊に殺されたり、戦いで死んじゃったりしてるんでしょ……」

　どこか疲つかれたようなサミィの声。いや、実際に、精神的に疲れているのだが。

「……ならやっぱり……メルキア政府そのものが敵、っていうのと変わりないじゃない……

　何ができるっていうのよ……この状じよう況きようで……」

「主席の暗殺とか」

　さらりと言ったイーザーに、一いつ瞬しゆん、全員が凍こおりつき、

「……って、できるわけないでしょっ！」

　力ちから一いつ杯ぱいツッコミを入れたのはサミィだった。

　──ひょっとしたら、冗じよう談だんのつもりだったのかもしれないのだが、イーザーの場合、本気でやってしまいそうでちょっと怖こわい。

「そ……そうですよ……！

　たしかに状況証しよう拠こだけ見るのなら、主席が限りなく黒に近いことは事実だと思いますけど、あくまでこれは憶おく測そくなんですから！

　違ちがう、っていう可能性もあるんですよ。

　仮かりにそんなことやっちゃって、証しよう拠こはない、だの、実は真しん犯はん人にんは別にいた、だのって話になったら、僕たち立派なテロリストですよ！

　……まあ、それ以前に、実行なんてできないとは思いますけど。そんなこと」

「しかしフリードの──」

「とにかく問題はこれからどうするか、よ！」

　何やら言いかけたイーザーの言葉に、サミィが横から強ごう引いんに割り込んで、

「あたしたちだけでできることは、決して多くないわ。

　その中で、何ができるか、よ。

　……ええっと……たとえば、アルデオが、知っている事実だけでも、ＴＶか何かで公開して世論に働きかけるとか……」

「変な奴やつ呼ばわりされて、笑われて終わり、ですよ」

　サミィの意見に、自じ嘲ちよう混じりの笑みを浮うかべてアルデオは言う。

「……今……マリオネッツの暴走原因について、どんな噂うわさが流れているかご存じですか？

　プログラム・ミス、サイバーテロなんていうのはもっともらしい方で……機械に自意識が目覚めた、政府の陰いん謀ぼう、果ては神様やら悪あく魔まやら宇宙人の仕業、なんて噂まであります。

　ここで僕が『政府の陰謀、他国へ侵しん略りやくするための自じ作さく自じ演えん』なんて言ったところで、誰だれが一体信じてくれます？」

「……うっ……！　け……けど、働いてた施し設せつの場所とかは知ってるんでしょ!?」

「とっくに処理されてるわよ。たぶん」

　重ねて言うサミィに答えたのはレティシア。

「研究者がいなくなった以上、そんな基地、存在させていたところで、そいつらにとっては百害あって一利なし。

　どうせどこかの軍施設なんだろうから、自動部隊に爆ばく撃げきさせて、『敵に発見されてやられた』とでも言えばおしまいよ」

「僕も……そんなところだろうと思います……」

　アルデオがうなずく。

「僕がマリオネッツに関して、知っている限りのデータを公開する、という手段も考えました。

　けどそれは、今、マリオネッツを動かしている連中が存在することの証拠にはなりません。

　たとえば、『確かに彼はマリオネッツ制作に携たずさわっていた。自分たちの造ったものが、プログラムのミスでこんな事件を起こした、その良心の呵か責しやくに耐たえられず、そんな妄もう想そうを抱いだいて責任転てん嫁かをしているだけ』と言われればそれでおしまいです。へたをすればそれを機に、やっぱりプログラム・ミスだった、なんて公式発表をされかねません」

「……そりゃあまあ……確かに……」

　つぶやくサミィ。

　他国を侵しん略りやくする布石として、まず自国を攻こう撃げきした、などという説に比べれば、アルデオがどうにかしている、という話の方が、まだ信じやすいことは事実である。

「僕が、クロフト社の新しくはじめたトラブルシュートの会社……あなたたちに救助を依い頼らいしたのは、正直、後うしろ盾だてが欲しかったからです。

　同じ事実を公表するとしても、僕が個人でしゃべるのと、クロフトという後ろ盾を得てしゃべるのとでは……信しん憑ぴよう性せいが全然違ちがうはずですし。

　だから、開発スタッフ以外は知らない、マリオネッツのデータの一部も添そえて依頼したんです。

　普ふ通つうの人が見れば、何のデータかもわからないけれど、軍事関係に詳くわしい者が見れば、それがそういったデータだとわかるように……

　ともかく、当事者の僕がまず生き延びて、それから対たい策さくを考えるしかない。

　……そう、思ってました……最初は」

「最初は？」

　そのひとことを聞きとがめ、サミィが問う。

「……ってことは、今は違う考えなの？」

「………………………………」

　アルデオは、唇くちびるを嚙かみ締しめ、しばし考えて、

「……正直……どうすればいいのかわかりません……けど……一刻も早く、なんとかしたいんです……！　こんな事態を！

　……黒くろ幕まくは……誰だれであれ……狂くるってる……

　ロナルド・シティが襲おそわれたんだって、ひょっとしたら、僕がそこにいる『かもしれない』っていう、ただそれだけの理由だったかもしれないんですよ！」

　ひととき落ち着いていたアルデオの声に、ふたたび動どう揺ようの色が濃こさを増す。

「……そ……！　そんな、いくらなんでも……！」

「伯お父じが送ってくれた通信を──もし、マリオネッツを操っている連中が傍ぼう受じゆしていたとしたら？　それで、僕があの街にいると信じていたとしたら？

　彼らは思う。アルデオ＝クローネットは、始末しておくに越こしたことはない。彼が一人で何を言っても、たわごとにしか過ぎないが、事実を知る者であることも確か。

　人手を送るのは論外。主要メンバーはそう多くないし、へたをすればそこからシッポを出すことにもなりかねない。

『どうしても消さなくてはならない相手』ではなく『消しておいた方がよい相手』なら──

　いっそのこと、街をマリオネッツに襲わせたらどうか──

　実際、ロナルド・シティが襲われたのは、その通信があったあとなんです！

　……もちろん単なる偶ぐう然ぜんかもしれない……

　……けどもしも……

　もしも僕のこの考えがそうなら……！　伯お父じや、あの子たちの親を殺したのは……この僕だってことになる……！」

「……そんな……」

　サミィは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　ではもしも──アルデオの仮説が正しかったとしたならば──

　ほとんど全く同じ理由で、ロナルド・シティ爆ばく撃げきのきっかけとなったのは、自分たちではないのか!?

　自動部隊と戦った時点で、黒幕は、サミィたちの存在を知ったはずである。

　クロフトの手の者、と推論するのはたやすいだろう。

　生きている『かもしれない』アルデオと、クロフトの者『かもしれない』自分たちが接せつ触しよくするのを防ぐため、黒幕は過か剰じよう反応──いや、もののついでか気まぐれで、街を爆撃した。

　──むろんこれは、仮説の上に仮説を組み上げたものである。そもそも根本的に、アルデオの話そのものに、どれほどの信しん憑ぴよう性せいがあるのか、というところさえある。

　だが。

　自分たちがロナルド・シティ爆撃のきっかけを作ったのかもしれない。

　その考えは、黒いしこりとなって、サミィの胸の裡うちにわだかまる。

　気分が──ひどく、悪い。

　そしておそらくアルデオもまた、同じ気分を抱かかえているのだろう。

「そう思うと……いても立ってもいられないんです……！　なんとか……少しでも早くなんとかしなくちゃあならないんだ、って！」

「気持ちは、わからないこともないわ」

　変わらず冷静なレティシアの声。

「けれど焦あせりは禁物よ。

　何が事実で、何が不確定要素なのか。

　それをきちんと踏ふまえた上で、あたしたちだけで、何ができて、何ができないかを見極めなくちゃあならないわ。

　軍レベルの相手と真まっ向こう勝しよう負ぶ、なんていうのはまず論外。できてせいぜい、侵しん入にゆうかゲリラ戦といったところね。

　制空権、制宙権の両方を、自動部隊に押おさえられている現状では、このまま即そく時じ脱だつ出しゆつ、火星行き、というのも難しい。少々のステルス機能があったからって、途と中ちゆうどこかで発見されて撃げき墜ついされるおそれは高いわ。

　アルデオの証言を前提に、何らかの方法で、この事件に黒幕が存在する、ということを証明・公表する、という手も考えられるけど──

　正直、そう簡単にシッポを摑つかませてくれるとは思えないわね」

「じゃ、どーしよーもないじゃない！」

　声を上げるサミィに、しかしレティシアは、

「やりようはあるわ。

　仮かりに、アルデオの話を全く参考にしないとしても、ロナルド・シティが自動部隊に襲おそわれたこと。後、爆ばく撃げきを受けたこと。これは事実よ」

「いや、たしかにそれはそう…………って、そうか！」

　顔を輝かがやかせるサミィに、レティシアはうなずいて、

「そう。

　襲しゆう撃げきにしろ爆撃にしろ、各個行動じゃあなく作戦行動。

　つまり、彼らに戦略・作戦的な指示を下している存在がいるはずなのよ。

　いわば大規模指令機ね。

　心当たりはない？」

　問われてアルデオは、難しい顔で、

「……そうですね……

　地上用・航空用のマリオネッツは、『パペットボックス』と呼ばれる輸送兼メンテナンス機に収容されて、運用されています。

　この機体自体が、小隊、あるいは中隊規模の小さな指令中ちゆう継けいユニットになっていて、有人、無人、どちらでの運用も可能、となっています。

　つまり──この『パペットボックス』に対して、連隊、師し団だん規模で指令を出す存在がある、ということですね。

　言われてみればもっともな話ですけど……残念ながら、その指令システムが、どんな機体に組み込まれているか……あるいはどんな施し設せつに設置されているか、そこまでは知りません。

　ひょっとしたら、仲間たちの中には、知っていた奴やつもいたかもしれませんが……」

「ふぅん……」

　レティシアはしばし考えて、

「あなた、当然自動機についてはくわしいと思うんだけど、全部の種類、見たことある？」

「え？　まあ、今話に出た、大規模指令機、というのは聞いたことがありませんが……

　他の機体に関しては……他部隊との連れん携けい運用の問題もありましたから、制作過程で、全種類を目にしています」

「……なるほど……」

　唸うなってふたたび何やら考えはじめる。

「……ちょっとレティシア、一人で考えてないで、アイデアがあるなら言いなさいよ」

　サミィの言葉に、レティシアは一同に視線を向けて、

「大規模指令機は存在する。まず、これはほぼ確実」

　彼女は言う。

「なら、それはどこにあるか。

　Ｅ・Ｃ・Ｍなどで通信妨ぼう害がいされる可能性を考えると、大きな拠きよ点てんに一つは欲しいわ。

　で、調べておいたんだけど、この近辺で一番大きな自動部隊の拠点は、レグナード・シティ。

　……近辺って言っても、かなり離はなれているけど」

「それじゃあ……」

　レティシアはサミィにうなずき、視線をアルデオへと送り、

「いっしょにその街に行ってもらうわよ。そこに、あなたの見たことのない機体があれば、それがたぶん大規模指令機よ。

　確認したら潜せん入にゆうし、その機体を奪だつ取しゆする」




『やあ。クイーン』

　補ほ給きゆう船せん『ヴァルキリー』のブリッジに、気の抜ぬける声が響ひびいたのは、サミィたちをメルキアの大地に送り出してから、一週間ほどが経たったある日のことだった。

　──ちなみにこの一週間、というのはもちろん、宇宙標準時刻で、の話。それぞれ自転速度も異なる植民惑わく星せい同士の、流通円えん滑かつ化かのために定められた、地球の自転周期を基準とした時刻である。

　メルキアから、かなり離れて虚こ空くうを漂ただよう『ヴァルキリー』のブリッジにいるのは、クイーンとその部下二名。対するは、はるか空間を隔へだてて火星の、ティモシー＝マイスター。

『みんなからの連れん絡らくはあるかい？』

「ないわ。あいかわらず、ね」

『……うーん……そうかぁ……』

　画面の中のティモシーは、困ったように頭を搔かいて、

『……ところで……

　今、みんながどこにいるか、教えてくれないかな？』

　さらりと言ったその問いに、クイーンの片かた眉まゆが、びくりっ、とわずかにはね上がる。

「メルキアの空域は、自動艦かん隊たいに封ふう鎖さされているわ」

　手にしたポインターを弄もてあそびつつ、

「地上の制空権も、たぶん、大半は自動部隊が押おさえてるでしょうね」

『だろうね。僕もそう思う』

「へたな通信や発信は、妨害されるか、傍ぼう受じゆされて居場所をつき止められることになるか。

　いずれにしても、ろくなことにはならないわ」

『うん。そりゃそうだろうねぇ』

「それを踏ふまえて。

　なぜ、この私が、みんなの居場所を把は握あくしていると思ったのかしら？」

『いやぁ。きみがあんまり落ち着いてるし。きっときみなら、なんとかしているんじゃあないかな、なんてふと思って』

「……ふん……」

　クイーンは、口もとに笑みを浮うかべて、

「コードＣ、一六八Ｇ七三二Ｆ四〇三Ｋ七六五Ｎの地点を目指して微び速そく進行中、とだけ答えておきましょうか」

『いやぁ。助かったよ。ありがとう』

「こちらからも一つだけ質問」

『何？』

「何を、するつもりなの？」

『……いやぁ……恥はずかしい話だけど……』

　クイーンの問いに、ティモシーは、頭を搔かき搔き、

『家族とその友達に、ちょっと力を貸してもらうことになって』




「もうすぐ街が見える」

「……わかってるわよ……これでも……急いでるのよ……」

　イーザーの言葉に、肩かたで息をしながら答えたのは、遅おくれてついて来るレティシアだった。

　……というか、サミィたちの方が、かなりペースを落としているおかげで、レティシアもなんとかついて来ているのだが。

　普ふ段だんあまり体を使っていないアルデオに至っては、彼女のさらに後ろ。もはや口を開く力さえなさそうだった。

「……イーザー、今のうちにひと休みしましょう。

　目的地に着いたけど体力が尽つきた、なんてことになったら意味がないし、ここを越こえてから休きゆう憩けいするのは、発見される危険も高くなるわ」

「わかった。なら、休憩を取ろう」

　その宣言に、レティシアとアルデオは大きく息をついた。

　マリオネッツの拠きよ点てんの一つ──レグナード・シティからやや離はなれた、小さな岩山。

　サミィたち五人は今、そこにいた。

　別にゆっくりしていたつもりはないが、準備と、距きよ離りと、自動部隊の監かん視し網もうをくぐるのとで、結局ここにたどり着くまで、一週間ほどの時間を費やしている。

　もともと人の住む町だったレグナード・シティは、近くに宇宙港と、水源となる湖がある。

　──街のそばに湖があるのは、植民惑わく星せいではごく当たり前のことだった。入植前の惑星改造時、都市建設予定のポイント周辺に、水源確保のために湖を造つくっておくのである。むろんもとから湖があれば、それを利用することもあるが、ともあれ太陽系以外の星では、むしろ近くに湖がない都市の方が珍めずらしい。

　そういった地形を利用して、一同の立てた作戦は、こうである。

　二台の車で接近。ただしうかつに近づくと、探知・警けい戒かいされる危険が高くなるので、かなり離はなれた場所に車を停とめ、そこから岩山までは、途と中ちゆうの街で購こう入にゆうした自転車で移動。

　途中アルデオが、あんまりかっこ良くない、などと素直な感想を漏もらしたりもしたが、無動力──つまり、敵の広域熱源探査などに引っかかりにくく、それなりにスピードが出せるものといえば、やはりこのあたりしかない。

　岩山の、街から死角になる場所に着いた時点で自転車はその場に投とう棄き。

　山登りを開始して、現在に至る。

　岩山から降りて、馬ば鹿か正しよう直じきに街に近づいたのでは、当然、街周辺に張り巡めぐらされているはずの、マリオネッツ監かん視し網もうに引っかかる。

　そこで、岩山に隠かくれつつ湖に潜もぐり、水路を使って街の中に侵しん入にゆうする、というのがここから先の計画だった。

　指令ユニットを発見すれば、それを操作し、あたりのマリオネッツをある程度自由にできるはず。その操作には、やはりアルデオが適任。パスコードなどが存在した場合、勝手知ったる彼の方が、他の者たちより手早い操作ができるだろう。

　そういうことで、全員での行動となったのだが──

　やはり作戦行動中の、絶対的な体力の差は、どうしても出る。

　いつもと変わらぬ無表情の中にも、それでもどこか疲つかれの色を見せ、座って休むレティシアを目にして、サミィは二つの反する思いを同時に抱いだく。

　すなわち。優ゆう越えつ感かんと劣れつ等とう感かん。

　サミィがレティシアを、どうも苦手に感じてしまうその理由は、サミィ自身にもよくわかっている。

　レティシアが人間だから、である。自分たちと違ちがって。

　しかも彼女は、クロフトの社長の娘むすめだというのだ。

　サミィやイーザー、そしてメニィ。いずれもそのクロフトに、兵器として生み出された命。

　レティシアも、彼女たちのそんな生まれを知っている。

　その彼女がなぜ、サミィたちに混ざって、シェリフスターの実務部隊として動いているのか。サミィにはどうしてもわからない。

　監視役──というのなら、別に社長の娘などでなくてもよいはずなのだが。

　当人に聞くわけにもいかないし、聞いて本当の答えが返ってくるとも思えない。だからサミィは、彼女のことがどうにも苦手だった。

　そんなレティシアと常に行動を共にして、いつもにこにこ無意味な笑顔のメニィの神経も、理解し難いところがあるのだが。

　ともあれこうして、疲つかれた様子のレティシアを見ていると、勝った、という子供じみた優ゆう越えつ感かんと同時に、疲ひ労ろうなど感じてすらいない自分が人間ではないことを、あらためて思い知らされる。

　──いっそのこと、それこそ自動機たちみたいに、自我も何もなければ楽かもしれない──

　そんな馬ば鹿かな思いさえ、時々サミィの脳裏をよぎる。

　岩いわ陰かげで休むうち、レティシアやアルデオたちの顔からも、疲れの色は引きはじめ──

「少し様子を見てきた」

　しばし姿が見えなかったイーザーが、あっさり言って戻もどってきたのは、そんな時のことだった。

　どうやら一人で岩山を登り、街の様子を眺ながめてきたようである。

「……げ……元気ですね……」

　感心半分、呆あきれ半分で言うアルデオ。

　サミィ、イーザー、メニィの三人は、装そう備び品ひんの入った大きなケースを持って、ほとんど素す手でのレティシアや、完全に素手のアルデオよりも楽々移動して、疲れた様子も見せていないのだ。こいつら変だな、と思ってもいいところだが──

　そういったことには鈍にぶいのか、はたまた疲れのせいで頭が回っていないのか、アルデオが、それに気づいた様子はない。

　そのアルデオに向かってイーザーは、

「宇宙港には同型の大型航空機が並ならんでいる。おそらくあれが輸送メンテナンス機だろう」

「……たぶんそうでしょう。

　……どのタイプのマリオネッツを収容する『パペットボックス』も、外形は同じに設計してありますから。

　シャトルとして運用することも可能な機体で、マリオネッツ宇宙軍の艦かん艇ていにドッキングができるようになっています。

　……今にして思えば、他の星に侵しん攻こうする時、降下艇として利用するための規格ですね」

　言ってうなずくアルデオ。

「街と宇宙港の周辺各所には、以前聞いた警けい邏ら用ようと思われる自動機が配置されている。

　だが気になるのは、街のビルにはりついている、妙みような機体だ」

「──それか!?」

　イーザーの言葉にアルデオが声を上げた。

「メルキア軍移動司令部『ミストレイター』。

　ポピュラー……というほどではありませんが、昔むかしからある、有名な機体です。

　垂すい直ちよく離り着ちやく可能な航空機なのですが、市街の建物に変形展開して張りつき、その施し設せつから電力供給を受けながら、中・長期作戦の司令部となる機体です。

　建物に強制接続して……まあ、壁かべに穴を開けるんですが……建物の居住施設を利用することも可能です」

「ほとんど寄生虫ねー」

　サミィの失礼な発言に、しかしアルデオはうなずいて、

「ええ。さすがに『寄パラ生サイ虫ト』とは名付けなかったみたいですけど、ついた名が『宿ミスりトレ木イター』。

　似たようなものです。

　イメージはともかく、高度通信システムも当然装そう備びしていますから、まさに司令所としてはうってつけの機体です。

　戦いで壊こわれて投とう棄きされた機体に見せかけて、司令所として使っている、というのはあると思います。あとで僕も見てみますが……もし他に、変わった機体がないのなら……

　そこが、大規模司令所だという公算は高い！

　行ってみる価値はあると思います！」

「そうか」

「なら──そろそろ行く？」

　言って腰こしを上げたのはレティシアだった。

　アルデオに視線を投げかけて、

「行ける？」

「…………………………………………も……もちろんですよっ！」

　かなり長いためらいの後に、アルデオは、それでも腰を上げたのだった。




「主席！」

　ノックと声と、ドアの開く音とはほとんど同時だった。

「なんだ？」

　机で書類に目を通していたオルドリン主席は、秘書官の、らしくない慌あわてように、眉まゆをひそめた。

「これをご覧ください！」

　言って秘書官は、部屋の壁へき面めんに埋うめ込まれた、いつもは風景画が表示されているディスプレイを、ＴＶ画面に切り替かえる。

　そこでは──オルドリンの知っている男が演説を行っていた。

『……我々の盟と友もは、これは内乱だと言った。自らの手で決着をつけると。責任ある、立派な決断だ』

「……何だ……？」

　オルドリンは眉まゆをひそめた。

「ダリング大統領、マーカー＝フォンブラウンです」

　秘書官に説明されるまでもなく、そんなことはわかっている。

　十一光年の距きよ離りを置いた場所にある惑わく星せい国家、ダリング。マリオネッツ騒さわぎが起こった時には、まっ先に軍事協力を申し出た国だが──それ以前のメルキアとの関係は、おせじにもいいとは言えなかった。おそらく軍事支し援えんをして恩を売り、あとでいろいろと注文をつける腹づもりだったのだろう。オルドリンはそう読んでいた。

　他国の大統領は、画面の中で演説を続ける。

『だが！　事態はもはや、その域を過ぎた！　この映像を見てもらいたい！』

　同時に画面が切り替かわる。

　闇やみ。一角に碧あおい星。惑星ダリング周辺の映像である。

　その虚こ空くうの一角に、何かが映る。

　ふたたび画像が切り替わる。下に『拡大映像』のテロップ。

「──これは──!?」

　オルドリンは、思わず声を上げ、椅い子すから立ち上がっていた。

　映し出されたのは宇宙船のシルエット。それは何条ものビームを放ち──虚空から返された何条ものビームを受けて、爆ばく散さんした。

　画面はふたたび、演えん壇だんの大統領へと変わる。

『ご覧に入れたのは、本日、我がダリングの空域に侵しん入にゆうしてきた、メルキアの暴走自じ動どう艦かんが、ダリング守しゆ護ご艦隊に攻こう撃げきをしかけ、その反撃により爆ばく砕さいした時の映像である』

　そう。

　映し出された宇宙艦の色とシルエットは、たしかにマリオネッツ艦隊の巡じゆん洋よう艦かんクラスに酷こく似じしていた。

「馬ば鹿かな！　そんなはずがない！　まだ──！」

　言いかけて、オルドリンは口を閉ざす。

　──そういうことか──

　オルドリンはそのからくりを悟さとった。

　これは内乱。軍事干かん渉しようは不要。

　こちらがそう主張する限り、他の星はメルキアへの干渉ができない。

　だが、軍事干渉をやっていい口実があれば話は違ちがって来る。

　──宇宙船の外見を、マリオネッツ艦のそれに似せることなど、造ぞう作さもないことである。

　それを自動航行で動かし、あらかじめセットしておいた通りに発はつ砲ぽうするようにして、そこを軍が攻撃し、沈しずめる。

　その映像を撮さつ影えいし、ＴＶで流して、『マリオネッツが攻せめてきた』と言ってしまえば、大義名分は生まれるのだ。

　早い話がヤラセ──自じ作さく自じ演えんである。この星の、マリオネッツ暴走騒そう動どうと同じく。

　だが、そのからくりがわかったからといって、打つ手がないのは事実だった。

　まさか『あれは本当のマリオネッツじゃない！』などと声を大にするわけにはいかない。なぜそんなことがわかる、と問い返されれば、かなり困ったことになる。

　ＴＶの中、大統領の言葉が続く。

『これは我がダリングに対する、明確な敵対行こう為いである。

　暴走する機械たちからの、実質的な宣戦布告なのだ！

　ならば我々は今こそ立ち上がり、メルキアの盟友とともに──』

　──ザッ。

　突とつ如じよ、画面が乱れて消えた。

「どうした!?」

「……わ……わかりません！」

　問われて秘書官がうろたえる。

　──この時──

　すでに惑わく星せいメルキア周辺は、包囲したダリング艦かん隊たいが展開する、高出力Ｅ・Ｃ・Ｍに包まれていた。




　機械は驚きよう愕がくも動どう揺ようも知らない。

　惑星メルキア周辺宙域。

　いきなり周囲に、強力なＥ・Ｃ・Ｍを展開されたマリオネッツ艦かん隊たいは、しかしいつもと変わらぬ通り、プログラムによって示された行動に出る。

　まずは全艦、準じゆん攻こう撃げき態勢に移行。

　パトロール中の艦は、航路は変えぬまま、使えるセンサー類を動員してＥ・Ｃ・Ｍ発信源を特定。一定時間内に移動・接せつ触しよく及および撃破可能な位置にそれが存在すると予想される場合は、発信源撃破を優先。

　それに当てはまらぬ場合、巡じゆん回かい監かん視しを継けい続ぞく。

　敵を発見した場合、味方戦力を参照比ひ較かくして、撃破可能予想確率が一定値を越こえて高い場合は現行戦力で対応。

　逆に不利と思われる場合は、敵規模に見合った光学信しん号ごう弾だんを射出。敵戦力の規模に応じ、退たい却きやく、応戦を選せん択たくし、味方の援えん護ご艦隊との合流を待つ。

　この時。

　ある空域を巡回していたマリオネッツ艦は、出現した、光学探査で百を越えるダリング艦隊の姿に、冷静に、『敵戦力・極大』の信しん号ごう弾だんを射出した。




「急いで」

　言ってサミィが、装そう備び品ひんケースの中から取り出し、各人に配ったのは、一見大きなジャージにも似たシロモノだった。

　それが何か。どう使えばいいか。社員ではないアルデオも、一応レクチャーを受けていた。

　レグナード・シティからやや離はなれた岩山のふもと。湖のほとりに転がる岩いわ陰かげで、一行は、服や靴くつの上からそれをすっぽりと着込み、背中についているフードを頭にかぶる。

　かなりサイズがだぶだぶなので、服の上からでも何の問題もない。

　後に、腰こしのベルトを締め、バックルについたスイッチをひと押おし。

　服の繊せん維いに走った、ある周波数の微び弱じやく電流に反応し、繊維が収縮。服の上から身を包む、簡易潜ウエ水ツト・服スーツとなる。

　服の上からとはいえ、場所によって密着度に変化を持たせてあるせいで、へたなウェット・スーツよりもよほど動きやすい。

「……これ……」

　つぶやくアルデオに、サミィはちょっと得意げに、

「どう。結構悪くないでしょ？」

「……機能はとにかく……かっこ悪」

「やかまし」

　どうやらその点はサミィも気にはしていたらしく、視線をそらしてアルデオの意見を封ふう殺さつする。

　服の上から着られるということは、当然内部への浸しん水すいはないのだろう。その前提で、この動きのよさと圧あつ迫ぱく感かんのなさは、確かに画期的である。

　だが。

　任務優先、すなわち視認しにくい黒一色の色は、地味なことこの上ない。

　プロポーションのいい人間が素す肌はだの上に着るのなら、それなりに見られるのかもしれないが、服の上から装そう着ちやくすると、どうしても、やたらとごわごわした外見になる。

　その姿は正直言って、黒いポリ袋ぶくろを巻き付けているようにも見えなくはない。

「とにかく、行くわよ」

　やや不ふ機き嫌げんに言いながら、サミィは小型の酸素オキシマスクを配る。

　鼻と口のあたりを覆おおう程度の小さなマスクだが、装そう着ちやくして、口にあたる場所のスイッチをくわえると、超ちよう小こ型がたボンベから空気が発生。むろんそう長い時間は持たないが、潜もぐって街の中に突とつ入にゆうする程度の時間は持つ。

「私が先頭を行く」
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　装そう備びケースを閉じながらイーザーが言う。

　そのかたわらには肉厚の刀。

　凶きよう悪あくかつ原始的な道具にしか見えないが、刃はの部分は鋼はがねをも切り裂さく分ぶん子し振しん動どうブレードになっている。

「取水口を塞ふさいでいるはずの鉄てつ柵さく等は私が除去する」

「じゃ、あたし、レティ連れて行く～」

　さすがに声は低くして──だがやはり陽気、というより脳天気な口調で言うと、メニィは、レティシアの肩かたを、ぽんっ、と叩たたき、

「だから、こわくないよ。レティ」

「……誰だれがいつ、怖こわがっている、なんて言ったのよ。

　というかむしろ、あなたにエスコートされる方が不安を感じるんだけど」

　言う彼女の顔色は、しかし実際、多少青かったりするのだが。

　少なくともサミィは、レティシアは水が苦手、などという話は聞いてないのだが。

「え？　ひょっとして泳げないんですかレティシアさん!?」

　──ぴくっ！

　アルデオの、どこか優ゆう越えつ感かんさえこもる声に、レティシアは片方の眉まゆをわずかにはね上げて、

「違ちがうわよ。この子が余計なことを言っただけ」

　言ってメニィの首を、ぐぃむっ、と抱かかえ込む。

「さ、馬ば鹿か言ってないで。準備ができたらさっさと行くわよ」

　結局、レティシアに促うながされる形で──

　五人は水の中へと潜もぐり込んだ。




「メルキア自マリ動オネツ艦ツ・フ隊リート、前方に集結・展開。光学探査による確認では現数九十以上。なおも集結中」

「全艦、艦かん砲ぽう射しや撃げき及および対空射撃準備」

　ダリング軍旗艦『エキドナ』のブリッジで。

　オペレーターたちの報告を受け、艦隊司令官、ギュンター＝ローンハルト中将は命令を下した。

　戦いは、久しぶりだ。若い時に参戦した、ダリングの独立戦争以来である。

　戦争好きのつもりはないが、血が騒さわぐのは抑おさえられない。

　とはいえ正直、面白くない部分もあった。

　ダリングの正規艦隊にくっついて来ているコブの存在ことである。

　大統領のフォンブラウンは、兵器産業と強力なコネを持っている。名を言えば誰だれでも知っている、クロフト・カンパニーである。

　それが今回、『人道的見地から』一部兵器を供出してくれた、というのだ。

　兵器に人道的も何もあったものではないような気はするが、まあ今回に関して言えば、相手は自動機械である。

　ダリングの主力艦隊百五十隻せきにくわえて、クロフトが供出したのは、現在各所に展開している、高出力Ｅ・Ｃ・Ｍ艦が五十隻。主力艦隊に同行する特とく殊しゆ対空艦三十隻。

　ただし当然、贈ぞう与よではなく一時貸出。各艦の艦長はダリング軍人から選出しているが、操作はすべてクロフト社が送ってきたメンバーである。

　まあ、それはいいとしよう。

　だが気になるのは、クロフトが、兵器供出の交こう換かん条件として、艦隊への随ずい行こう依い頼らいをしてきた十隻の不明艦。

　これに関しては艦長もクロフトからの選出スタッフ。駆く逐ちく艦かんとおぼしき小型艦で、一体どういう艦なのかは、司令官たるギュンターにさえ知らされていない。

　とにかく連れてゆけ。詮せん索さくはするな。この十隻が何をしようと阻そ害がいするな。

　上からはそう命令を受けている。

　言われれば従う。軍とはそういうものであり、ギュンターは軍人なのだから。

　だがむろん、そんなものが自分の指揮する艦隊の中に混じっていて、気分のいいわけはない。

　面白くない理由はもう一つ。

　実は、序じよ盤ばんの作戦行動も、上から指示を受けているのだ。

　曰いわく。最初は艦かん載さい機きを発進させるな。敵艦載機の接近を待ち、対空艦でその戦力を削けずった後に本格的攻こう撃げきを開始しろ。

　無人機とこちらの有人機では、柔じゆう軟なん性せいにおいてはこちらの方が上だが、機動性においてはあちらが上。まともに当たれば、こちらにも相当の被ひ害がいが出るだろう。それくらいのことはギュンターにもわかっている。

　だが──

　対空艦で敵戦力を削れ、というその命令は、すなわち、クロフトの供出した兵器に頼たよれ、という意味でもある。

　当然面白いわけはない。

　しかし命令は命令だし、戦争は、面白い面白くないで行うものではない。

　序盤の命令は守る。しかし、あとは自分の流りゆう儀ぎでやらせてもらう。

「敵艦隊より艦載機多数発進！　推定数約三百！」

「全艦、回かい避ひ行動を取りつつ接近！　艦隊前方に対空艦を展開！　対空迎げい撃げき戦せん用意！

　空母は艦隊後方に！　戦せん闘とう艦載機部隊はいつでも出られるようにしておけ！」

　指令は光レーザー通信で、瞬しゆん時じに各艦に通達され、艦隊はその姿を変える。

「敵艦隊、発はつ砲ぽう！」

　ひときわ響ひびくオペレーターの声。

　無数の光条ひかりが闇やみを裂さき、味方艦隊に降りそそぐ！

「──指令！」

「慌あわてるな」

　ギュンターの声は冷静そのもの。

「攪かく乱らん目的の援えん護ご射撃だ。よほど運が悪くなければ当たりはせん」

　さらに光は降り続き、艦隊同士の距きよ離りは近くなる。しかしギュンターの言う通り、敵の砲撃は当たらない。何隻かが船体をかすめられた、その程度。

「──そろそろか──

　全砲門、敵空母を中心目標に砲撃開始！」

「了りよう解かい！　敵空母を中心目標に砲撃開始！」

　オペレーターの復ふく唱しようとともに、各艦の砲座が火を噴ふく。

　宇宙の一角が、その明るさを増した。

　砲撃手たちは、耐たえてたまったストレスを吐はき出すかのように撃うち続ける。

　艦船数は、今はこちらが上である。自動艦に当たっている率はそれほど高くないのだが、その前に展開し、向かい来るマリオネッツ艦載機群のうち、運の悪いものがいくつか、光の槍やりを浴びて、闇にひろがる閃せん光こうの華はなと化す。

「敵てき艦かん載さい機き群ぐん、対たい空くう砲ほう光学射程内突とつ入にゆうまであと……十！」

　オペレーターの声が響ひびく。

「五・四・三・二……」

　カウントをいまだわずかに残して。

　無数の光が虚こ空くうを彩いろどる。

　前列に展開した対空艦隊が、勝手に発はつ砲ぽうしたのだ。

　──やはり素人しろうとの乗員。恐きよう怖ふに耐たえかねて発砲したか──

　思ったギュンターが、叱しつ責せきの声を上げようとした、その時。

　前方に、無数の光の華はなが開いた。

「……て……敵艦載機に多数命中！」

　驚きよう愕がくの悲鳴に近いオペレーターの声。

　──な……!?

　ギュンターも、思わず一いつ瞬しゆん、呆ぼう然ぜんとなる。

　まともではない命中率。

　クロフトのスタッフは、たしか『ビースト』級と呼んでいたか。艦体の全身に、『ビーストファング』と呼ばれる白い牙きばを生やした、対空艦の異様な姿を、ギュンターは一瞬思い浮うかべていた。

　なるほど。確かにこの威い力りよくなら、この作戦もうなずける。

　驚おどろいたのはわずかに刹せつ那な。すぐさま彼は自分を取り戻もどし、

「全艦、対空砲発射！」

「……ぜ……全艦対空砲発射！」

　言われてオペレーターも我に返り、命令を復ふく唱しようする。

「続いて空母より戦せん闘とう機き部隊発進！　まずは艦隊周辺の敵戦闘機の駆く除じよに当たれ！　対空砲！　間ま違ちがって味方に当てるなよ！」

　メルキアから、さほど遠くない空域で。

　光がもたらす滅ほろびの応おう酬しゆうは、その激はげしさを増してゆく。




「……さーて……問題はここからね」

　地下の巨きよ大だいな浄じよう水すい池ち。

　そのほとりに今、サミィたちはいた。

　湖の取水口からここまでは、何の問題もなく来ることはできた。アルデオの話によれば、水中警けい戒かい用ようのマリオネッツは現在存在していないはずだから、これはまあ、当然と言えば当然だった。

　ウェット・スーツを脱ぬぎ、浄じよう水すい場じようのあちこちを、全員でしばし探たん索さくした後。

　サミィは、浄水場の管理室に一同を集め、装そう備びのハンディ・パソコンに、この街の平面図を映す。

「ここが、今あたしたちのいる浄水場」

　一点を青くマークし、マップの縮尺を切り替かえる。

　別の、すでに赤くマークされた一点が、画面の端はしに現れた。

「で、ここが目標」

　岩山の上から確認した例の指令機──『ミストレイター』が、その機体をはりつけている建物、第二警察病院。

　当然、街が自動部隊に占せん拠きよされた今は無人だろう。

　いるとすればそれは、マリオネッツに指示を下している人間、ということになる。

　縮尺からして二点はかなり離はなれていた。

　地上から近づくのは論外。

　おそらく地上うえは、マリオネッツが巡じゆん回かいしているはず。見つかれば敵が押おし寄せて来る。

　戦せん闘とうになれば、数で勝る敵に対して勝ち目はない。

　今回、『ドラグゥーン』や『ワイヴァーン』にパワード・スーツがあるにもかかわらず、それを持ってこなかったのは、ひとえに発見されにくさに重点を置いたからに他ならない。

　それに万一発見された時、あまり重じゆう武ぶ装そうをしすぎていない方が、切り抜ぬけられる可能性がかえって大きいということは、イーザーの体験と、プログラムに携たずさわったアルデオの証言からもわかる。

　それにもし、マリオネッツ部隊と戦い、勝ち進み続けたとしても、『ミストレイター』は本来航空機なのだ。追いつめたはいいが、目の前で飛んで逃にげられました、では話にならない。

　となればおのずから作戦は決まってくる。地下の水路などから病院に侵しん入にゆう。『ミストレイター』に急きゆう襲しゆうをかけ、逃げる間を与あたえず奪だつ取しゆするしかない。

　だが。

「この街の地下水路、及および通信・電源等の地下ケーブルメンテナンス通路のデータはなし。

　ここまで来れば、コンピューターに、水路のデータくらいはあるかと思ったけど……今アルデオに確認してもらったら、残念ながらここの端たん末まつは故こ障しよう中ちゆう。当然データ呼び出しも無理」

　街そのもののマップデータを手に入れるのは苦労しない。コンピューターで、観光センターなどにアクセスすればいいだけなのだから。

　しかし、地下ライフライン施し設せつの図面となると話は別。犯はん罪ざいやテロ防止のため、一いつ般ぱんに公開されてはいないのだ。

「となると残る手段は……あれよっ！」

　言ってサミィは、部屋の壁かべを、びっ！　と指さす。

　そこには──

　アクリル・プレートに描えがかれた、水路の概がい略りやく図ず。

　詳しよう細さい図ずではない。あくまで概略図。縮尺もなければ地上のどこに出るのかも記されておらず、ただ無機質な管理番号がふってあるのみ。

「あれと、この街の地図をつき合わせて、病院の下に出るには、どこの水路をどう行けばいいのか推測して進む」

「……もう少しマシな手はないの？」

　さすがに不満げに言うレティシアに、しかしサミィは即そく座ざに、

「もう少しマシな手があると思う？」

「………………」

　問い返されてレティシアも沈ちん黙もくした。

　確かに。あればそちらの手を使う。

「……さてと……現在地がここで目標がここだから……」

　全員が、マップと壁かべの略図とを、しばし交こう互ごに見やり──

「六Ｃ─十五あたり？」

「いや、五Ｃ─十五だ」

「んとね、じゃ、あたし、七Ｃ─二十」

「これじゃないの？　十二Ｂ─二十三」

「それなら三Ｄ─七っていうのもありなんじゃないでしょうか」

　……意見はしばらくまとまりそうにもなかった。




　序じよ盤ばんにおいて、艦かん載さい機き戦力に痛手をこうむったマリオネッツ艦隊は、じわじわと圧おされつつあった。

　戦力の集結がままならないのも、圧されている要因の一つだっただろう。

　むろんダリング艦隊の方にも被ひ害がいは出ているのだが、いまだ乗員たちの士気は高い。

　マリオネッツ艦隊の中央に穴が開き始め──やがて艦隊は左右に割れた。

　瞬しゆん間かん。

「後方より僚りよう艦かん十隻せき加速、突とつ出しゆつ！」

　オペレーターの声が『エキドナ』のブリッジに響ひびいた。

「例の、クロフトの随ずい行こう艦かんです！」

　──止めろ──

　喉のど元もとまで出かかった言葉を、ギュンターは飲み込んだ。

　無茶である。それに、こういった勝手なことを許すと、味方全体の士気に関わる。

　とはいえ──ゲスト艦の性格を考えると、たとえギュンターがどう命じたところで、彼らを止めることはできないだろう。むろん命令無視、という形になれば、やはり全体の士気は低下する。

　フォローの方法はただ一つ。

「全ぜん艦かんに通達！　特命により特とく殊しゆ艦かんが進行する！　援えん護ご砲ほう撃げきを行え！　近くの艦かん載さい機き部隊は特殊艦の敵戦線突とつ破ぱまで援護！」

　つまり──それが、最初からの予定であったかのようにふるまうこと。

　正体不明の宇宙艦は、途と中ちゆうでうち二隻せきを撃げき沈ちんされながら、それでも、マリオネッツ艦隊の間を突破した。




　……ごっ……と……

　風にかすかに流れたのは、重いものがそっと動く音。

　沈ちん黙もく。しばし風が鳴る。

　もしそこを注目する者がいたとしたら、わずかに開いたマンホールの隙すき間まから伸のびる、ネズミのシッポのようなものを見ただろう。

　それは、まさにシッポを振ふるように、しばしひょこひょこと動いてから、ふたたび隙間の奥おくへと消えた。

　やがて。

　マンホールのフタはそろそろと持ち上がり、横へとずれて──

　奈な落らくへと開いた穴から這はい出したのは、まず、イーザー。

　さきほどの物体は、むろんネズミのシッポなどではない。外の安全を確かめるために覗のぞかせた、光フア学イバ繊ーケ維ーブルカメラの先せん端たんである。

　病院の一角にある、小さな中庭。

　一同は、何度か間ま違ちがった場所に出ながらも、それでもようやく目的の場所にたどり着いていた。

　陽もろくに当たらぬ小さな空間。街から人が消え、手入れする者がいなくなったせいか、あたりには雑草がしょぼしょぼと生えている。

　先に確認した通り、あたりに自動機たちの姿はない。

　この街でも、やはりマリオネッツ軍との戦いはあったらしく、あちこちにその跡あとが残っていた。中庭に面した窓も、ほとんどが割れ砕くだけている。そんなうちの一つから、イーザーは建物の中に飛び込んだ。

　……じゃりっ……

　靴くつが、廊ろう下かに散ったガラス片を踏ふむ小さな音。

　周囲を確認し、一同に手で合図する。

　どこに自動機たちがいるかわからない。ここからは一同、無言である。

　電でん灯とうの消えた薄うす暗ぐらい廊下を進み、やがてその角に来ると、先頭のイーザーが足を止める。

　ファイバーケーブルカメラを使って、その先を確認。

　映ったのは──廊ろう下かの先に佇たたずむ白銀色の影かげ。

　ちょうど大人おとなの背せ丈たけほど。耐たいレーザーコート処理が施ほどこされたのっぺりとした機体、顔の高さに設置されたカメラアイは、ステロタイプのシーツの幽ゆう霊れいを想おもわせる。

　警けい邏ら用ようマリオネッツ『ラウンドゴースト』。高い対人認識能力とセンサー機能を誇ほこる機体で、火力は低いが、人間相手なら十分な装そう備びが施されている。

　後ろの一同に、手で『待て』の合図。しばしその動きを観察し、姿が見えなくなってから、さらにしばし待って──

　手で合図。全員で廊下を突つっ切る。

　目標は四階。アルデオの話によれば、そこに、建物と目標──『ミストレイター』とをつなぐハッチがあるはずだった。

　当然それは、機体内部からしか開かないだろうが、分ぶん子し振しん動どうブレードで切り裂さき、無理矢理こじ開ける予定だった。一いつ旦たん中に入ってしまえばこちらのもののはず。

　足音を殺し、階段を駆かけ上る。一階から二階へ。二階から──

　三階へと続く踊おどり場ばは、崩くずれた瓦が礫れきに埋うまり、通れない。迂う回かいするべく一同は、長い廊下を駆け抜ぬけて──

　だが。

　彼らがその端はしにたどり着くより早く。そこから姿を現したのは、『ラウンドゴースト』タイプの一機！

　出会い頭で、隠かくれようもない。

「発見された!?」

　声と同時に、サミィの放ったビームの一条は、何をする間すら与あたえず『ラウンドゴースト』のボディを貫つらぬいていた。

　とはいえ今ので、仲間に連れん絡らくされたのは間ま違ちがいない。

　こうなれば──

「一気に行くぞ！　サミィ！」

　言ってイーザーは、そばにある割れた窓から半身を乗り出し、左手を窓まど枠わくにかけ、横に伸のばした右手のひらを虚こ空くうに構える。

「りょーかいっ！」

　その意図を瞬しゆん時じに察し、答えると、サミィはイーザーに向かってダッシュ。床ゆかを蹴けり、窓から虚空へと飛び出す！

　イーザーの右手のひらを蹴って上へ！

　ビーム・ガンを持たない方の左手で、三階の窓枠を摑つかみ、強ごう引いんに体を引き寄せる。

　──たんっ！

　その足が三階廊ろう下かの床ゆかを踏ふむ。

　腰こしまわりにあるベルトの、デザインにしか見えない余よ剰じよう部分を手早く外し、片方のフックを窓まど枠わくに固定。スイッチを入れれば、窓の外に垂らしたベルトは伸のびてワイヤー・ロープに。

　それを摑つかんでひとたぐり。イーザーも上がって来る。

　廊下の端はしに出現する『ラウンドゴースト』、その数二機。だがこれも、瞬しゆん時じにサミィのビームガンが葬ほうむる。

「さすがにこのあたりになると、ちゃんと警備してるわねっ！」

　言いながらビーム・ガンをイーザーに投げ渡わたし、今度はサミィが窓から乗り出し、足場の役を。

　同じ要領で四階へ。サミィが廊下を踏んだ時には、出現した自動機数機を、すでにイーザーが葬り去ったあとだった。

　ワイヤー・ロープには巻き上げ機能もついている。他の三人もすぐあとから来るだろうが、待っている時間はない。『ミストレイター』の離り陸りくにどれくらいの時間がかかるのかは知らないが、ゆっくりしていられないことだけは確かである。

　場所の見当はついている。二人はそちらを目ざしてただ、廊下を駆かけた。




　メルキア宙域での戦いは、長期化の様相を呈ていしていた。

　序じよ盤ばんにおいて、ダリング艦かん隊たいはマリオネッツ艦隊にかなりのダメージを与あたえていた。

　だがマリオネッツ艦隊は、体勢をたてなおすために一いつ旦たん退たい却きやく。メルキアの月のうち一つ──彼らの拠きよ点てん周辺に展開した。

　ダリング艦隊司令、ギュンターは、これは誘さそいであり伏ふく兵へい部隊が存在すると判断。迂う闊かつな接近を避さけて、周辺空域の探たん索さくを開始した。

　一方──

　クロフトの用意した小型艦は、さらに一隻せき数を減らし、七隻となりながらも、惑わく星せいメルキアへと接近していた。

　そして──

　ぱっくりと、その船体各部が口を開ける。

　そこから吐はき出されたのは何機ものシャトル。

　それらは群を成し、メルキアへと降下していった。




「えっと、じゃあ、先に行くね」

　言って、サミィたちの残したワイヤーにとりついたのはメニィだった。

　銃じゆうを持っていない方の片手でワイヤーを摑つかみ、ひと引きで上へと跳とぶ。

「……す……凄すごっ！」

　残されたアルデオは、それを啞あ然ぜんと眺ながめ、残ったもう一人──レティシアに、
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「……何者ですかあなたたち……凄すぎなんですけど……」

「こう見えてもプロだから。

　ワイヤーの巻き上げ方法を説明するわ。よく聞いて」

　彼女はさらりと話題をそらし、道具の説明を開始した。

　一方、三階へと先着したメニィの前に、『ラウンドゴースト』が一機姿を現した。だがそれは何をする間もなく、メニィの放つ一いち撃げきの前に沈ちん黙もくした。

　自動機たちの出現と攻撃は、多分に散発的だった。こちらをただの人間と、甘あまく判断している部分もあるのだろうが。

　二階から、アルデオが、続いてレティシアがやって来る。

「じゃ、今度はレティ、先におねがい」

「……何であなたが仕切ってるのよ」

　言いながらも、四階へと続くワイヤーにとりすがるレティシア。

　そのあとにアルデオが続き、メニィも移動をしようとしたその時。

　長い廊ろう下かの両端に一機ずつ。『ラウンドゴースト』タイプが出現した。

　挟きよう撃げき。たとえ片方を倒たおされても、もう片方が目標を撃破する。

　だがメニィに、動どう揺ようの色は微み塵じんもない。

　言動のせいで妙みように子供っぽく見えるが、やはり彼女とて、戦うために造つくられた命。

　自動機のはさみうちを察すると同時に、横に跳とびつつ、正面の一機に向かって引き金を引く。

　同時に、後ろの一機が放ったビームは、少女の右肩かた口ぐちを灼やいた。

　繊せん維いと、肉の焦こげるにおい。

　しかし彼女は表情を変えることすらなく、ふり向きざまに、手にしたビームガンを発射。

　一いち撃げきは、その片方も葬ほうむり去る。

　両機が活動停止したことを確かめると、メニィはふたたびワイヤーを摑つかんで一気に上へ。

　そこに待つのはレティシアとアルデオ。サミィとイーザーはすでに先行したらしい。

「あっちよ」

　レティシアの先導で、三人も廊ろう下かを駆かける。

　角を曲がった先には、窓を覆おおう大きな影かげ。建物に張りついた『ミストレイター』の機体である。

　すこし先の壁へき面めんに、大きな穴があいていた。といっても爆ばく発はつなどでできたものではなく、何かを使って四角くきれいに開けられている。

　おそらくそこが、接続部。

　まず最初にレティシアが飛び込み──

　出で迎むかえたのは、イーザーが構えた銃じゆう口こう。

「あたしたちよ」

　動どう揺ようもなく言って奥おくに。アルデオ、メニィがあとに続き、イーザーは入り口の警けい戒かい。

　細い通路を通り、ドアをくぐったその先。

　司令所とおぼしき場所のただ中で、サミィが一人、とまどい顔で佇たたずんでいた。

　理由は、聞くまでもない。

「……これは……！」

　あたりを見回し、アルデオがつぶやいた。

　割れて砕くだけたディスプレイ。コントロール・パネルを斜ななめによぎるのは、おそらくビームが薙ないだ跡あと。

　戦せん闘とうがあったのだ。ここで。

　となれば当然──ここがマリオネッツの司令部であるはずもない。

「……じゃあ……！　これは……！」

「どうやら本当に、正規軍が、戦いの時に放ほう棄きした機体だったようね」

　アルデオのつぶやきに言うレティシア。

「なら本当の司令部は!?」

　悲鳴に近いアルデオの問い。

　彼が岩山から街を見た限りでは、これ以外に見慣れない機体はなかった。だがここが司令部でないというのなら──

「とにかく一いつ旦たん退たい却きやくよ！　こんなところで話し込んでたら追いつめられるだけよ！」

　サミィの意見に、異議のある者がいるはずもない。一同はもときた道をゆく。

「イーザー！　ハズレよ！　一旦退却！」

「了りよう解かいした」

　廊ろう下かの端はしに現れる自動機たちを射うち倒たおし続けていたイーザーは、その狙ねらいを、転がった機体に移して一いち撃げきを放つ。

　アルデオから聞いた話によれば、そこには対人グレネード弾だんが内蔵されているはずだった。

　それが。

　ドドドォオンッ！

　そばに倒れていた機体を巻き込み、誘ゆう爆ばくする。

　爆発は、近くの壁かべをうち崩くずし、廊下を塞ふさいで、自動機たちがやって来るのを妨ぼう害がいするバリケードとなった。

「今のうちだ」

　イーザーがアルデオを、メニィがレティシアを抱かかえ、さきほど引っかけたワイヤー・ロープを使い、四階から三階、三階から二階へと移動し、そこから先は直接地面に飛び降りる。

　サミィもまた、自動部隊の動きを警けい戒かいしつつ地上へと。

　降りる途と中ちゆう──サミィの目に、その先にある宇宙港の様子が、建ち並ならぶビルとビルとのすき間から一いつ瞬しゆん見えた。

　アルデオが『パペットボックス』と呼んでいたシャトルたちの一部が、動いている。

　──ちょっと噓うそでしょ!?　たった五人におおげさな──

　胸の裡うちで毒づいて──

「──！」

　その瞬しゆん間かん。

　ある考えが、サミィの脳裏に閃ひらめいた。

「サミィ！」

　前の方からイーザーの声。見つけたマンホールのフタをこじ開け、皆は中へと入ってゆく。

　サミィも飛び込み、フタを閉め、下水道横の通路へと降りた。

「……どうやら出直した方が……」

「待って！」

　レティシアに待ったをかけたのはサミィだった。

「さっき、宇宙港が、ちらっ、と見えて……

　あの、『パペットボックス』とかいうのがいっぱい並んでて、それの一部が動いてたのよ」

「うそでしょう!?　まさか僕たちだけのために!?」

　アルデオの声はとりあえず無視して、サミィは先を続けた。

「──それで、ふと思ったのよ。

　本当の指令機は、あの中に混じってるんじゃあないか、って」

「──あ！」

　アルデオが思わず声を上げる。

「なるほど。木の葉を隠かくすには森の中、ね」

　と、納なつ得とく顔がおのレティシア。

　あれは、他た惑わく星せいへの侵しん攻こうを前提として造つくられた機体ではないか。アルデオはそう仮説を立てた。

　もしもそうならば、その司令部となる機体も当然、大たい気き圏けん突とつ入にゆう能力を備えているはず。

　しかし、目立ってまっ先に敵に狙ねらわれたのでは話にならない。ならば他の機体と同じ外見にすればいいだけのこと。

「……それはたしかに……可能性はあると思いますけど……やっぱり今回も見当違ちがいかもしれませんよ……」

　と、アルデオ。さきほどのハズレと、体力の消しよう耗もうとで、だいぶ弱気が入ってきている。

「かもしれないわね。

　けど、戦いで一〇〇パーセントの保証なんていうものはないわ。

　必要なのは『確実な証明』ではなく、『読み』と『実行力』よ」

　こちらも疲つかれていないはずはないのだが、それを無表情の奥おくに隠して言うレティシア。

　アルデオはやはり弱気に、

「それは……たぶん、そうなんでしょうけれど……

　もしその仮説が正しかったとしても……問題は、外見が全く同じ『パペットボックス』の群の中から、どうやってその一機を探し出すか、です。

　まさか全部の扉とびらをノックして回るわけにもいきませんよ」

「誰だれかが操っているのなら、簡単だ」

　と、今度はイーザー。

「見たところ、あの機体のコックピットには窓がある」

「ええ。有人機、無人機、双そう方ほうとしての運用も可、という前提での設計ですから。有人で運用する場合のことを考えて、窓がつけてあるんだと思いますが」

　あの離はなれた岩山からそこまで見えたのか？　などと思いつつも、アルデオは言う。

「なら、中に人ひと影かげが見える機体、あるいは中が見えないように、窓にシャッターが降りている機体を当たればいい」

「……人影……って、見えるんですか!?　そんなもの？」

「見える」

　アルデオの問いに、シンプルに答えるイーザー。

　こうあっさりと断言されては、アルデオも黙だまるしかない。

　次いでレティシアが、

「宇宙港を目ざすのは悪くないわ。

　もしそこに指令機がなかったとしても、『パペットボックス』の一機を奪うばって、そのまま逃にげる、という選せん択たく肢しもあるわ。

　少なくともその機体なら、自動機たちは、味方と認識するはずよ。おそらく攻こう撃げきはされないわ。燃料や装そう備びが十分なら、そのまま大たい気き圏けん突とつ破ぱして、メルキアから離り脱だつすることも可能かもしれないわ」

「……ちょっ……！　ちょっと待ってよレティシア！　それって、あとのこと全部ほったらかしにして、あたしたちだけ逃げるってこと!?」

「あたしたちは万能じゃないわ。他に実行可能でもベっタとーいいな手段があるなら教えて」

　サミィとレティシア、二人の視線がぶつかり──

「議論は後だ」

　会話をうち切ったのはイーザーの声。

「奴やつらが上に来ている。宇宙港に向かうことは決定。今はとにかくここを離はなれる。いいな」

「でも、ここから宇宙港って、どっち……」

　アルデオの言葉を遮さえぎって。

　じゃっ！

　赤光が、下水道の闇やみを裂さく！

　ががらんっ！

　後ろに響ひびいたのは、一同が降りてきたマンホールのフタ。

　ビームでまっ二つに断たたれたうちのその片方だった。

「とにかくゴーっ！」

　サミィの合図に駆かけ出す一同。

「道はカンで行くしかないわねっ！」

「はーい！　カンで行くー！」

　サミィの言葉に返ってきたのは、先頭を行くメニィの、無意味に元気な声。

　全員の胸を不安がよぎる。

　だが立ち止まっている場合ではない。

　がぢゃっ！　がじゃがじゃがぢゃっ！

　鋼はがねの音を響かせて。

　闇の中に降りてきたのは、無数の『ビットスパイダー』たちだった。







　レグナード・シティに駐ちゆう留りゆうするマリオネッツ部隊は、一気にその慌あわただしさを増ましていた。

　市街中央部に、人間を発見したのは、病院を巡じゆん回かいしていた『ラウンドゴースト』の一機だった。

　この街の生存者だとは考えにくい。となれば地下を通ってきた、外部からの侵しん入にゆう者しやだろうが、その目的は不明である。

　即そく座ざに周辺にいた『ラウンドゴースト』たちが集結。だが侵入者は武ぶ装そうしており、交戦の結果、『ラウンドゴースト』隊の方に、一方的な被ひ害がいが出ただけ。

　現在、目標は下水道に逃とう走そう。『ハウンドビートル』とそのオプション、狭きよう所しよ探たん索さく機き『ビットスパイダー』を多数、追つい跡せきと殲せん滅めつに向かわせている。

　──こちらの方は、まあ、あまり問題ない。

　武装しているとはいえ、相手は生身の人間。確認されている限りでは五名。

　万一逃にがしたとしても、知れている。

　だが。

　問題なのは別の方。

　レーダーが、この街へと向かう、いくつもの機き影えいを捕とらえたのだ。

　メルキア正規軍ではない。

　メルキア宙域に、ダリング艦かん隊たいが出現し、マリオネッツ艦隊に対して攻こう撃げきをしかけた、という情報は届とどいていた。ならばこれは──大たい気き圏けんに突とつ入にゆうしてきた、ダリング軍のシャトルだという公算が大きい。

　即そく座ざに、戦せん闘とう機きタイプ、マリオネッツの発進準備にとりかかる。

『パペットボックス』の一部が移動。その腹部が展開し、内部に収容されていた『ヒートファルコン』タイプを滑かつ走そう路ろの上に送り出す。

　接近中の機体は約三十。

　こちらからはまず第一陣じん、五十機の『ヒートファルコン』が大空へと舞まい上がった。




　はるか後ろに、赤い光。

　いくつも輝かがやくそれは、獲え物ものを狙ねらう獣けものの瞳ひとみにも似て。

「来る！」

　肩かた越ごしにふり向いた、アルデオの声には不安の色。

「来させないっ！」

　最さい後こう尾びのサミィは、吠ほえて、ふり向きざまに、ビームを撃うち放つ。

　手ごたえあり。だが、赤い光の数が減ったようには見えない。

「サミィ！　こっちへ！　足場を！」

　前からはレティシアの声。メニィのカン頼だよりの一行は、下水道の支流を曲がり、大きな主流へと向かう。

　サミィは手持ちのグレネードを、二つ三つ、足下に置き、一同のあとに続いて角を曲がった。

　どぐがぁぉぁぉぁんっ！

　反はん響きようしまくる爆ばく発はつ音おん。

　今のでたぶん足場は崩くずれ、水中に没ぼつしたはず。さして大きくもないクモたちに、そこを渡わたる手段はおそらく──

「無む駄だですよ！　あいつら防水ですから！」

『先に言って！』

　アルデオの指し摘てきに、サミィとレティシアの声がハモった。

　その時。

　じゃじゃじゃっ！

　闇やみを、赤光が縦横に薙ないだ。続いて──

　どがかがらがらがらがらっ！

　崩れ落ちたのは下水の天てん井じよう。

　そしてそこに──

　ばぢゃっ！




　子グモたちから位置を知らされ。アスファルトと、下水の天井を切り裂さいて。

　水の中へと降り立ったのは、鉄の甲こう虫ちゆう、『ハウンドビートル』たちだった。




　空中へと舞まい上がった『ヒートファルコン』部隊第一陣じんは、ほどなく、接近中の航空機部隊と接せつ触しよくした。

　だが、マリオネッツ部隊が攻こう撃げきを開始するより早く。

　動いたのは、侵しん入にゆう機きの方だった。

　前衛にいる機体の一部が開放され、そこから、何かが空中へと射出された。

『ヒートファルコン』のセンサーは、それの正体を瞬しゆん時じに判別していた。

　すなわち──パワード・スーツの群れ。

　空中降下用に、滑かつ空くう翼よくと小型のジェットエンジンを装そう備びしている。

　そうと認識した時には、シャトル前衛部隊の外装が展開し、無数の小型ロケット弾だんを、『ヒートファルコン』に向かって撃うち出していた！

　空に閃ひらめく無数の爆ばく光こう。

　五十機いた『ヒートファルコン』第一陣のうち、四機が今ので撃げき墜つい。七機が小破。

　だが、ロケット弾だんの爆ばく光こうも消えやらぬそのうちに。

　射出されたパワード・スーツの群が、その腕うでに内蔵されたビーム・バルカンを、『ヒートファルコン』編隊に向かって雨と解き放つ。

　先頭のシャトル隊は、パワード・スーツとロケットすべてを一気に吐はき出して、身軽になると、即そく座ざに急きゆう上じよう昇しよう。

　次に位置するシャトル第二陣じんと『ヒートファルコン』隊との射しや軸じくが確保される。

　そしてふたたび吐き出されたロケット弾が、さらに『ヒートファルコン』の数を減じた。

　その時には、『ヒートファルコン』隊の第二陣も接近しつつある。

　だが。降下部隊の主力パワード・スーツは、次々と発進しつつあった。




「上に！」

　降りてきた──というよりむしろ、落ちてきた、『ハウンドビートル』たちをビームの雨で歓かん迎げいしながら、サミィは声を上げる。

　地う上えにもこいつらがうじゃうじゃしているはずだが、まっすぐな上に、遮しや蔽へい物ぶつも何もない、こんな場所で戦うよりはマシである。

「わかった！」

　答えたのは先頭のメニィ。幅はばの広い主流を曲がって支流へと。

　さすがにキャタピラ走行はできず、脚あしを使い、迫せまり来る『ハウンドビートル』。場所が場所だけにますますもって、頭に『ゴ』のつく虫っぽい。

　相手の数が揃そろうとまずい。ケタ外れの戦せん闘とう能力を持つサミィたちとて、ビームをよけられるわけでもないし、あんなものが当たればタダではすまない。

　攻こう撃げきの間を与あたえず、倒たおすか、こちらが逃にげるしかない。

　サミィのビームが先頭の一匹ぴきをうち倒すが、かまわず次のがそれを乗り越こえ、あるいは迂う回かいし、やって来る。

　そのスキにサミィはきびすを返し、一行のあとに。

　彼らは、手前ではなくその奥おくの、やや離はなれたマンホールの登り口にとりついていた。そこを選んだ理由はわからない。たぶんメニィのカンだろう。

　ダッシュでそちらに進みつつ、見当で、後ろにグレネード弾だんをほうり投げる。

　下水を貫つらぬく爆発音。続いてもう一発。それが炸さく裂れつする頃ころにさらに一発。

　爆発の炎ほのおと煙けむりと水蒸気。後ろから迫る『ハウンドビートル』への足止めである。

　その間に地上へと。出たのはどこかの細い路地。

　この道みち幅はばなら、『ハウンドビートル』は侵しん入にゆうしては来られないだろう。

　とはいえ、あの子グモたちが追いかけて来るとやっかいである。あまりゆっくりもしていられない。

「宇宙港は!?」

「方向だけなら──あっちよ」

　周囲を見回し、レティシアが指さしたのは路地の奥おくの方。現在時刻と太陽の作る影かげ、そして、頭の中に入れた街の地図とを照らし合わせれば、ざっとした方向の見当くらいはつく。

　しばらく路地を駆かけ抜ぬけて──

「──行き止まり!?」

　角を曲がり、サミィが声を上げたその時には。

「いや──」

　ぎぞんっ！

　イーザーのふるった分ぶん子し振しん動どうブレードが、行く手を塞ふさぐ塀へいを切り裂さいていた。

「通れる」

　そのまま駆けてゆく一同。

　──ってこの先、やっぱりこの調子で障しよう害がい物ぶつ切り裂いていくつもりなんだろーか……？

　ま、いいか──

　アバウトに考えることにして、サミィはあとに続き──

　さらにそのまま駆けるうち。

「あれ!?」

　声を上げたのはメニィだった。

　ビルとビルとの間から見える空。おそらく宇宙港の向こうあたり。

　そこに黒こく煙えんと爆ばく発はつ光こう。遠い爆音も聞こえて来る。

　戦っているのだ。マリオネッツ軍と、どこかの軍が。

「……一体……何が……？」

「とにかくっ！」

　足を止め、つぶやくアルデオの背をサミィの言葉が押おす。

「行くわよっ！　これがチャンスなのかピンチなのか知らないけどっ！」

　任せて逃にげれば、どこかの軍が、自動部隊を駆く逐ちくしてくれるかもしれない。

　任せて逃げれば、どこかの軍は戦い破れ、サミィたちは機を失うかもしれない。

　そしてまた。

　戻もどるも進むも、そこには敵と、戦いがある。

　ならば──進んで活路を見いだすのみ。




　宇宙港周辺の戦せん闘とうは、地上戦へと移行しつつあった。

　パワード・スーツを射出した侵しん入にゆう機きは、二機が撃げき墜ついされながらも反転・離り脱だつ。マリオネッツ『ヒートファルコン』のうち五十機がそれの追撃に当たった。

　一方、シャトルから降下したパワード・スーツ部隊は、低空飛行で宇宙港の方に向かって進行。小型ジェットの燃料を使い切ったそのあとは、滑かつ空くう翼よくとジェットを切り離はなし、地上走行で宇宙港へと迫せまる。

　空港に並ならぶ『パペットボックス』たちの機体が展開し、ある機体からは『ハウンドビートル』タイプがぞろぞろと、またある機体からは、戦車タイプの機体が次々と出しゆつ撃げきしてゆく。

　その物量においては、圧あつ倒とう的てきに、マリオネッツたちに分があった。




「……なんか……！　えらいことになってますよ……！」

　街を抜ぬけ、宇宙港を間近に臨のぞみ。

　アルデオは声を上げていた。

　右手の方──港の先では、地上戦がはじまっていた。むろんここから見えるのは、爆発の光や煙けむりだけ。マリオネッツと戦っているのが一体どんな連中なのかはわからないが。

「何言ってんのよ今さら。最初からえらいことになってるでしょーが。この星」

「……サミィさん……そんなミもフタもない言い方……」

　肩かたで息をつきながらアルデオは言う。

　どこをどれだけ走ったか。どれだけの敵を屠ほふったか。

　ともあれ一行は、街を抜け、宇宙港のそばへとやって来ていた。

　五人への追撃が甘あまかったのは、マリオネッツの多くが、外から来た敵に向けられたせいだろう。

　日ひ頃ごろ運動をしていないアルデオにとっては、ついてゆくだけでやっと──というか、すでに限界を越こえつつあるのだが。

　その隣となりに佇たたずんで。

「あれだ」

　無む造ぞう作さに言ったのはイーザー。

　全員の注目がそちらに集まる。

　彼が見ているのは、向かって左手にある管かん制せい塔とうのあたり。

　その近くには、ずらりと並ぶ『パペットボックス』。

「手前から十二機目。人が乗っている。窓の奥おくに動く影かげが見えた」

「噓うそでしょ!?　そんなもんが見えるなんて！」

　思わず声を上げるアルデオ。この距きよ離りから見れば、『パペットボックス』のコックピットの窓など単なる点でしかない。

「見えるのだから仕方ない」

　──霊れい能のう者しやですかあんたは──

　アルデオがツッコミを入れるより早く。

「なら行くわよっ！」

　言ってまっ先に駆かけ出すサミィ。三人もやはり走り出す。となれば当然、まだ息の整っていないアルデオもついて行かざるを得ない。

　──生き延びられたら……少しは体を動かすようにしよう──

　などと胸の裡うちでつぶやきながら。




「動き出した!?」

　戦場の風に混ざるサミィの声。

　一行が向かっていた『パペットボックス』と、その周辺の数機が──ゆるゆると、前進を開始していた。

　危機を感じてこの場を逃にげる気か。一機だけ動いたのでは、単に目立って危険なだけ。護衛の数機とともに飛び立つつもりなのだろう。

　だがそれは、とりもなおさず、その中に重要な一機がいることの証あかし。

　すなわち、イーザーが目をつけた機体。

　一同はそちらに向かって駆ける。

　だが当然。

　一度自動部隊に発見された以上、サミィたちも常に監かん視し網もうのうちにあった。

　そばに停とまっていた給油トレーラーの陰かげから、突とつ如じよとして、十機以上の『ハウンドビートル』が飛び出した。

　サミィの、イーザーの、メニィの手にした銃じゆうが光を放ち、それぞれ瞬しゆん時じに一機ずつ『ハウンドビートル』を葬ほうむり去る。

　だがその時には、残る機体は砲ほう座ざの照準を終え──

　放たれた無数の光が、獲え物ものを貫つらぬく。

「──何!?」

　崩くずれ落ちる『ハウンドビートル』たちを目の前に、サミィたちは声を上げ、光が飛び来た方へと目をやった。

　そこには。

　マリオネッツ地上軍の戦線を突とつ破ぱし、やって来たパワード・スーツが六機。他の大半は、いまだ離はなれたあちこちの場所で戦せん闘とうをくりひろげている。

　一瞬身がまえるサミィたち。パワード・スーツのカメラ・アイが一同の姿を捕とらえる。

　ダークグリーンに塗と装そうされた、見たことのない機体。しかし──サミィはその外見に、ある種の既デ・視ジヤ感・ヴをおぼえていた。

　このシルエット。たしかに、どこかで見たような気がする。

　にらみ合いは一瞬。パワード・スーツたちは、サミィたちにはそれきり関心を失くしたかのように、別の目標──新たに出しゆつ撃げきした、戦車タイプのマリオネッツを目指して移動する。

「……敵じゃあなかったみたいですね」

　安あん堵どの吐と息いきをつくアルデオ。

　とはいえ、落ち着いていられる状じよう況きようではない。マリオネッツはまだまだいるし、お目当ての『パペットボックス』は、他の機体とともに動いていく。

「先に行くわよレティシア！　イーザー、アルデオを連れて来て！」

　言ってダッシュで駆かけ出すサミィ。そしてイーザーも──

「わかった」

　言うとアルデオを、ひょいっ、と無む造ぞう作さに小こ脇わきに抱かかえる。

「──え？　ちょっ……？」

「しゃべるな。舌を嚙かむ」

　言うとイーザーは、人一人を抱かかえてなお、常識はずれのスピードでダッシュをかけた。




「──なんなんだ!?　こいつら!?」

『パペットボックス』ＲＧ─Ｃ〇〇五のコックピットに居合わせた男たち、六人は驚きよう愕がくしていた。

　指令を下す一人は四十過ぎ。他全員は三十前後。全員が、軍の中ではエリートである。

　──と、自分たちでは信じている。

　太陽系を汚よごした愚ぐを、宇宙で再びくり返してはいけない。ならば宇宙は、正しい資質を持つ者によって秩ちつ序じよを守られなければならない。

　それは、宇宙で独立を果たした自分たちが為なさなければならないことなのだ。たとえそれが、あえてひととき、己おのれが手と名を汚けがすことになろうとも。

　その崇すう高こう──と信じて疑わぬ理念に基づき、彼らは今回の計画に参加した。

　ありがちな大義名分。それは己の支配欲をくるむ薄うすいオブラート。だがそれも、言う者と、言い方によっては、もっともに聞こえることもある。

　何よりそれは、自分というものの拠より所を、根こん拠きよもない選民思想に求める人間にとっては耳に心ここ地ちよい。

　しかし、信じるもの、すがるものが何であれ。

　それで目の前の現実が変わるものではない。

　マリオネッツ部隊の圧あつ倒とう的てきな物量を、さして多くもない敵たちが圧している。

　パワード・スーツ部隊なのだが──その動きが、そろいもそろって尋じん常じようではない。

　なにしろ、こちらの戦車タイプが放つ砲ほう弾だんをかわすのだ。

　むろん、飛んでくる弾丸をかわすなどというのは不可能である。おそらくは、砲座の動きでその弾道を見切っているのだろうが、それはそれでまともではない。

　そして、圧あつ倒とう的てきなその反応速度。

　パワード・スーツである限り、中に乗り、操作しているのは人間のはずなのだが、とてもそうとは思えないほどの機動力。

　こちらと同じ──いや、こちら以上の性能を持つ自動機ではないか、と疑いたくなるほどの速さだが、自動機にはない柔じゆう軟なん性せいも見受けられる。

　むろん、そのパワード・スーツ部隊とて決して無敵ではない。

　マリオネッツの攻こう撃げきをかわしそこね、あるいはビームに貫つらぬかれ、あるいは砲ほう弾だんに四散する機体も見受けられる。その被ひ害がいも小さくはない。

　だがそれでも。

　圧倒的に、マリオネッツ部隊が撃破される率は高く、パワード・スーツ部隊の一部は、すでに宇宙港内に侵しん入にゆうしてきていた。

　実戦経験のない、自じ称しようエリート軍人たちが動どう揺ようするには充じゆう分ぶんだった。

　──ここで我々が倒たおれたら、作戦全体に重大な支し障しようを来す──

　またまた都合のよい大義名分をこね上げて、彼らは全員一致で戦場からの離り脱だつを図っていた。

　己おのれの保身には頭も働く。先頭の一機は狙ねらわれやすいだろうと、まずは一機を先に行かせ、二番目に彼らが乗るこの指令機。後ろには、護衛用に、戦せん闘とう機きタイプのマリオネッツを収容した『パペットボックス』が二機。

　だがこの調子で、果たして無事に離り陸りくできるのか。一同の懸け念ねんは、今はそれだけ。

　この時。

　彼らは、最初に街の中に出現した五名のことなど、完全に失念していた。

　何者かは知らないが、しょせんは生身の人間。『ラウンドゴースト』や『ハウンドビートル』をそれなりの数、向かわせているし、この機体近辺には、護衛機も展開している。そちらに関しては何も問題ないはずだった。彼らの頭の中では、そちらは、もう終わったことだった。

　だがこの時。

　がんっ。がんっ！

　衝しよう撃げき音おんが二つ。たて続けに機体に響ひびいた。

「何だっ!?　今のは！」

　年ねん輩ぱいの一人が叫さけぶ。

「う、撃うたれた!?」

　別の一人が上げた声は悲鳴に近い。

　だが違ちがう。

　正解は──機体上部に、アルデオを抱かかえたイーザーと、そしてサミィが着地した音。




　動き出した機体のうち、四機目のすぐ後ろに迫せまり。
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　後ろからイーザーが来るのを確かめ、サミィは足を止めた。

　その肩かたを踏ふみ台だいに──イーザーが跳とんだ。

　次いでサミィも大地を蹴ける。

　二人は動きはじめた四機目の、背よりも高い位置にある、翼つばさの上に飛び乗っていた。

　休まず機体の上部を駆かける。そして──機体を蹴って三機目の背へと飛び移る。

　イーザーに抱かかえられたアルデオは無言のまま。イーザーの忠告を守ってなのか、単に口もきけないだけなのか、そのどちらかはわからないが。

　一行は、三機目の上を走り抜ぬけ、目指す二機目の上に。

　中にいる連中が聞いたのはこの音だった。

「先行するわ！」

　言ってサミィが機体の上を駆ける。この時すでに機体は、自動車──とまではいかないが、それに近いスピードを出している。しかしサミィは気にした様子もない。

　右手を腰こしの後ろにまわし、黒い棒ステイツクを取り出して、

「シェイプシフト！」

　彼女の声に反応し、風の中、棒はひとふりの長ちよう剣けんへと変化した。

　その切っ先を──

　がぎっ！

　ためらわず。

　サミィは、機体の搭とう乗じようハッチに突つき刺さしていた。

　ドアをあっさり切り飛ばし、乗り込んだ先には──

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべる男たち。

「女だと!?」

「まさか……街の中にいた奴やつか!?」

　口々に声を上げる。

「機体を止めるのよ」

　サミィの命令に、しかし男の一人が前に出て、

「あれを突とつ破ぱしたのはほめてやる。

　だが！　マリオネッツが相手でなければ勝てるとでも思ったか!?」

　男は軍ぐん帽ぼうを脱ぬぎ捨てて、

「言っておくが俺おれは」

　どがっ。

　いちいち聞いているヒマはない。サミィは男の額に掌しよう底ていを打ち込んで、いともあっさり沈ちん黙もくさせた。

「ああっ!?　グレッグがっ!?」

「馬ば鹿かな！　こんなにもあっさりと！」

　またまた騒さわぐ男たち。どうやら今のでくのぼうが、頼たのみの綱つなだったようである。男にどんな力があったかは、結局謎なぞだが。

　続いてサミィは、四人を、それぞれ拳こぶしの一いち撃げきずつで昏こん倒とうさせ、パイロット・シートについた、残る一人の背にブレードをかざし、

「機を止めなさい！」

「──わ──我々、栄えある……」

「もういいです」

　どめっ。

　長くなりそうな寝ね言ごとを出だしの二秒でさえぎり、男のこめかみ目がけてまわし蹴げり。その体を横手に吹ふっ飛ばし、サミィ自身がシートに着く。

　ざっと見れば、たいていの操縦方法はわかる。

「どうだ」

　アルデオを連れたイーザーが入って来る。

「おーむね順調。アルデオはそっちで、自動機のコントロールを。

　あたしはこの機体を止めるわ」

「わかりました」

　答えてアルデオは、後ろに並ならぶコントロール・パネルを操作しはじめる。

　──このまま単に機を止めたなら、後ろから来る三機目に追つい突とつされる危険がある。サミィはコースを変へん更こうしようとして──

　ッゴガんっ！

　先をゆく一機目が爆ばく発はつ、炎えん上じようしたのはその時だった。

「──！──」

　あわてて進路を変えるサミィ。翼つばさが炎ほのおを薙なぎながらも、かろうじて進路を変更、減速する。

　今のはおそらく、パワード・スーツ部隊のしわざ。ということは──

　この機も狙ねらわれる可能性がある！

　さきほどは、こちらが生身だったこともあり、味方と判断してくれたが、事情を知らないパワード・スーツたちからすれば、この機体は目標その一、単なる敵機である。

　コックピットの窓から見れば、あちらこちらに見えるパワード・スーツ。

　そのうち一機と──視線が合ったような気がした。

　あのパイロットは今、確かにこちらを見た。むろん外から、パワード・スーツの中が見えるはずはないのだが、何の根こん拠きよもないまま、しかしサミィはそう確信した。

　まずい。

　彼女の脳裏を、刹せつ那な、さまざまな思考がよぎる。

　一番安全なのは、この機を捨てて逃にげることである。

　しかし、これは間ま違ちがいなく、自動機たちの大規模指令機。すなわち切きり札ふだとなる存在。

　もしもこれを失えば、戦いは長期化するだろう。死者は増ふえ、また、あの子供たちのような境遇の人々が生まれる。

　ならば、この機を捨てずにすむ方法は？

　敵ではない、と知らせるのが一番である。通信？　しかしパワード・スーツたちが使っている通信周波数はわからない。なら、機体の上によじ登って白旗でも振ふるか？　だが、そんな時間はありそうにないし──もしできたとしても、そんなことをすれば、自動機たちに狙い撃うちにされるだろう。

　パワード・スーツの一機が、こちらを向く。視線が合ったと感じた、まさにその機体。

　瞬しゆん間かん、サミィの思考がはじける。

　その機体を見て感じた、妙みような既デ・視ジヤ感・ヴの正体を、やっと彼女は摑つかんでいた。

　似ているのだ。機体から受ける印象が。

　他でもない、サミィやイーザーの操るパワード・スーツ──『イフリート』や『ベフィーモス』と。

　思った時には。

　サミィの指はコントロール・パネルの上を滑すべり、通信周波数を、いつも使っているもの──シェリフスターの共用周波数に合わせていた。

　パワード・スーツの腕うでが動く。

「こちら『パペットボックス』ＲＧ─Ｃ〇〇五！」

　通信スイッチを入れ、サミィは叫さけぶ。

　コントロール・パネルのそばに刻印されていた機体番号。むろんここだけでなく、機体側部などにもそれは記されている。パワード・スーツたちからも見えるはずだった。

　──通信が届とどかなければ意味はないが──

　パワード・スーツの腕がこちらを向いた。

　そこにはビーム・バルカンの銃じゆう口こう。

「自動部隊指令機とおぼしき機体の奪だつ取しゆに成功！　当機への攻こう撃げきは避さけられたし！」

　パワード・スーツはそのまま動かない。

「くり返す！　こちら『パペットボックス』ＲＧ─Ｃ〇〇五！　自動部隊指令機とおぼしき機体の奪取に成功！　当機への攻撃は避けられたし！」

　そして、パワード・スーツが腕を下ろす。

　きびすを返し、別の目標を目指す。

「……ひょっとして……通じたの……？　今の通信……？」

「──いや──」

　サミィのつぶやいたひとりごとに、答えを返したイーザーは、機体の戸口にいた。

「レティシアとメニィが、この機のそばで手を振ふってくれている。おそらくそちらに気がついたのだろう」

「……そりゃそうか……」

　機を完全に停止させ、パイロット・シートにその背をあずけるサミィ。

「──あった！」

　アルデオが声を上げたのは、その時だった。

　そちらをふり向くサミィとイーザー。

「マリオネッツの強制停止コード！……でも……一機ずつこんなコードを入力している時間はとても……」

「そんな必要ないでしょーがっ！」

　びっ！　とアルデオを指さし、サミィは言った。

「指令可能な範はん囲いの全自動機に命令！　ただちに全作戦中止、退たい却きやくっ！」




　鋼はがねの機体が停止する。

　戦場で。
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　あるいは人の消えた街で。

　そして、ほんのわずかの間を置いた後。

　与あたえられた命令に従い、自分の出しゆつ撃げきした『パペットボックス』への帰き還かんを開始した。




　それは、惑わく星せいメルキア全土から見れば、ほんの小さな一角で起きたこと。

　だがそれは同時に、この『内乱』の終しゆう焉えんを告つげる第一声だった。




　レティシアの。メニィの横を。

　鋼はがねの機体が通り過ぎてゆく。

　彼女たちには何の関心も示さずに。

　生なきものの淡たん々たんたる行進。

　戦せん闘とうが終わったことを悟さとったパワード・スーツ部隊は、マリオネッツ各機にはかまわず、部隊を収容した『パペットボックス』の着ちやく陸りく脚きやくを破は壊かいして、中の機体が出撃できないように処理してゆく。

　サミィたちの乗った機体のことは、どうやら敵でないと認識してくれたらしく、何の手出しもしてこない。

「……終わったみたいね……」

　安あん堵どの吐と息いき混まじりにつぶやくレティシア。

「終わった？」

　あまりいつもと変わらぬ調子のメニィ。

　レティシアは、メニィの方に向きなおり、

「それじゃああたしたちも上へ──」

　言いかけて、レティシアは絶句した。

　ようやく落ち着いて、はじめて気がついたのだ。

　メニィの服──その肩かた口ぐちについた灼やけ跡あとを。

　廃病院で、マリオネッツに撃うたれてかすめた時のものである。

「……メニィ！　その肩……！」

「ん？」

　言われてはじめて少女も気づき、自分の肩口に目をやった。

「あ。」

「『あ』って……痛くないの？」

「……んーっと……」

　問われてメニィは、なぜか困ったような顔でしばし考え──

「痛くない」

　にまっ、といつもの笑顔で答える。

　レティシアは、力の抜ぬけた息を吐はき、

「……ただのかすり傷？　おどかさないでよ」

　浮うかべたのは、いつもはあまり見せぬ笑み。

「サミィたちのところに行くわよ。状じよう況きようを確認しなくちゃあね」




「ご苦労様、レティシア、メニィ」

　出で迎むかえたのは、機き嫌げんのよさそうなサミィの笑み。

「終わったわよ。大体ね。

　たった今アルデオが、ネット中に、自動部隊の退たい却きやくコードをばら撒まいたところ。

　みんながそれに気づいて、使ってくれたら、たぶん、それほどしないうちに、あちこちで自動部隊は退却開始よ」

「と、なると、あとは──」

　言ってレティシアが目を向けた先には、ワイヤーで手足を縛しばり、転がされた、軍服姿の男が六人。何者かは──まあ、あらためて聞かなくても大体わかる。

　全員、すでに意識は取り戻もどし、不機嫌に沈ちん黙もくしたまま、こちらに視線を送っている。

「こいつらをどうするか、よね」

「決まってるじゃない」

　なぜだか妙みようにうれしそうに、ずいっ、と前に出たのはサミィ。

「こぉんなつまんないことをやらかした張本人が誰だれか、たっぷり語ってもらうのよ」

「……つま……!?」

「誤ご解かいがあるようだな！」

　サミィの言葉に、何かを言いかけた一人を遮さえぎったのは、年ねん輩ぱいの軍人だった。

「我々はメルキア正規軍のものだ。マリオネッツ部隊の機体奪だつ取しゆを目的とした特とく殊しゆ任務を遂すい行こう中ちゆうだった。

　貴君らの素性と目的は知らんが、急に機内に侵しん入にゆうしてきたため、妨ぼう害がい者しやと判断して排はい除じよしようとした。それだけのことだ！」

「……な……!?」

　のうのうと言い放たれて、サミィは思わず声を上げる。

「なぁぁぁぁに寝ねぼけたこと言ってんのよっ！　そんな噓うそが通用すると思ってんの!?」

「たとえきみが噓と思おうと、事実だ」

「そぉぉぉんなわけないでしょっ！　じゃ、あんたたち、あの自動部隊の中をくぐり抜ぬけてここまで来たってわけ!?　あたしに一いつ瞬しゆんで倒たおされるよーな連中が!?」

『……ゔっ……』

　男たちは一瞬、ひどく傷ついたような表情をするが、

「だが、事実だ！」

　なおも頑がん迷めいに言い張り続ける。

「……こっ……のぉっ……！」

「──無む駄だよ。サミィ」

　額に青スジ立てるサミィに、横から声をかけたのはレティシアだった。

「無駄って何よ!?」

「落ち着きなさい。

　確かに彼らの言っていることは大噓だと思うけど、噓だっていう証しよう拠こもないことは確かだわ」

「証拠証拠って……そんなに証拠が大事なわけ!?」

「大事よ」

　言いながらレティシアは、年輩の軍人の、服の襟えり元もとから胸元へと、その手を滑すべり込ませる。

「……な……なんだ？　色いろ仕じ掛かけのつもりか？　小こ娘むすめ？」

「そんなわけないでしょ」

　言いながらレティシアが摑つかみだしたのは、男が首にかけていた認ドツ識グ・票タグ。いわば軍人の身分証明のようなものである。昔むかしは小さな鉄板に、所属部隊と名前が刻印されただけのものだったが、今では、読みリ取りー装ダ置ーにかければ、顔写真から網もう膜まくパターン、指し紋もん、掌しよう紋もん、Ｄ・Ｎ・Ａパターンまでわかる、立派な身分証である。

　それを力まかせに引きちぎる。

　続いて、他の五人も同様に。

　奪うばったそれらを、自分のポケットにねじ込んで、

「……同様に、こいつらが本当にメルキアの軍人だっていう証しよう拠こもない」

「ちょ、ちょっと待て！」

「自動部隊の指令機に乗っていた素性不明の男たち。こちらの問いには信しん憑ぴよう性せいの低い答えを返すのみ。

　調査する必要はあるけれど、身元も不明。証言の信憑性は低い。

　なら、解放するのは論外だし、うかつにどこかに引き渡わたすわけにもいかない。

　……訓練を受けている人間みたいだし、あたしたち素人しろうとが尋じん問もんして、本当のことをしゃべってくれるとは思えない。

　ならとりあえず、うちの会社にでも押おしつけて、善処してもらうしかないわね」

「……会社？」

　問い返す男の一人に、レティシアは正直に、

「ええ。

　クロフト社の名前はご存じかしら」

「ク……クロフトかっ!?」

　声を上げる男の顔が、わずかに引きつった。

　──クロフトって……『訓練を受けている人間』が顔色変えるほど評判悪いんだろうか──

　などとサミィは思ったりもするが、とりあえず黙だまって聞いておく。

　レティシアは言葉を続ける。

「ええ。医い療りよう部門もあるから、きっと、正直に話ができるようになる薬もあるでしょうね。

　生体実験の志願者はいつでも歓かん迎げいしているし。

　けど安心して。医療スタッフは優秀だから、死なせるようなことにはならないはずよ。例え本人が死を望んでも」

　淡たん々たんと言うところが妙みようにコワい。

「……わ……我々は、捕ほ虜りよとして、人道的な扱あつかいを望む！」

　寝ねボケた権利を主張する男に、レティシアは静かな笑みを浮うかべて、

「あら。あたしは単に、事情を説明して会社に引き渡わたす、と言っているだけよ。あなたたちに危害を加えるつもりはないわ。あたしは。

　──会社がどう扱うかまでは知らないけれど。

　きっと人道的に歓迎してくれるわよ。どこか、あたしたちの知らない所で」

「……な……何を話せば解放してくれる!?」

「貴様!?」

　男の一人が上げた弱よわ音ねに、年ねん輩ぱいの男が叱しつ咤たする。が。

「無理ね。何を話しても」

　男たちの頭上に、傲ごう然ぜんたるレティシアの声が降る。

「たとえ今、何を言っても、諮し問もん会かいか裁さい判ばんか──正式な審しん議ぎの場になれば、どうせあなたたちは前言を翻ひるがえすわ。脅おどかされたので、その場を切り抜ぬけるために、相手の気に入るような噓うそをつきました、って。

　残念ながら、それで終わらせてあげるつもりはないから。

　物的証しよう拠こを渡わたす、とでも言うのなら、考えてあげないこともないけれど──

　首しゆ謀ぼう者しやが、現場担当のあなたたちごときに、そんな証拠になるようなものを持たせているわけもないでしょう？

　──まあ、火星までの旅をゆっくり楽しむのね」

『………………………………………』

　レティシアの宣言に、男たちは、完全に顔色を失くし、沈ちん黙もくした。

　彼女は言い捨て、その場を離はなれ──そのあとを、不満顔のサミィがついて来る。

「──何か言いたそうね。サミィ」

　男たちから離れた場所で、レティシアはサミィに問いかける。

　返ってきたのは、呻うめくようなサミィの問いかけ。

「……いいの……？　こんなやりかたで……？」

「──さあ──」

「さあ……って……！」

「あいつらから黒くろ幕まくの名前を聞き出して、そいつを倒たおしてめでたしめでたし、ということにしたいんでしょ？　本当は」

「そうよ！　悪い!?」

「いいえ。　あたしも同感だから」

「……え？」

　レティシアの言葉に、サミィは目を丸くする。まさか、同感だなどと言われるとは思ってもいなかった。

「けど多分、今回の黒幕はたぶん──

　潔いさぎよく非を認めるタイプでもないし、逆上して襲おそいかかって来るタイプでもない。

　あの男たちが何を言おうと、『そんな奴やつらは知らん。物的証拠を出せ』と言い張るタイプの相手よ。

　もしこちらが銃じゆうをつきつけたとしたら、手をついて命いのち乞ごいをするでしょうね。

　悪かった。自分がしたことの責任は取る。すべてを公表して裁さばきを受ける。

　涙なみだを流して謝って──

　サミィ、あなた、そういう相手に引き金が引ける？

　それともイーザーにでもやらせるつもり？」

「…………………………」

　問われてサミィは沈ちん黙もくする。不ふ機き嫌げんな子供のように。

「そしてそいつは、完全に、安全な場所に立ったとたん、こう言うのよ。『さて、何のことだか覚えがない』って。

　それじゃあ駄だ目めなの。

　今回の黒くろ幕まくを完全に潰つぶすには、やっぱり、それなりの組織力というものが必要なのよ。

　なら、クロフトの力を利用するのが一番だと思うのよ」

「…………………………」

　ただ、無力感が──

　サミィの胸の裡うちにはあった。

　自分たちは、よくやった──はずだ。自動部隊の指令機を見つけ、奪だつ取しゆし──

　これで自動機たちの動きを封ふうじることができるなら、この戦いを終わらせた立たて役やく者しやだと言っても過言ではない。

　──だが──

　戦いの被ひ害がいに遭あった子供たちにしてやれることもなく、事件の黒幕にも、自らの手を伸のばすことはできず──

　何なのだろうか。この、無力感は。

「自動機たちの動きが収まったら、帰りましょう。火星に」

　胸のうち、どこかにわだかまりを残したまま──

「……わかったわ……」

　サミィは、疲つかれた声でつぶやいた。




「……くそっ……！」

　もはや、何度目になるのかもわからない呪のろいの言葉を、オルドリン主席は吐はき捨てた。

　深夜。

　執しつ務む室しつの壁かべに埋うめ込まれたディスプレイは、ＴＶ画面に切り替かえられ、この時刻になってもまだニュースを流し続けている。

　どこのチャンネルも、こうだ。

　ネット中にばら撒まかれた、マリオネッツ退たい却きやくコードと、実際に、それで退却してゆくマリオネッツの様子。

　そればかりが取とり沙ざ汰たされている。

　母機──『パペットボックス』を、収容された機体ごと攻こう撃げき・撃破する、裏事情を知らない兵士たちの姿。喜びの涙なみだを流す女。たいしたことはしていないくせに、勝かち鬨どきの声を上げる兵士たち。動かなくなったマリオネッツの残ざん骸がいを、蹴けって喜ぶ子供たち。

　そんな映像が次々と流され、レポーターたちは興こう奮ふんした口調で、適当なことをまくし立てていた。

　──マリオネッツのコード変へん更こう作業は、むろん、可能である。処理を施ほどこせば、今流されているコードは受け付けなくなる。

　だが、マリオネッツの総数に対して、変更作業ができる者の数は、あまりにも少なかった。

　計画参加人数を絞しぼり、機密の保持に心を配った代だい償しようである。今からそんな作業をしても、処理が間に合うのはほんの一部のみだろう。そんなもので、メルキア正規軍と、そして何よりダリング軍の攻撃をしのぐのは不可能である。

　むしろ、ここでへたな動きを見せれば、計画の全容が露ろ見けんするおそれもあった。

　そもそも今回のシナリオは、こういった失敗時の安全性も考えて立てたものである。ここで意地になってゴリ押おししたのでは意味がない。

　──今回の計画はこれで放ほう棄きする──

　秘書官にそう伝えたのは、つい先ほどのことだった。

「……くそっ……！」

　ＴＶ画面に目をやって、彼はまたまた悪態をつく。

　映し出された、脳天気な愚ぐ民みんども。奴やつらは誰だれ一人ひとりとして、自分の高こう邁まいな理想も、深遠な計画も理解しない。気の抜ぬけた凡ぼん俗ぞくどもに理解できるわけはないのだが。

　オルドリンは考える。

　──しかし──私はここで終わる男ではない。

　原因追つい及きゆうをするポーズを見せて、公式発表で、テロリストの仕し業わぎだったと言ってやれば、大衆は一応納なつ得とくするだろう。

　……騒さわぎの責任を取って、一時だけ、主席の座から身を引いた方が、市民からの評価は高くなるかもしれない。

　むろんその場合、しばらくしてから、適当な手段で返り咲く。

　政府にも、軍部にも、自分の支持者や、理想に共鳴する者は多い。

　──というより、反対する者たちが、今度の事件でほとんどいなくなったのだが──

　身を引いている間の時間は、休養と、次の策さくを考えるための時間とでも考えればいい。

　──がっ！

　小さな音が響ひびいたのは、彼が、そんなふうに思いを巡めぐらせていた時のことだった。

　聞こえたのは、戸口の方から。

　何かあって、秘書官が戻もどってきたのだろうか？　だがそれならノックが──

　思いながら向けた視線の先で、扉とびらが開いた。

　立っていたのは、知らない人ひと影かげが二つ。

　いや。知らない、というのは正確ではない。何しろ彼らは、軍の特とく殊しゆ部隊のようないでたちで、その顔も、目の部分以外は、すっぽりと黒いマスクで覆おおっている。体格で男だということくらいはわかるが、その顔まではわからない。

　妙みようだ。

　護衛たちはどうした？　秘書官は？

　呆ぼう然ぜんと立ち上がるオルドリン。

　開いた扉の向こうから、風に乗って届とどくのは──血けつ臭しゆう？

　そこに、横手から、全く同じ姿の三人目が現れる。

　三人目の手の中にあるのは、何機もの壊こわれた『ビットスパイダー』。それを、何も言わずに床ゆかにまき散らす。

「……おい……!?」

　オルドリンの上げた声に、三人──六つの瞳ひとみがこちらを向いた。

　そしてオルドリンは、あることに気がついた。

　異様なまでに似ているのだ。三人の男たちそれぞれが。まるで三つ子か何かのように。

　むろん顔は見えない。ある程度似て見えるのは当然だろう。全員が、全く同じ格好をしているのだから。

　だが──

　全員揃って、左右の瞳の色が違うというのは何なのだ？

「お前たち──」

　だが、その問いかけが終わるより早く。

　二すじのビームが、オルドリンの、眉み間けんと心臓を貫つらぬいていた。




『どうやら終わったようですな。メルキアの内乱は』

　ディスプレイに映る男は、遠い世界の世間話をするかのような──まるでひとごとの口調で言った。

　柔にゆう和わさと厳しさとを併あわせ持つ、彫ほりの深い顔立ち。

　惑わく星せいダリング大統領、マーカー＝フォンブラウン。

「ええ。これもひとえに、大統領のご英断の賜たまものですな」

　憂ゆう鬱うつな空を眺ながめる社長室で。

　クロフト社長、ランドルフ＝マイスターは一人、秘ひ匿とく回かい線せんを介かいし、遠い星の友と会話を交わしていた。

　マリオネッツの停止コードがばら撒まかれた時から、丸一日以上が経過している。もはや戦せん闘とうは終しゆう了りようし、事件は実質、終わりを告げた。

『私一人の力ではありません。そちらからの、善意による兵器供出も、ずいぶんと役に立ちました。

　量産の折りには是ぜ非ひ、我が国でも正式採用させていただきたいものですな』

「お気に召めして頂ければ光栄です」

『そういえば、マリオネッツのコード奪だつ取しゆに当たって、そちらの系列の、トラブルシューターが関係していたとかいう噂うわさも聞き及およんでいますが。

　さぞかし腕うでの良い方たちなのでしょうなぁ。

　そちらでご用意なさったパワード・スーツ隊のパイロットも、ことごとく凄すご腕うで揃ぞろいであったとか。

　我が国にも、そんな精せい鋭えい部隊が是非欲しいものですな』

「いやはや。さすがにお耳みみ聡ざとい」

　苦笑を浮うかべてランドルフは言う。

　フォンブラウンは、ふと唐とう突とつに、思い出したかのような口調で、

『──そういえば、お聞き及びですかな？

　メルキアのオルドリン主席が、最後の最後で、マリオネッツに殺された、という話は』

「ほう。それは初耳ですな」

　表情一つ変えず、ランドルフは言う。

「オルドリン主席と言えば、今回のマリオネッツ暴走騒そう動どうも、彼の自じ作さく自じ演えんではないか、などという無責任な噂も流れておりましたが……

　いやはや。惜おしい方をなくしたものです」

『まったくですな』

「そうすると、あとは戦後交こう渉しようですな。そちらも領空侵犯まで受けたわけですから。しかし、まさか機械相手に交渉もありませんから、やはり戦争の責任は、その暴走機械を生み出したメルキアにあり、ということになりますな」

『ええ。メルキアも被ひ害がい者しやなのですから、少々心苦しいところではあるのですが、それでもやはり責任は責任ですからな』

　心にもない会話を交わす二人。

　機密度の高い秘ひ匿とく回かい線せんを使ってとはいえ、むろん双そう方ほう、決して本音も、真実も語らない。

　戦後交渉において、最も障しよう害がいとなっただろう最大の人物、オルドリン主席は消えた。

　ダリングにとっては、これでずいぶんと戦後交渉がやりやすくなったわけである。

　この『内乱』に荷担した連中は、メルキア政府内にもまだ残っているはずだった。フォンブラウンが、事情を知っているそぶりをちらつかせてやれば、彼らは賠ばい償しようの名目で、金でも物でもおとなしくさし出してくれることだろう。

　ダリングはメルキアから賠ばい償しようを受け、今回の事件を理由に、軍備にもより力を注ぐ。

　軍ぐん装そう備び品ひんの主な発注先は、当然、クロフト。

　ダリングも潤うるおい、クロフトも潤う。今回のことで、フォンブラウン大統領の人気も上がるだろう。なにしろ、自国と隣りん国ごくを救って、マリオネッツを駆く除じよしたのだから。最初から、どちらの利にもなっていなかったメルキアには、まあ、この際涙なみだを吞のんでもらおう。

　商売とは、こういうものである。

　──ランドルフには、フォンブラウン大統領にも伝えていないことがある。

　今回のシナリオを描いたそもそものきっかけは、自分の娘むすめを助けたいがためだということ。

　見返りは大きかったが、出費も馬ば鹿かにはならなかった。

　そして、何より気になっているのが。

　このシナリオが、あの一見頼たよりなげな息むす子こ──ティモシーに描かされたような気がして仕方がないことだった。




　雨期の終わりは近いはずだが、空はまだ、昏くらい。

　今はなんとか止やんでいるが、つい先ほどまでは、しょぼしょぼと小雨が降っていた。

　街は、無む惨ざんなまでに崩くずれ落ちていた。

　夏場、みんなで涼すずみに来て、ロビーを駆かけ回ってよく怒おこられた市庁舎は、原型すら残さず崩れ落ちている。

　校舎の半分近くが壊こわれ、誰だれもいない学校は、まるで大きな墓石に見えた。

　最近お気に入りだったショッピングモールは、まるで狙ねらったかのように、入り口と、看板の部分だけがまだ残っていた。

　正規軍が、ざっと街を片づけたあとでもこのありさまである。それ以前は一体どんなふうだったのか。

　──自分たちの家に行くのは怖こわかった──

　ジェイたちが、ロナルド・シティに戻もどったのは、マリオネッツたちとの戦いが終わって、十日ほどが経たってからのことだった。

『内乱』終結後、疎そ開かい者しや向けの無料シャトルバスが走りはじめたのは、今日からのこと。ジェイとナンシー、リックの三人は、朝早くの便にもぐり込んだ。

　彼らの他にも、クルス・シティに避ひ難なんしていた者はやはりいたらしく、さして大きくもないバスはぎゅうぎゅう詰づめだった。

　教会での暮くらしは、嫌いやだった。

　食事は──むろん、豊かとは言えないが、ちゃんと食べられる程度のものは出た。

　迷めい惑わくな奴やつもいたが、たいていの人は親切にしてくれる。

　けれども、あの、同情のまなざしは──

　あれにだけは耐たえられなかった。

　お前たちがいるのは、最悪の現実の中だ、と宣言されているような気がして。

　それが嫌いやで、ジェイたちはバスに飛び乗った。

　ここに戻もどれば、何かがあるかもしれない。希望とも予感ともつかぬ想おもいを胸に抱いだき。

　だが、この有様では──

　街には、行き交う人々。

　街の中心、ショッピングモールのあったこのあたりでは、その数も決して少なくはない。

　この人たち一人一人が、誰だれかを捜さがしているのだろうか。

　ジェイたちは、人波の中、佇たたずんで──

「──よお！　無事だったかお前たち！」

「……え？」

　聞きおぼえのある声。前の方、人混みの奥おくから、手を上げながらやって来たのは、四十ほどの、小こ汚ぎたない格好の男だった。ブラウンの髪かみには、白いものがかなり混じっている。

「ライルのおっちゃん!?」

　ジェイたちは、驚おどろきの声を上げていた。

　それはかつてこの街で、ジェイたちといっしょに、マリオネッツから逃にげていた男だった。

「……い……生きてたのか!?」

「おいおい。ごあいさつだなリック。せめて『無事だったのか』とかにしてくれよ」

「けど……街に爆ばく弾だんが落ちたんでしょ!?」

「……だから……幽ゆう霊れいじゃあないんだから引くなって。ナンシー。

　あの時、俺おれたちは地下にいてな。運良く、って奴やつだ。

　他にも、助かってる奴は多い」

「……そうじゃなくて……おっちゃん、体、くさい」

「ほっとけ。シャワーも使えねえんだから仕方ねえだろ。

　おめえらだって結構……だぜ。

　……と……そういえば、あいつらは？　サミィとイーザー、だったか」

「知らない。街で別れた。けど……」

　先を言いかけて、ジェイは、やめた。

　笑われそうな気がしたのだ。

　──機械たちを止めたのは、サミィ姉ちゃんたちのような気がする──などと。

　かわりに、別の言葉をつなぐ。

「けど、きっと無事だよ」

「ああ。俺もそう思う。

　なにしろ、俺おれでさえこうして生きてるくらいだからな。

　……なんて言ったっけ？　二人の会社？　トラブルシュートの……」

「……ポリス……なんとか」

「バカ違ちがうよリック。シェリフだよ。シェリフ………………」

「ジェイだってわかってないじゃん」

「う……うるさいな……！」

「──まあとにかく──」

　ライルは子供たちに笑顔を向けて、

「その、シェリフなんとかって会社に問い合わせれば、無事かどうかは確かめられるってわけだ。まあ、大だい丈じよう夫ぶだろうけどよ」

「……けどな……おっちゃん……」

　うつむいて言ったのはリックだった。

「……あっちの街には……母ちゃんたち、いなかったんだ……ここから逃にげてきた人なんていない、って……」

「……ああ……らしいな……

　クルス・シティに疎そ開かいした、って噂うわさは間違いだった、って……

　俺もその話……つい二、三日前に聞いたよ」

『……………………』

　ジェイも。そしてナンシーも視線を落とす。

　ライルは、言葉を続けた。

「正しい疎開先はグロウズ・タウンだ。噂が伝わってる途と中ちゆうで、街の名前が別のに変わっちまったらしいな」

『──！』

　三人の上げた瞳ひとみには希望の光。

「行くか。探しに」

『うん！』

　うなずいて、三人はきびすを返し──




「──不ふ機き嫌げんだな。サミィ」

「──あ……うん……」

　虚こ空くうを漂ただよう『モーニング・スター』のブリッジで。

　イーザーに声をかけられて、サミィは気のない答えを返した。

「……やっぱりね……どうも……今回の仕事って……

　どうにもすっきりしない、っていうか……」

　一行がメルキアを出たのは、『内乱』がおさまった数日後のことだった。

　子供たちに会って行こうかとも思ったのだが──結局、会わずに出発した。

　会えなかった。会って、自分の無力を再び嚙かみ締しめるのが怖こわかった。彼らにかける言葉がどうしても見つからなかった。

　だから結局、子供たちのいる街には立ち寄らなかった。

　今にして思えば、無事に終わった、と、せめて一言くらいは伝えておいた方がよかったような気がするのだが、今となっては後の祭りである。

　アルデオと、捕つかまえた男たち六人とを、火星のクロフト社に引き渡わたしたのが数日前。

　アルデオはまあ──適当な部署で働くだろう。もう兵器のプログラムはいやだ、と言っていたが、彼の能力を活いかす場所は、クロフトにならいくらでもある。

　捕まえた六人のことは、知らないし、この際どうでもいい。

　だが気になるのは、ニュースで流れていた情報。

　メルキアの、オルドリン主席が、『内乱』の最後の最後で、自動機に殺された、という話である。

　彼は、黒くろ幕まくではなかったのか？　それとも追つい及きゆうを逃のがれるための偽ぎ装そう工作か？　いまだ、あの『内乱』が、人の手によるものだったという発表がないのはなぜか？

　たぶんクロフトと、メルキア、ダリングの間で、何かの政治的な取引が行われた、その結果ではないか、という想像はできるのだが……

　何にしろ──真実は、サミィたちには知らされない。

　これですっきり納なつ得とくしろ、という方が無理な相談である。

　いまだサミィにつきまとうのは、ただ、無力感。

「……あたしたち……本当に、何かの役に立ったんだろうか、って思って……」

　サミィは大きく息をつき、ブリッジに沈ちん黙もくが落ち──

　──ツ……

　鳴ったのは、メッセージ着信音だった。

「……何？」

「メールメッセージだな。本社から転送されて来たようだ。画面に出す」

　メインディスプレイの一部が切り替かわり、そこに映し出されたのは──

「……あ……」

　サミィは、思わず小さく声を上げていた。

　長い文章と、一枚の写真。

　映っているのは、クルス・シティで別れた三人の子供たちと、何人かの大人おとなたち。

　その中には、ロナルド・シティで出会ったライルの姿まであった。

「……そっか……」

　つぶやいて、いすに背をあずける。

　戦う力に優れていても、自分はただの道具だと──無力なのだと思っていた。

　それがサミィの胸の奥おくに、しこりとなってわだかまっていた。

　だが。

　写った子供たちの浮うかべた笑顔。

　目にしてサミィは、ようやく悟さとった。

　──それでも──自分のやったことには、ちゃんと意味があったのだ、と。

「──サミィ」

　イーザーの問いに、サミィは画面に目をやったまま、

「……ん……わかってる……今、わかった……」

「──そうか」

　言って。

　二人はしばし、ただじっと、映し出された写真を眺ながめていた──







　あとがき







　苦しい戦いだった。

　もぉ書いててどぉにもノらないわ死ヌルほど筆は進まないわ〆しめ切きりは過ぎるわ枕まくら元もとに担当さんが立って般はん若にや心しん経ぎよう唱となえるわ（一部フィクション）某ぼう所しよにはさみ込みのシェリフスターおみくじで『大だい凶きよう　今年一年はおとなしくしてやり過ごそう』とか引き当てるわ（ノンフィクション）あげくの果てに前半書いて出したあと、「……すいません、やっぱしお話再構成して最初から書き直します」とかやって担当さんパニクらせてしまうわ。

　実はもぉその時点ですでにできてたイラストもあったりして、それをちゃんと使えるよーに描びよう写しや調整したり。つくづく我ながら未み熟じゆく。ララァよ、私を導みちびいてくれ。

　でも宇宙電波に導かれる人生って、もれなく不幸になりそうでヤだ。

　──と。

　二十一世紀の幕開けにふさわしい時候のあいさつも済すませたところで。

　こんにちは。神坂一です。

　ということでここに、タイトルの長い本（オイ）の二巻をお送りします。

　……タイトルといえば、先日知人と交かわしたこんな会話をふと思い出す新世紀の午後。




知人「ところで、今度はじまったシェリフスターズのＭＳとＳＳのことなんだが」

作者「ほい何か」

知人「平らに積んであるならともかく、本屋の棚たなに並んで、背中だけ見えていると、本気で見分けがつかんのだが」

作者「ぐがふッ!?」




　……むうっ……言われてみればそのような事実もあったりなかったり。多面的なものの見方を欠くと意外なところでトラブルが発生するという好例ですな。

　しかし覆ふく水すい盆ぼんに還かえらず。喉のど元もと過ぎれば熱さ忘れる。（待て俺おれ）

　新しい世紀からは、多少反省しながらも生きていこうと思います。

　しかし二十一世紀ですぞ皆みな様さま。作者わたしが子供の頃ころなんて、そんなもの、久く遠おんに等しい刻ときを経た、遠い未来の話だったのですぞ。

　昔よくあったのは、『これが二十一世紀だ！』などという、イラストつきの未来像。

　未来っぽいが非合理的なデザインの高層ビル。その間を走るリニアチューブ。やたらムレそうな銀色の服を着ている人々。東京には週一で巨大ロボットか怪かい獣じゆうが現れ、東京タワーをこづき倒していく。そんな輝かがやかしい未来。

　それが。ああそれが。なにげに過ごすそのうちに、もはや今現在のことに。

　ニュースを見ても、キャスターは銀色の服を着ていませんし、誰だれもいまだに東京タワーを倒しに来てくれません。こんな未来に誰がした。（期待してたのか。俺。）

　けどしかし、これだけは未来風にならなくてよかった、と、心から思うのが食べ物。

　かつて想像されていた世界においては、銀色の服着た人が食べるのは、当然、完全栄養チューブ食！

　間違っても銀色の服着たまま、お椀わんからみそ汁すすったり、ご飯にタマゴともみのりとショウユをかけて混ぜて食べたりはしないのですっ！

　ましてやこってり好みのひとが、バターをひと片かけ落とすなんてもってのほか！

　チューブ食にはいろんな味がある、という噂うわさもありますが……

　さすがにイヤすぎ。チューブに入ったタマゴかけご飯。

　やはり食べ物は皿や椀に盛り、ハシやナイフやフォークやスプーンを使って食べる。これが一番ッ！

　たとえ未来になったとて、これだけは変わらないのではないかと思ったり。

　第一チューブ食には食感というものがないッ！

　たとえばお新しん香こなど、あのパリパリした歯ごたえこそが命であって、お新香と同じ味と香りのゲル状物質なんぞ、すすってもただ死にたくなるだけ。

　現在の宇宙開発では、多少食べ物も改良されていると聞きますが、それでもやはり無重力下という制約がある以上、どうしようもない部分は多々。

　うどんそばラーメンとかは絶対無理。そんなモノを無重力下でおっぴろげた日にはどんな惨さん劇げきが展開されるやら。とゆーかそもそも、無重力下でお湯を沸わかす、なんてこと自体ができないし。

　遠えん心しん力による疑ぎ似じ重力は、船（またはステーション）の図ずう体たいがデカいか、回転が速いか、あるいはその双そう方ほうを満たしていなければならないので、今のところはイマイチ弱い。

　しかしいずれっ！

　重力のしくみが解明され、疑似重力発生システムとかができれば、宇宙船で流しそうめんをすることもまた夢ではないのですッ！

　技術力の無む駄だ遣づかいとは言うなかれっ！　たとえ技術が進んでも、人の本質は変わらぬものなのですっ！

　ならば予想される未来像はこんなふう！




　疑似重力発生装置を搭とう載さいした星間航行宇宙船の中で、今日のニュースを立体映像画面で読みながらみそ汁をすするお父さんと、どこかで見たようなデザインの汎はん用よう人型メイドロボットに納なつ豆とうをかき回す命令を下してるお母さんが、

『ちょっとあなた、ご飯食べながらネットワークニュース読まないでください』

『いいじゃないか別に。

　それよりお前、また通販でいらないもの買っただろ。物質転送機で高枝切りバサミが届いてたぞ。どこで使うんだあんなもん』

『それこそ別にいいじゃないですか！

　……あなたは知らないでしょうけど、ああいうのが今、はやってるんですよ。二光年先の山岡さんも十五光秒右隣どなりの藤村さんももう持ってるのよ。うちだけ持ってないなんて恥はずかしいじゃない！』

　などという会話を交かわしたりするのですよ！




　うわかっこ悪ッ！　来んな未来ッ！

　……ええっと……そうじゃなくって……

　ま……まあ、しかし未来というのは、予測した通りにはならないからこそ面白い、という部分もあって。

　宇宙開発もはじまって、人型ロボットが歩くようになった今。

　これから人類が、どういった、予想のつかない未来を展開してゆくのか。

　それをちょっと見てみたい、などと思ってみたりして。

　未来以前に、目前の話としてとっとと次の原げん稿こう書け、などというせちがらい現実は、遠いまなざしで忘れることにしたい今日この頃ごろ。

　ともあれ世紀が改まっても、これからもよろしくお願いします。
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